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侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【６】
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１　ブレアとエリノアのお茶会　①












「……」






　サロンの中に立っていた男は……エリノアを迎えた瞬間──わずかに後退った。






「殿下、お待たせして申し訳ありません！　お招きいただきありがとうございます！」






　現れたエリノアは、ブレアを見ると本当に嬉しそうに破顔した。──やっとブレアにたどり着けたという安堵が強く表れた表情だった。






　ここに来る直前。笑い方の下手なソルのせいで、若干気落ちしてしまったエリノア。

　なんとか持ち直せたのは、ハリエットたちのおかげだ。

　あの天女のような王女様と、天使のような彼女の侍女さん（※ブラッドリー）が「よく似合っている」と褒めてくれたのだから──と。ソルの反応は気がかりだったが、今から王子の御前に上がろうという時に暗い顔はしていられない。

　それに……正直な話、エリノアにとっては、わけの分からない書記官殿よりも、理想的可憐乙女ハリエットのほうが格段に信用に値するのは間違いがなかった。






　エリノアはサロンの中で待っていたブレアの前まで歩いて行くと、緊張した面持ちでスカートをつまみ、腰を落として膝折礼を捧げた。いつも以上に丁寧に。






　ブレアにも王国にも……自分が聖剣を抜き逃げしたせいで本当に迷惑をかけていると思う。だからこそ、そのせいで苦労しているブレアには、自分の力でほんの少しでも寛げる時間を作らせてもらいたかった。






（……なんて……自己満足かもしれないけれど……）






　そんなことを考えながら──お辞儀した頭をゆっくり上げようとして──エリノアはハタと思った。






（──でも──そもそもブレア様は女の人の装いなんてあんまり興味もなさそうじゃない……？）






　いくら自分を〝お姉さん〟だと思ってくれているとはいえ（※はなはだしい勘違い）、侍女が着飾っていようが、メイド服を着ていようが……あの真面目の権化のようなブレアが気にするだろうか。






（下手したら……『色が違う』くらいにしか認識されないんじゃ……あ……それはそれでなんだか着飾って化粧までした手前恥ずかしいような……）






　うーんどうなんだろう……と思いながら……エリノアは頭を上げて──






　が……。






「？」






　挨拶を終えて。

　主人を見上げるも──ブレアからは、なんの反応も返ってこない。

　あれとエリノア。






「？　……ブレア様？」

「…………」






　精悍な顔の王子は、硬い顔のまましぃんと静まり返っている。エリノアの戸惑う声にも反応がない。いや……手が上がった。






「…………待ってくれ……着……着替えて来たのか……？」

「あ──……はぃ……」






　ブレアの問いで、彼の微妙な反応が自分の姿に向けられたものなのだと分かったエリノアはたじろぐ。

　やはり──先ほどソルが奇怪な顔面で示していた（※示してない）通り、自分の格好はおかしいのか。

　それともわざわざ着替えてくるなんて張り切りすぎだと暑苦しく思われたか。エリノアの顔がカッと赤面する。






「あ、の……わたくしめ……メイド服では失礼にあたるとのことで着替えさせていただきました……が……あの……派手でしたか？」

「い、や……そんなことは……」






　いたたまれない様子で自分を見上げる娘に、ブレアは言葉を濁す。






　どうやら彼は……エリノアが、身なりを整え直してやって来るとは少しも聞かされていなかったらしい。おそらくオリバーのサプライズ的陰謀か……ソルのうっかりといったところであろう。

　てっきりいつものメイド服のままで来ると思った娘が、化粧までして現れたことに、ブレアは大いに戸惑っている。（なんか時間はかかってるなと思っていた←オリバーにそんなもんですよ～と言われる）






（ぅ……）






　ブレアはエリノアを改めて見る。

　薄く白粉をほどこされた肌はふんわりと柔らかそうで。唇と頬はほんのりピンク色。その淡い色を見ていると……頭のどこかが焦げつきそうに熱い。

　本来なら苦手なはずの化粧品類の香りがひどく好ましく感じられて呆然とする。

　下ろされた髪はふわふわと揺れていて。一瞬触りたい衝動に駆られ──……。






（ぐ……）






　──途端、ブレアを羞恥という名の精神ダメージが襲う。






　ブレアは思わず苦悶の表情を浮かべた。

　──派手なんてとんでもない。服も化粧もほどよく清楚にまとめられている、その──ハリエットプロデュース（協力・魔王ブラッドリー）のエリノアは……どうやら、かの王女が目論んだよりもはるかにブレアにつき刺さっていた。（「あら、してやったりね（微笑）」byハリエット）






　──ブレアは思った。せめて……せめて予告していてくれれば……。

　そもそも今日は、不可解にもエリノアを『姉上』などと呼んでしまったばかりで。そこからしてもう格好のつかないことばかりなのである。その上こんなに動揺していては、二人で茶会など、耐えられるのだろうか。






　こわばった顔の王子は、ふと、出入り口付近で素知らぬ顔をして警備をしていたオリバーと目が合う。

　騎士はブレアの視線に気がつくと、口の片端を持ち上げてニヤニヤしている。あれは……どう見ても、エリノアが着飾ってくることを事前に知っていた顔だ。






（あ……あやつ……）






　……と、いう顔で、己を恨めしそうに睨むブレアに……熊騎士は噴き出したくてしょうがない。

　王子がエリノアの着飾った姿を見たのは二度目のはず。それなのに相変わらず律儀に動揺しているブレアがおもしろ可愛くて仕方がない。が……ひとまずそれは堪えて……。

　オリバーは目と手振りとで王子に訴える。






　ＨＯ・ＭＥ・ＲＯ！　……と。






「!?」






　その指令にブレアがギシっと全身を軋ませている。

　つまり……熊騎士は着飾って来た娘を褒めてやれと信号を送って来ているわけだ。

　なんでもいい。褒めてやれと。






（照れてる場合ですか!?　それでは何も伝わりませんよブレア様！）

（ぐ……）






　もちろんブレアにも、オリバーの言う通りだとは分かっている。しかし──着飾って来てくれた娘に賛辞を贈りたくても……その姿を視界に入れるだけで動悸は急激に高まった。まともに話せる気すらせず……ブレアは途方に暮れている。

















２　ブレアとエリノアのお茶会　②












　──と、そんなブレアの前で、彼の反応をおとなしく待っていたエリノアが、不意に、えっと……と小さく声をもらす。






「……あの……ブレア様……その……」






　自分の服装は派手だったかという問いに答えたきり、何故だか追い詰められたような顔をしているブレア。

　はっきりとした理由は分からなかったが、なんとなく……己の格好を見た王子が困っているらしいということだけは理解できた。

　これは話題を変えてさしあげなければ気の毒なやつなのだなと、察して──いたたまれず、何かないかと急いで室内に視線を走らせたエリノアの目に──長椅子とテーブルの傍にある給仕用のカートが目に入った。

　カートの上には茶を淹れるための道具が揃えられている。どうやら、エリノアがブレアのために茶を淹れたいという希望がすでに給仕勢にも伝えられていたらしかった。

　だったらとエリノア……。






「ブレア様、その、わたくしめ、早速お茶をお淹れしますね！」






　ブレアに笑って見せて、エリノアはカートの傍へ歩み寄る。

　少し唐突だった気もしないでもないが、温かい茶を淹れてゆったりした雰囲気を演出し、また、そうして間をとることで、冷静な王子のこと、きっとすぐに気持ちも落ち着くことだろう。

　そう期待して。せっせと茶の用意をするエリノアだったが……壁のほうを向いた彼女は、ブレアに気がつかれないように、こっそりとため息をこぼした。






（…………はー……）






　そんなに自分の格好は微妙だったのだろうか。

　ソルには変な反応（※ソルなりの笑顔）をされたが、ハリエットたちは褒めてくれたのになぁと思って。……いやもしかしたら〝似合っている〟にも男女差があるのかも……と一人納得する。






（それはそうよね、個人でも好みの差はあるくらいだし……まあでもそれは別に……）






　エリノアはブレアに褒められに来たわけではない。もともと給仕しようと思って来ていて、のちに追加された目的は、『ブレアに諸々の謝意をこめて美味しいお茶を淹れること』である。

　それに、似合ってはいなかったのかもしれないが、ハリエットに用意してもらったワンピースドレスはとても綺麗で。着られただけでも儲け物というものだ。






（ぅ……申し訳ありませんハリエット様、侍女さんたち……素材が悪かったみたいです……）






　少しガッカリはしたが、いやいや、目的を果たさねばと切り替えたエリノアは、笑顔でブレアを振り返る。






「ブレア様、茶葉はいつものもので──……」






　よろしいですか？　と、言いかけて……エリノアはギョッと目を剥いた。ビクッとした拍子に、手にしていた缶から茶葉が散る。






「!?　!?」






　振り返ると、王子は無言でうつむいていた。片手で辛そうに額を押さえ、何かを悔いるような顔は……あまりにも物々しい。

　エリノアは、その苦悩っぷりに驚いた。そんなブレアの姿を初めて見た気がした。






「え……そ……そんなにも!?　そんなにもひどかったですか!?」






　ダメだと思いつつ……つい声に出して聞いてしまった。ちょっぴり涙も出た。そこまでガッカリされるとは、さすがのエリノアもショックである。

　と、青年はハッとしたように顔を上げる。






「い……いや違う、そういうことでは……」






　打ち消しの言葉を口にした青年は、そうではなくてと、エリノアから視線を逸らし、まるで日差しを避けるように、己の手で目を覆う。






「…………すまない……直視が……難しい……」






　覆われた影で、ブレアの目元は赤かったが……それが見えないエリノアは疑問だらけの顔でブレアを凝視している。

　不器用が……悲しい。






「ぇ……直視が……困難でいらっしゃると……それは……」






　それはまたなんとも判断に困る表現である。

　どういうことだろうと考えはじめたエリノアの額には冷や汗が滲む。それはあまりに滑稽で見ていられないという意味か。それとも美麗すぎて眩まばゆいとか……いやいや何が美麗だ、私だぞ、と一瞬浮かんだ考えに恥じ入ったエリノアは……結局、やはりどうやら王子は自分の姿を気に入らなかったらしいと判断し、撃沈された……。






「…………あ、の、ブレア様……もしこのドレスがお気に召さないなら……いつものメイド服に着替えて参りましょうか……？　大丈夫ですよ、メイド服ならばわたくしめ、早着替えが得意ですし……」






　エリノアは、落胆を押し隠し、ブレアにそう尋ねた。

　ハリエットにはとても申し訳ないと思ったが……ブレアがこんな調子では茶など楽しんでもらえそうもない。

　エリノアは、すぐに戻りますからと言って、サロンの入り口のほうへ足を踏み出した。彼女が早着替えが得意なのは本当で、先ほど支度をした部屋まで走れば三分くらいで戻れる自信があった。

　ただ……エリノアは、自分の姿を喜んでもらえなかった無念さも手伝って……涙をこらえると、少々やけっぱちな気持ちになっていった。

　もうこうなったらとことんやってやろうと思って。もうこうなったら……王子が喜ぶところまできっちりやり通すのだと。ドレスだろうと、メイド服だろうと、なんだっていい。ブレアが喜んでくれるなら。

　エリノアはえーんと心の中で涙を流す。






（くそぉ……道化だって……騎士の仮装だってやってやる！）






　そう思うと、普段からブレアと仲良さげにしている騎士たちを思い出してジェラ……と湧き上がるものを感じた。

　もしかしたらそのほうが、武道の好きなブレアには、ドレスよりも好まれるのかと悔しくなったエリノアは、いっそ騎士オリバーから一式身ぐるみはいでやろうかと妬ましくなって……今こそ、あの熊に挑む時かもしれないと思った。

　そうしてとにかくふんふんと鼻息荒く、気合十分でサロンを出て行こうとする──。






　そんな娘に、当の王子は大慌てである。

　己が言葉を濁しているうちに、エリノアを誤解させてしまったことに気がついたブレアは──出て行こうとするエリノアの手を、すれ違いざま、咄嗟に握った。






「ま──待て……！」

「（私はやれる！）私はっ──…………あれ……？」






　引き留められて。がくっとつんのめる形で立ち止まったエリノアは……振り返り──繋がれた手にキョトンと目を瞬く。

　え？　と、その手とブレアとを見比べて……

　のみこめないという娘の顔に、ブレアは気恥ずかしそうにしてから……すまないと言った。






「そうではない…………行くな」

「…………へ……？」






　すっかり騎士オリバーに突進して行くつもり（無謀）になっていたエリノアは。ブレアの真摯な顔に意表を突かれて言葉を失くす。行くなと言う短い言葉の中に、どこか彼の必死さを感じて……闘争心を忘れ、ブレアを見つめていると──男の顔は次第に赤くなっていった。






「……悪かった……行かないでくれ。ただ……なんと言えばいいのかが分からなかった」






　言いつつブレアは視線を落とす。

　エリノアを見て湧き上がって来た感想は山のようにある。だが、ありすぎて、考えすぎて言うべき言葉を見失った。だが、そうして自分が惑っていると、エリノアまで巻きこんで困惑させてしまうことに、ブレアは気がついた。

　今も、エリノアは当惑したような顔をしていた。






「……」






　それを見て、そうはさせたくないと。困らせたくないと、その思いでブレアは本来の冷静さを取り戻した。羞恥と動揺を堪えた青年は……。

　今度は静かな眼差しでエリノアを見た。






「…………ブレア様？」

「エリノア……」






　呼びかけると、名を呼ばれた娘は不思議そうではあったが、はいと素直な目で自分を見上げて来る。

　ブレアは眩しげに灰褐色の瞳を細めた。

　エリノアの緑色の瞳は、今日は儚い色の衣装に彩られてより際立って見える。ブレアはため息をこぼした。






「……とても似合っている」

「！」






　そう言ってやると、驚いたのか、華奢な身体が一瞬鞠のように弾む。

　そんな反応すら可愛らしくて、こそばゆく──おかしなことに、今度は感謝が伝えたくてたまらない。

　ブレアはうろたえている娘に微笑んだ。






「──礼を言う。美しい姿を見せてくれて……ありがとう」






　そう言うと……緑の瞳が目一杯に見開かれて。まるくなったそれが、また宝石のようで綺麗だと思った。






　──と──……。






　おのずと腕が動いていた。

　繋いでいた手を引き、より近くに来た娘の瞳を覗きこんで。まるで感情が溢れるように、自然に言葉が口を衝いて出た。












「──綺麗だ」

















３　ブレアとエリノアのお茶会　③












　き……

　き……？

　き……!?






　それは、

　言葉数は多くはなく。奇もてらわない。

　だが……ブレアに言われると……。

　エリノアには、何故か奇跡の言葉のように思えた。









「…………」






　唖然とぽっかり開く口。

　赤い顔でのけぞって。思わず足が一歩後退しかけたが……そのエリノアの手を、ブレアは離さなかった。






（ふぁっ!?）






　思わず小さく跳び上がると、おかしそうに静かに笑われた。ブレアはただ、何かの小動物みたいでかわいいなと思っていただけだが……エリノアにとってはそれがまた恥ずかしかった。

　じっと見つめてくる（なんの動物に似ているんだろうと考えている）ブレアの目に耐えられなくなったエリノアは……見ていられなくて、ついうつむいてしまった。が、その手をブレアが軽く引く。






「!?」






　一瞬どきりと慌てるエリノア。……が──顔を上げると微笑んだ顔。そのままブレアがエリノアを導いて行ったのは、サロンの奥。

　天井まで高いガラス窓の傍、そなえつけられた、明るく陽の日が降りそそぐ長椅子まで手を引かれて行ったエリノアは、促されて、おそるおそる柔らかな深い緑色の椅子へ腰を下ろした。目の前にはよく磨かれた飴色のテーブルがあって、傍には先ほどエリノアがお茶の支度をしていたカート。散らばった茶葉がそのままになっていて片付けなければと頭の隅で思うのだが……ブレアの丁寧なエスコートに胸が妙に高鳴ってしまい、エリノアは長椅子の上から動くことができなかった。






「大丈夫か？」

「！　ぅ、はい……」






　気遣われるたびに胸に矢でも射られているような気がした。

　ただただ、ブレアの仕草の一つ一つが眩しくて……痛烈にグッと来る。

　それが胸なのか、胃なのかは分からなかったが、ものすごく痛い。そしてとにかく動悸がひどかった。






　放心状態でサロンの長椅子に座っていたエリノア。

　──目の前には、美味しそうなたくさんの菓子類（ハリエット作）と、いつの間にかエリノア自身が淹れた茶が。それも先ほどまでは、ゆっくりと天井に向かって湯気をくゆらせていたのだが……それもじき消えそうな頃のことである。






　斜め前の席にはブレア。

　くつろいだ様子で座る彼は、時折口に茶を運んでいる。特にエリノアに会話を求めるでもない。ただ、穏やかに静かな時間を楽しんでいるようだった。

　それでも不思議とほうって置かれているような感じはしなかった。柔らかな眼差しは、そこに居てくれればいいと言ってくれているようで。穏やかなブレアの顔はとても──綺麗に見えて……。






　その時エリノアは、唐突に、理解した。









　──あ…………。

　──私、ブレア様が好きだわ……。












　それはストンと腑に落ちて──呆然とする。

　その答えはあまりにも違和感なく心に収まってしまって──途端、エリノアは……






　激しい恥ずかしさに襲われた。






（そっ……だっ……あ、あんなに色々ご迷惑をかけておきながら……!?）






　頭はカーッと湯気が出そうに熱くなった。が、ブレアの前で犯した失態、数知れず……今日だって……と、思い出すと今度はサー……と血の気が引くような音がした。






　──身の程が……そもそも身分が……。

　──いや──それ以前に聖剣持ち逃げ犯……。

　──腹毛を撫でさせろとか……。

　──女装しろとか……。






「………………」






　エリノアの頭の中でカーン……と音が鳴る。終焉を告げるようなキレの良い音だった。

　特に最後あたりに思い出した項目が吐血物である。






（……どうしよう……身の毛がよだつほどに無礼……恥ずかしい……）






　エリノアは、何かを誤魔化すように、目の前ですでに冷め切っている茶を持ち上げて、グイッと一気に飲み干した。

　自分がブレアを好きなのだと認識すると、数々の醜態がよけいに悔やまれて。あれを彼がどういう目で見たのだろうと思うと……額から流れ落ちた汗がカップの中に滴り落ちて行きそうである。

　押し寄せる様々な感情にエリノアは苛まれ、手にしたカップはカタカタ小刻みに鳴っている。






「？　どうかしたのか？」






　娘の異変に気がついたブレアが不思議そうに問うてくる。が、エリノアは、これ以上の無礼はならぬと……なんとか微笑んで。「いえ……」と、ぎこちなく笑った。






「ふ……ふふ」






　ときめきと羞恥と、己への失望感が混ざり合って……もう笑うしかない。






「？　……大丈夫か？」

「ぎゃ!?　近い！」






　怪奇的な笑みに不穏さを感じたのか……ブレアが席を立ってエリノアの顔を覗きこみに来る。と、気がついたエリノアが真っ赤な顔で両手を上げて叫び──その拍子にエリノアが持っていたティーカップとソーサーがポロリと手からこぼれ落ちる。

　それをブレアがスッと受け止めて──幸い──中身はすでに飲み干されていた。






「…………」

「あ、も、申し訳ありませんっ」






　慌てて頭を下げるエリノアだったが……そんな娘の前で、ブレアは巧みに受け止めた茶器を見ながら……ふと考えるそぶりを見せた。






「……近いのはダメなのか？」

「ぇ？　……いや、その……」






　まさかときめきすぎて死にそうだったとは言えない娘は、真っ赤な顔でブレアを見上げる。






「あの……」

「……すまん」

「え!?」






　折り目正しい謝罪にエリノアが目を点にする。

　ブレアの顔はどこかしゅんとしていて──それを見たエリノアは余計にうろたえたが……不意にハッとした。






　──その顔……私に叱られた時のブラッドリーそっくりだわ!?






「!?」






　その時エリノアに大いなる天啓（※大いなる勘違い）が舞い降りる。






（──やっぱり──……ブレア様は私に……姉としての温もりを求めていらっしゃる──）






　……オリバーが聞いたらヘッドロックで締め上げられそうな呆れた勘違いだが……。

　ある意味、姉愛に満ちたブラッドリーが叱られた時に見せる『姉さんに嫌われたくないな……』という表情に、此度のブレアの表情が似通っていても……まあ、不思議ではなかった。ブレアも当然そう思っているがゆえに。






　そんな的外れな理解に、気がついてしまった自分の気持ちを重ねて戸惑うエリノア。と、ブレアが気恥ずかしそうに言った。






「（やはりソルが言う通り欲求が……）すまん。無礼だった」

「!?」






　何ですと、と、エリノアの顔が唖然とする。






（え？　無礼？　……えっと私は侍女でブレア様は王子様で……）






　それなのに、王子が侍女に向かって無礼とはこれいかに。茶会に招いてもらっただけでもすでにかなり過分な扱いだ。『大丈夫か？』と様子をうかがってくれた彼のいったい何が無礼なのか。ときめくばっかりなのだがと、エリノア。

　戸惑い見上げると、視界に飛びこんでくるのはどこか悲しげなブレアの顔。それを見ると動揺が加速する。心臓はドキドキ鳴って、その振動で全身がガタガタ揺れていた。

　ときめきと申し訳なさで頭がぐるぐるしてきたエリノアは、だんだんわけが分からなくなってきて──……勢いよく椅子を立った。






「ぶ──無礼くないです！」

「？」






　そんなエリノアをブレアはキョトンと見上げる。






「無礼なんて、無礼なんて……わたくしめこそ無礼の塊で……せっかく殿下が〝お姉さん〟だと想ってくださっているのに……！」

「（……ん？）」

「身の程もわきまえずよこしまで……よこしま無礼で……殿下に謝らせるなんて……本当に、本当に申し訳ありませんっ！　わたくしめ、自分がこんなによこしまで身の程知らずだとは……！」

「!?」






　エリノアの〝お姉さん〟発言が一瞬引っかかったブレアであったが……それを問う前に、娘がダッと涙しはじめてギョッとする。






「ど、どうし──」






　と、ブレアが慌て、エリノアが、あーと泣き。それを少し離れた扉前で密かに見守っていたオリバー含む使用人たちが、何とも不器用そうな二人のやりとりに生暖かい何かをぐっと堪えた時──。






　そこへ、バンッと何かを打つような激しい音が響いた。






「……！」






　ブレアがハッとしたように、音がしたほう──出入り口の扉へ目をやる。

　それは扉でも蹴り開けたのかという音だった。しかし……サロンの扉は閉まっている。

　──と、微かに言い争うような声が聞こえた。






　──……しかし……。

　──……から……なさい……ってい……の……。






　ブレアが怪訝な顔をする。どうやら声は扉の向こうから聞こえてきている。

　扉の向こうはサロンへの前室だ。そこに更にもう一枚扉があり、その向こうが宮廷の廊下となっていた。

　騒ぎはそちらで起きているらしい。

　そう察したブレアは上着の内側からハンカチを取り出すと、エリノアの涙をそっと拭ってから、それを娘の手に握らせた。






「……エリノア、すまないが少し様子を見てくる。ここで待っていてくれるか？」

「あ……」






　見つめると、エリノアがブンブンと頭を上下に振って。その顔にありがとうと優しく微笑んだブレア──が、エリノアの傍を離れそうなことに気がついて──扉の前にいたオリバーが大慌てで手を振る。






「……あ！　いいですブレア様、そのままで──俺が、俺が様子を見て来ますから！」

「……しかしあの声は……」






　騒ぐ声に聞き覚えがあったブレアが難色を示す。が、オリバーはいーえ！　と、譲らず、その背後にいるエリノアをビシッと指差した。






「殿下の今のお役目は……そのトンチンカン娘を落ち着かせてやることです。あっちは俺の手に負えなくなったらお呼びしますから！　ね!?」

「…………（……トンチンカン娘、だと……!?）」






　オリバーの言いようにやや反論のありそうな顔をしたブレアだったが、その間に騎士は素早くサロンを出て行った。






「……」






　廊下の喧騒は続いている。

　ブレアは不安そうなエリノアの顔を、案じるように見下ろした。

















４　ブレアとエリノアのお茶会　④












　大勢の使用人がサロン前の廊下でソルに詰め寄っていた。






「バークレム……そこをどきなさい！　あなたはどなたの進路を妨げていると思っているの！」






　一行の一番前に立つ侍女がヒステリーな声を上げ、その周りを固める者たちも憤慨した顔を並べている。

　だがしかし、落ち着き払った様子でそこに立っていたソルは、表情をピクリとも変えず、扉の前から一歩たりとも動こうとはしなかった。

　ソルは少しだけ目を細め、肩を怒らせた侍女をひややかに見返している。






「進路？　はて……お招きしていない方の進路はこの先にはないように思いますが」

「な、何ですって!?」

「ああそれと何度も申し上げておりますが、少しお静かに願えますか？　ここは宮廷内です。政務の場であることをお忘れなく」






　ソルに丁寧に頭を下げられたその侍女は、青年の無感情な物言いに顔を真っ赤にしている。

　何を言っても青年はずっとこの調子なのである。初めはただ高圧的だっただけの侍女も痺れを切らしたのか、顔を引きつらせている。

　ソルはソルらしくいつも通りなだけなのだが……慣れている者でも厄介だと思う彼の淡々とした頑固さに晒されて、侍女たちはすっかり頭に血をのぼらせていた。






「ビクトリア様はわざわざタガート家の養女に会いにおみえになったのよ！　何故書記官ごときがそれを阻むの！」

「なるほど左様でしたか……では改めて約束をお取りつけになられればよろしいのでは？」

「はぁ!?」

「現在エリノア嬢はブレア様とご歓談中です。ご予定では……もうすぐ閉会の時刻ですから、その後にでもご自由にお申し入れください」






　ソルはポケットから銀色の懐中時計を取り出して、そう平然と言い。侍女たちは目を剥く。






「何を言っているの、あんたがそこを退いてビクトリア様にご入室いただけばいい話でしょう！」

「それとこれとは別問題です。現在サロンはブレア様がご利用中です。わざわざであろうがなかろうが、お約束がないことには変わりがありません。ゆえに扉を開くわけには参りません。一言言わせていただければ、そちらは先触れの報でもお出しになるべきでしたね、こちらにも用意というものがございますから」

「っ！　っ！　ビクトリア様！　話になりません！　この無礼者をなんとかしてください！」






　ソルに詰め寄っていた侍女は、青年の微動だにしない……しまいには説教まではじめそうな様子に音を上げて後ろを振り返る。すると一行の中からごてごてに着飾った婦人が一人、侍女たちに道を開けさせて颯爽と進み出て来た。






「あーら、さすがはブレアの配下。本当に融通の利かない連中ばっかりで嫌になるわ。これではブレアの相手の娘もどれだけ偏屈なのか心配になってしまうわね。ま、あのタガートが養女にするくらいだから想像はつくというものだけど。せいぜい王妃を困らせてくれれば私も愉快だわ」






　コロコロ嘲笑しながら現れた婦人──ビクトリアは、真っ赤な唇の端を持ち上げてソルを見ているが、その目は少しも笑っていない。

　彼女はそのままの表情で、ソルの前に立つ。






「ねえ書記官？　どきなさい、お前に用はないわ、お前はさっさとブレアに取り次げばいいの。私はタガートの養女に会いに来たの。いつまでこの私を殺風景な廊下に立たせておくつもりなのかしら？　それがどれだけの無礼か分かっている？」






　からかうような猫撫で声でビクトリアはそう問う。──が、ソルの表情は愉快なほどに変わらなかった。

　青年は冷静な顔のまま、そうですかと頷いて、廊下の先を手のひらでうやうやしく示す。






「それではどうぞあちらの応接間へ。お待ちいただければ茶会が終わり次第お取次させていただきます」






　と、ビクトリアと侍女たちがいっせいに眉をひそめる。






「ビクトリア様をお待たせするっていうの!?」

「当然です」






　侍女たちはがやがやと憤り、口々にソルを非難しているが、ソルはそしらぬ顔である。

　いくらビクトリアが王の側室だとは言っても、正室の王子に対して礼儀を欠いていいはずがない。約束も何もないところに突然来たのだから、多少待つのは当然だ。そう折れぬソルにビクトリアも不愉快そうな顔をする。






　──と、そんな緊迫した空気の中、小さく口笛を吹いた者があった。

　──オリバーだ。






　それは賑やかしいビクトリアたちの声にかき消されて誰にも気づかれることはなかった。

　騎士は、わずかに開けた戸の隙間から騒ぎの様子を窺っていたのだが……ソルのあまりの不変さと不落さに感心し──いや、呆れている。






「すげえなあいつ……ビクトリア様でもお構いなしかよ、こえー……」






　どういう精神メンタルしてんだとオリバー。

　だがしかし、ソルのソルらしさはまあ置いておくとして……。

　オリバーは、ピリピリしたビクトリアたちの様子を見てどうしたものかと唸る。

　次第に興奮しはじめた側室妃や侍女たちの声はだんだん高くなってきていて、すでに奥にいるブレアたちの耳にも届いてしまっているだろう。これでは配下思いのブレアがこちらに来てしまうのは時間の問題だった。

　ソルが融通の利かなさをフルで発揮して、いかに正論を盾にしようとも、ビクトリアに大きな権力があるのは間違いがない。悲しいかな、彼女はソルの正論をやすやす力ずくでねじ伏せる力を持っている。ソルもそれは分かっているはずだが。






「……甘んじて受けるとか言いそうだよな……」






　あの頑固者はきっとそれでもブレアとエリノアの初の茶会を守る気でいるのだ。おそらくソルがビクトリアに折れることはあるまい。そして、ビクトリアも自分に盾ついた書記官をただで済ますことはないだろう。

　──それを、ブレアが黙って見過ごすはずがなかった。ブレアはとにかく身内想いだ。これはこじれるぞとオリバーは歯噛みする。






「やれやれ……なんでこうちょっかい出してくるかねぇ……」






　ブレアがエリノアとうまくいくことは、第三王子派にとっては歓迎すべきことだろうに。それでもなお、どこから嗅ぎつけて来たのか、こうして邪魔をしにくる精神がオリバーには理解できなかった。






「めんどくせー……くそ……」






　正直オリバーはビクトリアのことは嫌悪しているし苦手だが、ここは出てやらねばソルが哀れである。

　放っておけば、ブレアの陣営一空気を読まない男ソルは、果てしなくビクトリアの怒りに油を注いでいきそうで恐ろしい。あんな偏屈な男、宮廷を首になったらブレア以外の誰が雇ってくれるんだ。オリバーは、仕方ない……と苦々しい顔で重いサロンの扉を押し……。






　が──。






　その瞬間、オリバーの傍をするりと何かがすり抜けて行った。






「……ん？」






　オリバーは、扉を押している自分の脇の下をくぐって行った、その……翻る、柔らかい色の薄布の端を、ぽかんと目で追う。

　それは扉を出て行くと、そこに立ち塞がっていたソルの背中越しに、彼を睨みつけているビクトリアに声をかける。






「ビクトリア様」

「！」






　背後の気配にソルが驚いて振り返る。






「あ、ら……？」






　手に持っている扇を振り上げ、今にもソルを叩きそうだったビクトリアも。突然現れ、己に向かって丁寧に頭を下げている娘にキョトンと目を向けた。主人が動きを止めると、興奮していた周りの者たちもいっせいに黙りこみ、声の主を見る。皆、突然現れたその娘がいったい何者なのかと探るように目を見交わしていた。

　周囲の視線を集めたその者は──しかし怖気付くことなく顔を上げ、にっこりとビクトリアに微笑みかける。






「お待たせして申し訳ありませんでした。エリノア・トワイン、ただ今御前に参上いたしました」

「…………」






　それは、とても落ち着いた挨拶だった。

　朗らかな声にビクトリアが思わず押し黙る。それは険悪だった廊下の雰囲気には少しも相応しくなかったが……気がつくと、いつの間にか場の空気が変わっている。どうやら多くの者が、エリノアの満面の笑みに驚いて、肩透かしを食らったように感じたらしい。

　しんとした空気の中で、エリノアはビクトリアを見上げて続ける。






「わたくしをお呼びとか。なんなりとお申し付けくださいビクトリア様！」

「は……はぁ？　申し付けるって……」






　娘はなんだかとても前のめりだった。思いがけず、真心のこもった目で見つめられて。

　押しかけ困らせ、からかい嘲笑ってやろうという頭だけでここまで来たビクトリアが戸惑っている。






　──しかし、そんな彼女達の後ろでは……。

　娘をサロンから出してしまったオリバーと、ブレアとの時間を邪魔させないつもりで踏ん張っていたはずのソルが──目の前でビクトリアに対応してしまっているエリノアに唖然としていた。

　オリバーは慌てる。

　ブレアがこの状況で、エリノアを横柄なビクトリアの前に出すわけがない。王子はどうして──と、振り返って──……。






「ぅおぅっ!?　!?　!?」






　後方を見ると……前室の奥のサロンへの扉が開かれていて、そこでうなだれたブレアが顔面を押さえてブルブルしているのが見えた。顔が……真っ赤である。






「こ、わっ!?　ブ、ブレア様!?」






　いったい何があったんだ、いやあいつエリノア何したと──オリバーは……王子に駆け寄ればいいのか、廊下でビクトリアに鼻息荒く、「ご用命はなんでしょうか!?　わたくしめお茶を淹れるのは得意でございますよ!?」と……じりじり迫っていく娘から目を離さないほうがいいのか、ものすごく悩んだ。






「ちょ……なんなんだよ!?」

「…………」※ソル。困惑の暗黒顔。

















５　ブレアとエリノアのお茶会　⑤












　──のちにエリノアは、その時のことをなんかよく分からない愛情パワーにやられてしまって……と後悔する。

　グレンは、それをずばりすっぱりと切った。






『色ボケですね』






　言い返せないエリノアに──それが青春ですとしめやかにまとめたのは、コーネリアグレースである。












　──それは少しだけ時を巻き戻したサロン内でのこと。

　オリバーを見送ったあと、青年は申し訳なさそうに言った。






「すまないエリノア。今日はこれで……お開きにしたほうが良さそうだ……」






　区切られた言葉の小さな間には、彼の気落ちした思いがひそんでいた。

　側室妃ビクトリアは、普段国王や王妃といった明らかな目上の者に会おうという時以外は、自分から相手の元へ出向くことはまずない。

　それが……こうしてブレアを王宮に呼びつけるわけでもなく、わざわざ宮廷側のサロンに突然会いに現れたということは、彼女の目的が、このエリノアとの茶会にあるのだとは想像に難くない。

　王家の者が誰かを訪ねる際にあるはずの事前通達すらなかったことが、いかにも驚かせてやろう、困惑させてやろうという意図が透けて見えるようだった。






（……困ったお方だ……）






　ブレアは心の中でため息をこぼす。

　しかしそういうことならば、彼としてはエリノアをここに引き留めておくわけには行かなかった。扉越しに鈍い音声で聞こえてくるのは、はばからないトゲのある言葉だ。あの言葉の数々を、面と向かってエリノアに聞かせる気にはとてもなれなかった。

　ブレアは名残惜しげにエリノアを見る。






「すまない……」






　その謝罪は、こうして逃げるように帰らせてしまうことに対してであり、父の側室妃からの暴言に対する言葉でもあった。あんな攻撃的な言葉を聞けば、エリノアもさぞ気を悪くしているだろうと彼は気を揉んだが……

　そんな心配は無用だった。硬い顔でこの埋め合わせは必ずすると言うブレアに、エリノアはとんでもないと首を振る。その顔には微笑みすら浮かぶ。






「ブレア様十分です」

「だが……」

「はじめはとても驚きましたけど……と、とても良い時間を過ごさせていただきました」






　嘆いたり騒いだり……いろいろとあった。でも、ブレアと二人、静かで穏やかなひと時があったのも確かだった。

　自分が淹れた茶を、幸福そうに飲むブレアを眺めていた時間は満ち足りたものだった。

　あの時間を思い出すと、それはほんの短い時間であったはずなのに、エリノアはとても幸せな気持ちになれた。

　そう思い出しながら埋め合わせなど不要と言う娘の、照れっとふやけた顔を見て──ブレアは一瞬彼女を抱きしめたい衝動に駆られる。

　が……。






「…………くっ……」






　ブレアは目を逸らし、難しい顔でそれを耐えた。※直視は危険だと思った。

　現状、早くビクトリアをなんとかしなければならない。呆けている場合かと己を律するブレアに……。

　だが、エリノアはその難しい顔を見て悲壮な顔をする。






（……!?　ブレア様が、物凄くおつらそう……）






　だが、エリノアは、今回はそれが自分のせいだとは思わなかった。

　廊下からは今もブレアやエリノア、そしてソルを罵る声が聞こえている。あのギャンギャンと騒がしい口撃を置いて、自分のことで、しかも抱きしめたいとかいう願望でブレアが苦悩しているなどとは思わなかったわけだ。

　エリノアはどうしようと胸の前で両手をうろうろさせている。






（は、早くビクトリア様をお止めしなければ……）






　思うのだが、出て行ったオリバーも、そこに元々立っていたらしいソルも、ビクトリアやその身の回りの侍女たちとはかなり相性が悪いのではないだろうか。

　オリバーは見るからにビクトリアが嫌いそうだし、ソルは正直、問題外。淡々とビクトリアを怒らせている様子が目に浮かぶようである。

　そういう視点で言えば──女性には女性。






（……ビクトリア様をおなだめするのは私が一番適任なのでは……？）






　悲しいかな、没落娘なエリノアは、自分が口撃用サンドバック能力……つまり、他人から受ける嫌味や暴言に対する耐性が高い自覚がある。もちろんこれは弟……ブラッドリーが関わっていないということが前提なので、グレンには適用されない。

　ともかく。弟が関わっていない嫌味の類なら、エリノアは受け流せる自信があった。というか──絶対バークレム書記官より私のほうがマシだろうとはなはだしく思い……これはブレアに申し出てみなければと顔を上げたのだが──。

　そんな娘の手を、不意にブレアがとる。






「え……」






　突然のことにギョッとして。赤い顔で見上げると、ブレアが彼女から目を逸らしたまま言った。






「……侍女たちに王宮まで送らせる。正面の入り口ではなく、露台の階段のほうから庭に下りて行くといい」






　ブレアは、そうぽかんとしている娘に告げると、壁際で控えていた侍女たちを呼び寄せた。

　サロンの窓の外には広い露台がついていて、そこには下へ降りる階段がある。階段を下ると宮廷の庭に出られるので、そうすれば、エリノアはビクトリアと顔を合わせることなく宮廷の敷地から出ることができる。

　ブレアに誘導されたエリノアは、またその優しいあしらいにカッと頭に血が上る。が、ふと、あれと思う。






（あ、あれ……もしかして私……早々に逃がされようとしている……？）






　繋がれた手が恥ずかしすぎて顔面には汗が滴るし、頭はどこかクラクラするが……エリノアは、ブレアが自分をビクトリアに会わせぬよう、気遣ってくれていることに気がついた。

　侍女二人に託されたエリノアは、しかしこれでいいのかと焦る。ビクトリアは声高にエリノアに会わせろと言っている。ここで自分が逃げれば、ビクトリアは余計に怒るのではないのか。その後でブレアが彼女になんと言われるのかと想像すると……たまらない気持ちになった。






（ブ、ブレア様……）






　エリノアが困惑したように青年を見ると、その視線に気がついた彼は娘を安心させるように笑んで──……。






「…………」






　それを見た瞬間──。

　エリノアの足が露台に出るガラス戸の前で止まった。






　──いや──……。






「──そんなわけには行きませんよ！」

「!?」






　クワっと怒れるマングースのような顔で舞い戻ってきたエリノアに、ブレアも侍女たちも驚いた顔をしている。






「エリノア……？　どうした、ここは早く出たほうがいい」






　彼女がビクトリアに捕まれば面と向かって嫌味を言われるに違いなかった。

　たとえそれが目に見える傷ではなくとも、人の心という大切な場所に傷を負わせるということを、散々経験し思い知らされているブレアは、もう一度エリノアに帰るようにと促す。が……

　エリノアは少しブレアにクラクラしたまま……どこか可哀想な子供でも見るような目で青年を見る。






「殿下……さてはお姉さんというものにお慣れではないのですね……？」






　──その瞬間──室内にモヤッとした沈黙が訪れた。

　ブレア他サロンにいた面々は怪訝そうな顔で黙しており、エリノアだけが訳知り顔でうんうんと頷いていた。






「…………お…………」






　言われていることがカケラも分からない彼は……神妙な顔でエリノアに問う。






「お姉さん……とは……？」






　しかし『ブレアは自分を姉と思いたい説』をもはや事実として受け入れているエリノアは、相手がブラッドリーであるようなつもりで言った。






「あのですね、姉とは、すなわち弟を守るものなのですよ、殿下」

「……」※ブレア

「……」※侍女①

「……」※侍女②






　言いながら、エリノアは〝姉〟と言う時に自分を指差し、〝弟〟と言う時にブレアを手のひらでそ……っと示した。

　途端ブレアがしん……と、精神を静寂で満たす。……落ち着いたのではない。意味が分からなすぎて真っ白になったのだ。侍女二人も同様である。

　エリノアは分かります分かりますと、全然分かってなさそうな顔で言う。






「殿下はお姉様がおられず、あまり姉という存在をお分かりではないのですね。でも……せっかく〝姉〟と見こまれておいて、このわたくしめが殿下をおいて逃げるなんて……そんな馬鹿な話があるでしょうか!?」

「…………」






　オリバーが聞いていたら、おそらく馬鹿はお前だと思い切り頰でもつねり上げられただろう……。誰が誰を姉と見こんだんだとヘッドロックされたかもしれない。が……残念なことに、現在サロン内には彼のような突っこみ役が不在だった。突っこみ経験が底辺レベルのブレアは困惑している。






「…………すまん……何を言えばいいのか分からん……」






　侍女二人はだろうな、と思った。

　しかしエリノアは勇ましく困惑した彼に理解を示す。






「ええ、ええ、いいんですよブレア様！　全然問題ありません！　分からない時にこそ姉に頼ればいいんです！」

「……私は…………お前の〝弟〟……なのか……？」

「ええそう思っていただいて結構です。あ、もちろん姉弟序列で偉そうにしたいとかはありませんからご安心ください。わたくしめ、弟をこよなく愛しておりますから、宝物ってことです」

「…………」






　思いきって聞いてみたものの……エリノアに当然だという顔で返されて……ブレアが再び沈黙している。宝と評されたのは若干嬉しかったが……弟と言われると、その微妙さが半端ない。だってそれは恋愛対象ではないではないか。……しかしエリノアは主張し続ける。






「ブレア様、姉というものは弟のためならなんでもできるんです（※エリノア主観）。自らが弟の盾になれていると思えれば困難もまた喜びです！」






　可愛い弟のためならば、火の中水の中。目に入れても痛くありませんと高らかに言うエリノアに──周囲は唖然としているが……彼女がこう転んでしまったのには理由があった。






　ブレアに恋していると気がついて。

　でも、身分差という決定的なものがそこにあることを忘れなかったエリノア。

　かといって、エリノアにとってはこれが初恋だ。これが恋かと気がついて早々にそれを諦めるというのはあまりにつらい。

　……そこに──逃げ道を与えたのが、そういえば王子は私を〝お姉さん〟だと思ってくれているんだったわという閃きだった。

　エリノアは、ピンときた。そういう形なら身分違いの自分も、ブレアを想っていてもいいのではないか。

　きっと、ブレアだって王子という立場上、使用人に本気で好かれてしまったら困るに違いない。散々『王子に近づきすぎるな』と、うるさかったオリバーたちにも、もしエリノアがブレアを好きだなんてバレたら即刻王宮を追い出されてしまうかもしれない。






　──でも、〝姉〟だったら。






　別にどうなるというものでもない。エリノアの経験上、〝姉〟は〝弟〟に無償の愛を注ぐものと決まっている。

　これならば堂々と（？）ブレアに好意を持っていられると考えたエリノアは……嬉しそうで、少しだけ、悲しそうだった。






　相手を手に入れたいなんて──思うべくもなかった。

　身近にはいても、ブレアは遠い人である。

　つらくもあったが──そこは頼られているという思いでカバーした。昔から、貧困生活にあったエリノアには、落ちこんで立ち止まるという選択肢はない。働かなければ食べられず、嫌なことも乗り越えるほかない。だから、今回も、どうにか進むしかないと思ったエリノアは、たくましい〝姉〟の顔でブレアにドンと胸を叩いて見せる。






「お任せくださいブレア様、〝弟〟を守るためならば、わたくしめビクトリア様とダンスだってしてみせます！」

「……!?　……!?」






　そう言って、思い切り気合が入った様子でサロンを出て行こうとする娘。一方──何故かキッパリ〝弟〟認定されてしまったブレアはショックを受けている。






「……待てエリノア……どういうことだ……お、弟とは……」






　求む、説明。そもそもそれは年齢的にも見た目（主に身長）的にも無理があるのでは……と、青年は意気揚々と出ていこうとするエリノアを止めようとする。が……そういえばと彼はハッとする。もしかして、先程自分が意味不明にも、エリノアを〝姉上〟などと呼んでしまったことがここに尾をひいているのだろうか……。






「……!?　エ、エリノア待て！」

「？」






　説明させてくれと慌てたブレアの手に腕をつかまれて──引き寄せられたエリノアが、キョトンとブレアを見上げる。二人の視線は重なって、ブレアとエリノアは見つめ合う──……。

　……が、ブレアが何か言う前に、エリノアは自分の腕をつかんだ青年の手に、己の手をそっと添えた。






「っう……」






　ブレアが怯む。見上げてくるエリノアの顔は、〝弟愛〟に溢れ、輝きまくっている。……もうこうなってしまうと……エリノアを止められる者はいない。






「大丈夫……大丈夫ですよブレア様。お姉さんがきっと書記官様たちをお助けして、ビクトリア様との仲も取り持って差し上げますからね！」

「…………エ、エリノア……」






　そこでブレアの困惑した顔を見たエリノアは──助けを求められているのだなときゅんとして──ブレアが困惑しているのは思い切りエリノアのせいだが──この〝子〟をビクトリア様から守らなければと。ブラッドリーにするように、うっかり心の中を保護欲まみれの使命感で満たしてしまった娘は、うっかりうっかり──……。






　──ブレアの頭をよしよしと撫でてしまった。






「!?」






　そして愛情深い顔で娘は──いや自称〝姉〟は言う。






「姉さんの愛は──海より深いからね！　大丈夫！　大丈夫よ！」






　愛しげに撫でられギョッとしていたところに、首に腕を回されて。ギュッと優しく抱きしめられたブレアは──……もうダメだったのか、顔をこわばらせ、ガクッと身体をよろめかせた。
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「行ってきます！」






　エリノアは──そのうちにサッサかサロンを出て行った。

　わけの分からない意気ごみで、足取りはひどく軽い。なんだか足元がふわふわして、今ならビクトリアにもこの上なく優しくできそうだと思っていた。









　……のちにその現場を見ていたグレンは、『なんか……空気がピンク色でしたねぇ……』『ある意味混乱状態に見えましたね。春色の』と、珍しく神妙な顔で分析したという。春色……とは当然、恋のことであろう。

　聖剣テオティルは……『勇者の子供に一歩近づきましたねぇ』と、ひたすらのんきであったとか。

















６　ブレアとエリノアのお茶会　＋












　笑う侍女がいた。

　肩で切りそろえた綺麗な黒髪を揺らしながら。たった今サロンを出て行った王子とエリノアを見て、声こそ出ていないが……今にも噴き出しそうという顔にはニヤニヤした笑いが張りついている。






「ぶほっ……あの王子の顔！　ちょ、姉上の思考回路っ、ど、どう育ったらああいう感じになるんですかね？」






　ねえ陛下、と横を向いた侍女──グレン。

　……しかし……横を見た瞬間、そこで己が陛下と呼ぶ者──栗色の髪の侍女が……たった今己が笑った第二王子とそう変わらない様子でブルブルしているのを見て沈黙する。






「……え……陛下……？」






　グレンは目を剥いて戸惑った。

　栗色の髪の侍女は……自分の顔を両手で覆い、プルプルしながら堪えきれないという調子で言った。






「……姉さんが……僕のことを愛してるだってっ」

「!?」






　侍女は言いながらグレンの顔を見て。その侍女──いや、魔王の、にへっと嬉しそうな顔を見てグレンが慄いている。






「宝物だって……えへ……」






　少女姿の魔王は幸福感を振りまいている。






「ちょ……陛下！　ダメですよ！　あれはブレアに言ったんですよ姉上は！」






　てっきり、ブレアがエリノアに〝弟〟扱いされて激怒するだろうと思っていたブラッドリーの──……照れまくった赤い顔に……グレンがそんなぁと、慌てている。彼の目論見では、ここらでもう五人くらい魔物が出現してもいいと思っていたのだ。

　が……ブラッドリーはこの上なく幸せそうな顔つきである。

　しかし、そんなブラッドリーも、さすがにグレンの『あれはブレアに』という言葉は引っ掛かったらしい。

　ムッとした顔でグレンを睨む。






「……違う、姉さんの本当の弟は僕だけだ。つまり僕が一番の宝物ってことだ」






　ふんと拗ねたような顔をする魔王に……グレンが呆れている。……あかん……このお方は本当にシスコンだ──。






「……陛下は本当に……姉上至上主義でいらっしゃいますねぇ……」






　呆れ半分、感心半分といった様子でグレンが言うと……ブラッドリーはスン……と返す。






「それ以外に……僕がこの人間界にいる意味あるの？」






　姉さんがいなかったら、さっさと見切りをつけて人間界なんてとっくに焼け野原だよと真顔で言う少年に、グレンはほっとする。

　──よかったぁ、やっぱり陛下は陛下だぁ……。（ほのぼの）






　──と、どう見てものんきな主従にしか見えない二人（今はメイドさん）だが……。

　実はこの直前。ビクトリアがサロン前で騒ぎ出した時は、ブラッドリーは実に危険な状態だったのだ。

　死ぬほど嫌悪している側室妃の、エリノアに向けた罵倒が聞こえるたびに、ブラッドリーの怒りのメーターは徐々に上がっていて。彼の足元のどす黒い色の影の中からは、無数の黒刃がゆっくりと鋭い切っ先をのぞかせていた──のだが。






　いつ爆発するんだろうとワクワクするグレンの目論見に反し、それらが影から飛び出る寸前に凶行を止めたのが……エリノアの『姉とは、すなわち弟を守るもの』という言葉であり……『弟をこよなく愛している』宣言だったのである。






　グレンはがっかりするのも忘れてやれやれと感心する。






「あーあ。いい感じで陛下の魔力が膨れ上がっていると思ってたんですけどねぇ……おっかしいなぁ」






　事実、グレン的に言えば、いいところまで行ったのである。

　ブラッドリーの怒りは、ブレアとビクトリアを間近に見ることで大いに高まっていた。あれならば、いつ魔界への道が開いていてもおかしくはなかったのだが。






「いいレベルまで高まったと思ったのになぁ、姉上のせいで、寸前で閉じちゃったんですかねぇ……？」






　うーんとグレン。まあそうかもしれないと思った。

『わたくしめ、弟をこよなく愛しておりますから』と、エリノアが鼻息荒く言った時のブラッドリーの乙女化は凄かった。

　殺気が一気に舞い散る花のような幸福感に変わり、どうやら……彼は、姉のその一言で、ビクトリアの暴言など全て忘れ去ってしまったようなのだ。それどころか、姉に何かしたら即刻消そうとか言っていたブレアのことすらも、もはやどうでもよくなったらしく……。

　魔王の心の中は、今、このあと家に帰宅した姉をどう迎えるか──どう甘やかし喜ばせくつろがせてやるかでいっぱいである。

　ふんとブラッドリー。






「あんなヤツらのことを考えてる暇なんかないんだよ。今はもう姉さんのこと以外に一ミリだって脳みそを使いたくない」

「…………」






　薄暗い顔で言うブラッドリーに、グレンの目は、堂々と偏ってるなぁと生暖かい。

　しかしメイド姿の魔物は、また自分の企みが勇者に潰されたことに内心では憤っている。せっかくうまいこと言ってここまでブラッドリーを連れてきたのに。






（……ちぇ！　……家に帰ったら絶対また沢山いたずらして困らせてやろうっと……）






　魔王に隠れ、仮の姿である少女の細い指先に、ギラリと鋭い異形の爪を出し……それを冷たい目で見下ろす魔物はエリノアに仕返しをしようと企むが──。

　ところがこののち。魔王と共に家に帰ったグレンはそこで目にした光景に、大絶叫を上げることとなる。

















７　ブレアとエリノアのお茶会　終話。と……謎の黒い毛玉












　エリノアがビクトリアに突撃したあと。

　娘はなんとかビクトリアをなだめようと、懸命に頑張っていた。






　側室妃は、『茶がまずい』『熱い』『ぬるい』『香りがぜんぜんしないじゃない』などと、幾度もケチをつけては、何度も何度もエリノアに茶を淹れ替えさせる。

　その度にエリノアは素直にビクトリアに従ったが──その間にも、側室妃はなぶるような言葉を次から次に彼女に向けるもので……ビクトリアの斜め向かいに座ったブレアの顔は、次第に鬼のような形相になっていた。

　それを見たオリバーたちは、普段は家族間の争いを極力避けて来たブレアも、さすがに今回はビクトリアに歯向かうのではとハラハラと成り行きを見守っているのだった。

　もちろん彼らの緊張が高まっていることは、ビクトリアのほうでも分かっている。分かっていてわざと挑発しているのだとは、ブレアやオリバーたちも承知している。だからこそ軽はずみにその挑発に乗らぬよう彼らも堪えているのだが……（※速攻口出ししそうなソルはオリバーが羽交い締めしている）






　──が。

　そんな周囲の高まる緊張感をよそに、当のエリノアはといえば……。

　ビクトリアがどんな言葉を投げかけても、何度茶を淹れ替えろと命じても。少しも堪えた様子を見せなかった。

　それどころか、茶を返されるたび、より丁寧に慎重にお茶を淹れようと努めているようだった。






　ビクトリアの言葉は確かにキツく執拗だ。生まれや育ち、容姿や体型、所持品といったあらゆるところをチクチクと突いてくる。

　だが、それでもエリノアは平気だった。

　少し目を上げると、傍には心配そうな青年の瞳。彼を見ると──ストレスがときめき作用できれいに浄化されて……少しも苦にはならなかったのである。

　こうなったら、とことんビクトリアが満足するまでお茶を淹れてやろうとエリノアは意気ごんでいた。






　その反面、気が気ではないのがブレアだ。

　エリノアの張り切りに押し負けて、サロンにビクトリアを迎えることになってしまったものの……側室妃の言葉がエリノアを傷つけてしまわぬか心配でたまらない。

　けれどもビクトリアが何か言うたびに、ブレアの眉間のしわがグッと深くなるのに対し……エリノアの顔はずっと朗らかなままだった。

　ビクトリアがエリノアを嘲笑うと、ブレアがそれに反論したが……そこで険悪な空気が高まる前に、エリノアが巧みに話を変えてしまう。それでなんとか茶会がもっているようなものなのだが……その落ち着き払った様子には、ブレアはエリノアの思わぬ冷静さと忍耐強さを見た気がして。それどころではないと思いつつも、ついつい感心してしまうのだった。






　さて一方、こちらはビクトリア。

　サロンに入って以降、ずっとエリノアを顎で使い、言いたい放題嘲っていた側室妃だったが……。

　ふと、エリノアの様子が少しも変わらぬことに気がついた。

　何を言っても怒らないどころか、傷ついた顔もせず。憤るブレアすらもニコニコといなし、且つ、手厚く自分をもてなしてくる娘。かといって、他の者たちのように媚びてくるわけでもない。これではあまりにもいたぶり甲斐がない。

　娘を使って遠回しに傷つけてやろうと思っていたブレアも、はじめこそ無言でビクトリアに警戒したような圧を送って来ていたが……今ではすっかり娘を信頼したような眼差しをしている。






（……なんなのよ……）






　面白くなくなったビクトリアは、心の中で舌打ちする。ならば今度は娘の家族のことでからかってやろうと思った。こういうお人好しは、本人よりもその親や子を罵ったほうが効果的だとビクトリアは承知している。

　目をつけた相手は絶対にひれ伏せさせ、自分が優位に立っていることを思いしらせてやりたいのだ。この娘にそうした時に、第二王子ブレアがどんな顔をするかと想像すると、それだけで愉快でたまらない。






（ふふ、そっちがその気なら……どこまで耐えられるのか見てやろうじゃないの）






　エリノアの父に恨みを持っているビクトリアには、幾らでも娘を傷つける言葉が思い浮かんだ。

　側室妃はほくそ笑んで……。






　──だが。そんな彼女が心ない口をきく前に。茶を淹れ直していたエリノアが不意にこんなことを言い出した。






「ああそういえば……ビクトリア様の御祖父様のリンデタール公はお茶がお好きで、お若い頃ご領地に大きなお茶の農園をお作りになったそうですね」

「え……」






　それを聞いたビクトリアは、出しかけていた嫌味を引っこめてギョッと口をつぐむ。

　まさかこの使用人の口から、遠い隣国にいる祖父の名が出てくるとは思っていなかった。

　公とは言ってももうかなりの高齢で、ほとんど表舞台に出てくることのない人物だ。どうして知っているのだと、思わず悪態を吐くのも忘れて怪訝に顔を見ていると。エリノアは、昔まだ父が健在だった頃に、その農園産のお茶を飲んだことがあるのだと言った。






「父は商いもしていたので、紅茶の取り扱いもあったんです。リンデタール公はとてもいい茶葉の発酵方法を開発されたとかで……夏摘みのお茶は特にコクがあって素晴らしいと父が教えてくれました」






　にこにこして言われた言葉にビクトリアは押し黙る。

　祖父が紅茶の農園を持っていたことは知っているが、そのお茶についてビクトリアは興味を持ったことなどなかった。というか、薄情な彼女はこちらに嫁いできてからというもの、親族のことなど考えることはほとんどなかった。せいぜいが、こちらで王太子をどう蹴落とすか、王妃をどう負かすかと考える時、手駒になりそうな者はいなかったかと考えるくらいである。

　だがそう言えば……祖父は昔、農園のことは楽しそうに話していたなとビクトリアは思い出した。その微かな望郷の思いに沿うように、エリノアが穏やかな口調で続ける。






「リンデタール公の茶葉は希少で入荷は少なかったんですが……、聞いたところによると、アストインゼルの前王妃様もお気に入りだったそうですよ」

「……ふぅん、そうなの……」






　すばらしいですねと朗らかに称賛する娘に、ビクトリアはさして興味もなさそうに生返事を返しながら、そんな他国のことなんか知ったことではないわよと心の中で毒づいた。が……

　途端、ビクトリアは何故か興きょうが削がれたような表情をした。

　娘が嬉しそうに注ぐお茶の色を眺めながらむすっと口を結んでいる。

　まだまだ嫌味を言ってやりたかったはずが、思わぬところで祖父の名を聞いて、郷愁を感じたというわけでもなかったが……意表を突かれ肩透かしでも喰らったような気分だった。あの老爺はまだ元気にしているのかしらと思うと……。

　なんだか、そんな気分ではなくなってしまった。






　不意にビクトリアがつぶやく。






「…………つまらないわ」

「え……？」






　突然そう言われて、七杯目のお茶を注ごうとしていたエリノアが、キョトンと顔を上げる。

　と、ビクトリアは長椅子から立ち上がると、上からエリノアを睨み、ふんと鼻を鳴らしてドレスの裾を翻した。






「もういいわ、飽きたから帰りましょう。……この娘はお茶も満足に淹れられないようだし、これ以上ここにいても疲れるだけだわ」

「ビクトリア様、え、あの……」






　自ら押し掛けて来たにもかかわらず、ああいやだいやだと言いながら――ぽかんとするエリノアの前を通っていくビクトリア。

　エリノアは戸惑いながらも慌ててティーポットをテーブルの上に置いて……しかしビクトリアは、その間にさっさとサロンから出て行った。ブレアに挨拶するでもなく、一瞥すらくれず、あっという間にだ。

　それに驚いたのはビクトリアの侍女たちである。あんなに騒いでサロンに入ったというのに、気が変わったように出て行った主人に、彼女たちは呆然として。それからハッと我に返って、慌てふためき妃のあとを追っていった。






「お、お待ちくださいビクトリア様！」

「ビクトリア様！」






　バタバタと騒々しく去っていく一行。

　その様子には、サロンに残されたエリノアが唖然として。

　ブレアはなんと気まぐれなとため息をついているが……そんな王子にエリノアは慌てて問う。






「え……？　あの、わ、私何かビクトリア様に失礼なこと申しましたか!?」






　エリノアとしては別にビクトリアを追い払うつもりなどなかった。ただ、少しでも場を和やかにして、穏便に茶会が終わればと。できれば少しだけでもブレアとビクトリアの仲が改善されないだろうかと思っていたのだが……。






　そんなエリノアを見て、ブレアは一瞬ほっとしたようにふわりと笑った。娘は不安がっているが……とことん人を追い詰めるまで気がすまないたちのビクトリアをこの程度で立ち去らせただけでも快挙である。そんなことはないと言うように、ブレアはエリノアの肩にそっと手を置く。






「大丈夫だ、妃も決して不愉快になって出て行かれたのではない。つまらないと口では言っておられたが、単に気が変わっただけだろう」






　気にするなと微笑んだブレアは、続けてエリノアに感謝をこめて「ありがとう」と言った。

　ブレアは、根気強くビクトリアをもてなしてくれたエリノアが愛しくてたまらなかった。拒絶して逃げるのは簡単だったが、そうはせず、懸命になってくれた娘の姿に、己も何かを学ばされたような、幸福な心持ちだった。エリノアを密かに逃がし、ビクトリアに一人で相対していたとしたら、きっとこんな結末にはならなかったに違いない。

　ブレアは幸せな気持ちで、エリノアの頰をそっと撫でる。

　と、そんなブレアのとびきり優しい表情にエリノアは驚いて。思わずボワッと破裂しそうに真っ赤に──なった、が……。

　しかしその瞬間、サロンの壁際からワッと歓声が上がった。






「ぇ……」






　唐突な歓声に、エリノアは一瞬首を竦ませて。

　いったい何事かと慌てて振り返ると……オリバー以下ブレア側の使用人がいっせいにエリノアに向かって拍手喝采しているのである。エリノアは再びぽかんとした。

　いつの間にか、そこには髭のトマス・ケルルら騎士たちの姿もあって。……トマスは何やら……紙吹雪に見立てているのか、茶会のために置いてあった紙ナプキンをちぎっては投げ、ちぎっては投げ……こちらに向かって懸命に撒いている……。

　ちっちゃな筋肉おじさんのちょこまかした奮闘に……エリノアは無言だ。

　だが彼らはどうやらエリノアがビクトリアを追い払ったと喜んでいるらしい。






　──なるほど望郷の思いを利用して──。

　──あのビクトリア様のつまらなそうな顔を見たか!?　今週はずっと酒がうまいぞ！　と……。






　エリノアを称賛し、一気に賑やかになった彼らに、そんなつもりのなかったエリノアは複雑そうな顔でそれを見ている。そしてそんな娘の神妙な顔を、ブレアは愉快そうに見つめているのだった。












　さて、そうして茶会も終わり、エリノアは力を貸してくれたハリエットたちやソル、オリバーたちに礼を言ってから自宅に帰ることにした。

　ブレアは馬車を出すから乗って行きなさいとエリノアに言ったが、彼女はそれを丁重に断った。

　ブレアの気遣いは嬉しかったが、忙しい王子をなんだか散々振り回して時間を無駄にさせたような気もしていて。これ以上彼に時間をとらせたくはなかった。






　帰り際、門を出たエリノアは、ふと振り返って宮廷の方向を見る。

　王子はまだ働いていらっしゃるのかしらと思って──なんとなく、ため息が出た。

　壮麗な宮廷や王宮の建物を見ていると、なんだか浮ついていた気持ちが一転。ブレアとの身分差を見せつけられているようで気持ちが沈んでしまった。






「…………帰ろっと……」






　娘はとぼとぼと家路を帰って行った。












「……ただいま──…………え……？」






　帰宅して。

　自宅の扉を開けたエリノアは、そこでギョッと立ち止まる。

　視線の先には──何やら黒い塊──……

　いや、黒いこまるい毛玉物体が三つ、ぎゅうぎゅうに密集し、そのモフッモフの真ん中に……

　シュールにも……ぴぃんとのばされた猫の後ろ足が、逆さまに突き刺さっている……。






「な……え、何!?　え!?　グ、グレン!?」






　ちょ、大丈夫か、その体勢はなんだ!?　と……エリノアは慌てて毛玉の中からグレンを引っ張り上げる。と、救出されたグレンは、ぐったり死にそうな顔をしてぴくりともしない。だらんとした猫の身体にエリノアが慌てている。






「ど、どうし……っ、ちょ、大丈夫なの!?」






　──と……

　たった今、エリノアがグレンを引き上げたモフッとした毛玉三つがいっせいに振り返り──つぶらな六個の青い瞳がエリノアを見上げる。






「!?」

「あ、ゆうしゃだわ」

「にーさまをとられた」

「とられた」

「どうする？」

「ひっかこう」

「にーさまとりかえさないと」

「え!?　ちょ、あ、あははははははっっっ！」






　グレンを高く持ち上げたエリノアは、三つの毛玉──いや、モフッモフにまるい三匹の〝何か〟に身体をよじ登られて。そのくすぐったさに身をよじって笑う。エリノアに掲げられたグレンはぐったりしきって動かなかった。






「や、やめっ、ひぃいぃいいっ、やめてぇぇええっ！」

















８　マリモな毛玉の正体は…












「ひぃいぃいいっ」






　複数の何かに身体をよじ登られるくすぐったさにエリノアが顔を真っ赤にして耐えていると……そこへテオティルがやってきた。






「こらやめなさい、小悪魔ども。私の主人様を離しなさい」

「あ、せいけんやろう」

「にげろ」

「ばーか」






　テオティルがエリノアの傍まで来ると、〝何か〟たちはパッと逃げて行った。そのままそれは部屋の隅まで移動し、そこから一塊になってテオティルを睨んでいる。

　ひとまず解放されたエリノアは、ホッと胸を撫で下ろした。






「はー……く、くすぐったかった……ちょっと……グレン、大丈夫なの？」






　抱えた黒猫におそるおそる問うと、グレンの青い目がじわわ……と潤む。






「あ、あねうえぇぇぇ……！　あいつらが、あいつらが私をいじめるんですぅううう!!」

「……え、えぇ……？」






　珍しく、自分の胸にすがって泣くグレンにエリノアがギョッとしている。と、そんなエリノアをテオティルが覗きこむ。






「大丈夫ですか主人様？」

「う、うん……それよりどうしたのこの子……それに……あの子たちって……」






　エリノアは部屋の隅の毛玉たちを見る。

　毛玉たちはまるで〝マリモ〟。大きさは赤子の頭くらい。黒いフワッフワの〝マリモ〟に小さい三角の耳がちょんちょんと二つ。足はあるのかないのかも分からないほどに毛がもこもこだが、どうやら毛に埋もれているらしい。おしりにはピコッと短いしっぽがはえている。






「え、かわい、何、なんの生き物……？」






　困惑したエリノアはテオティルを見るが……。

　──そこへあらあらあらと声がして奥の扉が開いた。

　つつましい様子で現れたのは、コーネリアグレースだ。






「おかえりなさいませエリノア様。ごめんなさいねぇ、うちの子たちがやかましくて」

「へえっ!?」






　コーネリアグレースの言葉に、エリノアがうちの子!?　と、目を瞠る。その顔はすぐにハッとして、そういえば毛並みは黒くて青い瞳だわ!?　と、エリノアは、婦人と毛玉たちとの間で視線を激しく行き来させた。

　その間に〝マリモ〟な毛玉たちは、ササーとコーネリアグレースの身体によじ登っていく。






「かーさま」

「ゆうしゃに、にーさまをとられました」

「そうじゃないでしょう、お前たち。あんまり兄様をいじめるのはおやめ」

「だってぇ」

「それに〝ゆうしゃ〟ではありません。エリノア様です。無礼はおやめ、陛下の姉上なのよ。ブラッドリー様に毛玉のまる焼きにされますよ」






　どうやらコーネリアグレースは子供たちを窘めているようだが……マリモ達はエリノアには興味がなさそうだった。






「そんなのしらない」

「にーさまであそびたい」

「あそびたい」






　子猫たちは口々に不満をもらしている。

　その様子には、コーネリアグレースもやれやれと頭を振っている。






「ごめんなさいねぇエリノア様。娘たちはまだ幼く分別がないのです。ま、グレンに面倒見させておけば大人しいですから大丈夫ですわ」






　──と、婦人が言うと、エリノアの腕の中でぐったりしていたグレンが唐突に「嘘だ！」と、ぴいっ！　と泣いた。（※エリノア微妙そうな顔をする）






「ま、まあそれは置いておくとして……あ、あの……うちの子ってことはまさか……」






　エリノアが恐る恐る聞くと、婦人はええまあと頷く。






「はい、正真正銘この子たちも魔物ですわ」

「!?　!?」






　婦人の言葉にエリノアが、ガーンとショックを受けている。






「な、な……」

「おほほ。魔界で父親と一緒にいたうちの末の子供たちなんですの。えーと……マリーとマールとマダリンですわ。以後お見知り置きを。あ、母親の私ですら見分けが難しいので見分けていただかなくても結構です」






　適当に呼んでやってくださいと笑うコーネリアグレースにエリノアは愕然としている。






「いや、でも……どうしていきなり……」

「それがねぇ、どうやらまたブラッドリー様がお呼びになっておしまいになったらしいの」

「え!?」






　と、エリノアが驚いた顔をすると、そこへブラッドリーがやって来た。






「姉さん」






　弟はニコニコ嬉しそうに駆け寄ってくる。ブラッドリーは何故かエプロンをつけていて、手には皿が乗せられている。その上にはほかほか美味しそうなマフィンが山になっていた。






「おかえり、今ちょうど焼き上がったんだよ。疲れたでしょう？　さ、早く手を洗って来てよ、早く食べて。あ、これはデザートなんだけど、今日は僕がご飯を作ったんだよ」

「え？　あ、おいしそ、いや……そうじゃなくて……」






　可愛い弟のにこやかな顔についついつられかかったエリノアだったが、ごめんその前にと、彼女はブラッドリーの身体を不安そうに点検している。






「ブラッド……大丈夫なの？　あの、あの子たち……私、また何か怒らせるようなことした……？」

















９　勇者はちょろかった












「な…………っなんてことなのっ！」






　唐突に、エリノアは声をあげた。

　天井を仰ぎ、その頰にはポロポロと涙がこぼれ落ちていく。ワナワナしたその手が握りしめているのは、ナイフとフォーク。

　目の前のテーブルには温かい料理が並んでいて……その中からチキンに添えられていた芋を食べて。それでエリノアは泣いているのだった。






「お、お、おいしぃ……おいしいよブラッド！」






　いつの間にこんな料理まで作れるようになったのとエリノアは感涙している。






　──あのあと。

　どうして急に魔物が三匹もこちらに現れたのかと聞きたがったエリノアだったが。いくら聞いてもブラッドリーは笑うばかりで何も教えてはくれなかった。

　それよりもご飯を食べようと急かされて。

　とても心配したエリノアだったのだが……。

　手を引かれて居間まで行くと──そのテーブルの上には、ブラッドリーが作ったという食事がずらりと並べられていた……というわけだった。






　驚くエリノアに、ブラッドリーは、シチューはリードに習い、チキンやマフィンはコーネリアグレースに焼き方を教わったんだよと嬉しそうに言って。

　──途端、エリノアの涙腺は崩壊した。驚きと感動で、心配事など吹き飛んでしまったのである。






　エリノアはボロボロ、ボロボロ泣いている。






「大きくなったね……おぉきくなったのねっ、ブラッドっ」






　こんがり焼けたチキンにシチュー、マフィン……何を食べてもエリノアはその都度泣く。

　どうやら食べながら、小さな頃のブラッドリーのことでも思い出しているらしい。

　ほとほとと涙をテーブルの上にこぼしながら、大きくなったね、ありがとうと繰り返す姉に、ブラッドリーはくすぐったそうに笑っていた。姉を喜ばせたいと思って夕食作りに挑戦したが、こんなに喜んでくれるとは思わなかった。ブラッドリーも嬉しくて嬉しくてたまらない。






「姉さん……ちょっと落ち着いて……そんなに泣かないでよ」






　子供のように泣くエリノアの頬をハンカチで拭って。それからブラッドリーはエリノアにパンを差し出す。






「これも食べて。ゆっくりだよ。喉につまらせないでね」

「うん、うん……こんなにおいしい料理が作れるようになったなんて……しかも私の……私のためなんて……」

「！」






　パンを受け取るやいなや、エリノアは、あなたは天使よ！　と、ブラッドリーの頭を抱きしめた。






「こんなに素晴らしい弟が他にいるわけがないわ！」

「ちょ……姉さんったら……」






　危ないなあと口では言いながら、ブラッドリーの顔は照れっと嬉しそうである。






　──と、そんな幸せいっぱいの姉弟の様子を、壁の傍から微妙そうに見つめる者たちがいた。

　三匹のマリモ……いや、子猫たちはあどけない声で順に言う。






「かーさま」

「なんだかあのゆうしゃ」

「ちょろそう」

「し！　おやめ！」






　すぐさまそれをコーネリアグレースがいさめる。






「滅多なことを言うものではありません！　魔王陛下を〝天使〟だとかのんきで頓珍漢とんちんかんなことが言える人間はあのお方だけなのよ！」






　敬いなさい！　と婦人は変な教育を娘たちにほどこしている。

　まあこれも……ここで暮らすには必要な教育であるのかもしれなかった。






　……と、食後にやっと落ち着いたエリノアは、その事実に気がついた時ギョッとして目を剥いた。






「え!?」






　前回の騒動の疲労からやっと回復して姿を現した白犬ヴォルフガングは、三匹を見ながら、まあと渋い顔で言う。






「あの小娘たちは力もそう強くはない。さほど害はないとは思うが……」

「ヴォルフガング、で、でも……」

「まあ、来てしまったものは仕方がないだろう。現状戻す術はないぞ」

「で、でも……あんなおチビちゃんたちをテオティルの傍において大丈夫なの!?　一応魔物なんでしょう!?　病気とかになるんじゃ……」






　不安そうに己の肩を揺するエリノアに、ヴォルフガングが目を細める。無意識かもしれないが……幼いとはいえ魔物の子を案じるなど、勇者のくせになんとお人好しなのだろうと呆れているらしかった。






「……やれやれ。まあ、お前が小娘らを害しようと思わなければ、聖剣に滅されることはないのでは？」






　そう言ってやると、エリノアは心外だと言わんばかりに眉間にしわを寄せる。






「何言ってるの！　あんな小さい子たちを害しようなんて思うわけがないでしょ！」

「……」（※ヴォルフ。魔物なのになぁと思っている）（あれが育ったら女豹婦人みたいになるのになぁと思っている）






　と、そんなエリノアに……ニンマリ口の端を持ち上げた何者かが忍び寄る。






「……ですわよねぇ」

「ぎゃ！　コ、コーネリアさん……」






　ブラッドリーと台所で夕食の後片付けをしていたはずの婦人が急に現れて。エリノアが一瞬跳び上がる。エリノアが恐る恐るコーネリアグレースを見ると……婦人は哀れっぽい顔で彼女を見た。……明らかに芝居だが。






「エリノア様……まさかあたくしの可愛い娘たちをこの家から放り出せなんて……おっしゃいませんわよね!?」

「う……だ、で、でもだって……」






　婦人に迫られたエリノアはうろたえる。

　そうなのだ、要するに、また増えてしまった小さな魔物三匹をコーネリアグレースはこの家に置いてくれと言うのである。もうこれ以上家に住人、しかも魔物が増えるのなんか絶対にごめんだと思っていたエリノアだったが……コーネリアグレースと共に現れた三匹の、もこもこ並んだ可愛らしい顔にじっと見つめられると──。

　このお人好しの娘は弱いのだ。






「ダ、ダメだ！　断るには可愛すぎる！」






　どうしたらいいんだとワナワナ頭を抱えるエリノアを、三匹のマリモたちは心の中でやっぱりちょろそうだと思っている。コーネリアグレースはたおやかだが、どこか勝ち誇った笑顔でエリノアを見た。






「ね？　お願いですエリノア様。だって外には放せませんわ。まあ我が娘たちはこう見えてかなりしぶといですから独り立ちさせてもようございますけど……街は大変なことになると思いますわよ」

「うっ……」

「ちょっと待ったぁぁぁっ!!」






　と、そこへ黒猫がスライディングで駆けこんで来る。現れたグレンは鋭く異議を唱えた。






「姉上ダメですよ！　街なんかどうでもいいではありませんか！　妹たちを置いたりしたら、この家はおしまいです！」

「おバカ！　お前たち、やっておしまい！」






　コーネリアグレースが号令をかけると、マリモたちはいっせいにグレンに跳びかかって行く。驚いたグレンはビヨンと跳び上がって、それから一目散に逃げていった。子猫たちはグレンを追って駆けていく。






「来るなばか！」

「にーさま」

「あそんで」

「あそんでー」






　グレンは、ヤダァ！　と、叫びながら外に飛び出て行った。






「…………」






　それを呆然と見送るエリノア。

　──そして結局、この娘には、あの可愛らしい三匹を外に放り出せなどとはとても言えなかったのである……。

















10　子猫のいる生活（魔物）












「姉上……甘いですよ……」






　ちみっと涙を目の下に光らせた毛並みがボサボサの黒猫は、エリノアの膝の上から恨めしそうな声で言った。






「え……？」

「あれ……あと四匹いますからね……」






　それを聞いてエリノアの手がギシッと止まる。

　背中の上で行き来していたブラシが急に止められると、げっそりして、エリノアにされるがまま毛並みを整えられていたヴォルフガングもノロノロと顔をあげた。

　エリノアの膝の上に逃げこんだグレンの言う〝あれ〟とは、彼らの目の前を時折元気に駆け抜けていく黒い毛玉──彼の妹たち、マリーとマールとマダリンのことである。






　エリノアは居間の中を生きのいいピンボールのように跳ね回っているチビっ子たちを見て、愕然とした。






「よ……四!?　あの子たちが……!?　あと四匹!?」






　──彼女がマリモっ子たちを家に置くことを決断したのが昨晩。

　そうして朝を迎えた今。そう広くないエリノアの家はすでにしっちゃかめっちゃかにひっくり返されていた。






「あ、あの子たちがあと四……」






　自宅の惨状を前に、エリノアは思わず繰り返し、顔を引きつらせた。

　マリーたちマリモっ子は、人間の住まいがよほど珍しいのか……タンスに潜りこんでは引っかき回し、食べ物と見ればとりあえずかじってみて、石鹸もかじろうとしてエリノアを慌てさせ。カーテンを登って破き、そして爪が引っかかったと言ってぴいぴい鳴く。

　そして救出してみたら……けろりとして次なる冒険へ飛び出していくのだ……。

　窓ガラスも数枚割れたし、エリノアの服も何枚か雑巾になった。おまけに果敢に聖剣テオティルに喧嘩を売りに行こうとするので……エリノアは子猫たちに健康被害が出るのではと、とてもハラハラした。

　可愛いが……ものすごく可愛いが……面倒を見る者はかなりの体力と忍耐を必要とされる。






「……子猫の体力ってすごいね……」






　エリノアはげっそりしながらグレンとヴォルフガングに言った。もちろんエリノアの髪がボサボサなのも、彼らの毛並みが荒れ狂っているのもマリモっ子たちのせいである。

　あの体力について行けなくて、ちょっと休憩しようかと現在三人はこうして散らかっていく部屋を呆然と眺めているのだが……子猫たちの勢いは衰えることを知らない。

　弟の面倒はずっと見てきたが、こんなに激しいチビっ子の世話は初めてだった。

　やれやれとエリノアは、カックリ頭を落としてうなだれた。

　ここにコーネリアグレースがいれば彼女たちを叱ってくれるし、片付けもしてくれるのだが……彼女は現在朝食の準備中。その間、妹たちの面倒をみなさいと母に命じられたグレンの顔があまりにも絶望的だったもので、仕事が休みのエリノアが手伝いを買って出たら──こうなった。

　子猫たちは、とにかく元気が良すぎて手が付けられない。

　頼みの綱のブラッドリーも、『……ごめん姉さん……今日は朝からリードのところにたくさん荷物が届くから……』と、申し訳なさそうにモンターク商店の手伝いに行ってしまった。

　もちろんエリノアにとっても弟の仕事やリードが優先されるので、彼女も彼を気持ちよく送り出したのだが……。






「……子猫のお世話がここまで大変だとは思わなかった……」






　すると、グレンが言った。






「騙されちゃいけません姉上……子猫って言っても妹たちは魔物です……」

「……そうだったね……」






　エリノアは膝の上のグレンの背を撫でる。兄グレンも大変だな、と思った。

　すると黒猫はどこか哀愁を漂わせる顔で言った。






「よかったですよ……これでもまだ半分以下ですからね……妹たちが全員こちらに来るような事態になったら……」

「……そ、そうだね……ちょっとそれは……私も困るかな……」

「父がいればまだ統率が取れるんですが……」

「そ、そうなんだ、お父さんすごいんだね」






　それはそうか、なんたってコーネリアさんの旦那さんだもんねぇと、二人で揃ってため息をこぼしていると……ヴォルフガングが信じられないことを言った。






「やれやれ……小娘共は相変わらずだな……せめてまだ上の双子の妹たちのほうが、分別があって良かったのでは？」

「えっ……!?」






　その言葉にエリノアが声を上げる。

　七匹のマリモに加えてまだ他にも妹がいるのかとエリノアは目を剥いて、膝の上にいるグレンを見下ろすが……。

　それを口にする前に、黒猫があまりにも悲壮な──これまでに見せたこともないような顔面を見せたので……その言葉は喉の奥に引っこんでいった。






「グ、グレン……？」

「…………それならまだマリーたちのほうが百万倍マシです……上の妹たちは悪魔ですから……」






　……いや、あなた魔物じゃないのよ……と突っこみたかったエリノアは……なんとかそれを我慢する。

　……グレンに悪魔と言わしめる妹たちとはいったい……。

　ものすごく怖かった。

















11　ガールズトーク、再び












「え……なんなのこの散らかりようは……」






　エリノアの家を訪れたルーシーは、荒れ果てた室内を見て、あらまあと言った。






「なんだか盗人にでも入られたみたいじゃない？」






　ルーシーは白いレースの日傘をくるくると閉じながら、室内の無残なありさまを見て歩く。と、居間のテーブルの後ろから声がした。






「あ……ルーシー姉さんいらっしゃい……」






　エリノアがテーブルの向こうからよろよろと顔を出すと、その頭を見たルーシーが噴き出す。






「ちょ……なんなのその鳥の巣みたいな頭は……」






　ルーシーはテーブルの上に土産の品を置くと、ちょっとこっちにいらっしゃいよとエリノアを手招いた。






「どうしたのよこれは……待って待って、頭の上に壁紙の切れ端が……」






　あまりのボサボサぶりにルーシーがまた笑って。素直に傍へやって来た義理の妹の頭の上に乗っている、萌黄色の壁紙やら、もこもこした何か獣の毛らしき塊を手で払い落とす。






「？　……何これ、動物の毛……？」

「ありがとう、ごめんなさい汚れてて……ちょっと掃除をしてたものだから」






　エリノアは髪を整えてくれたルーシーを見上げ、にへっと笑う。その顔は見るからに疲れている。ルーシーは眉をひそめ、同情的なため息をこぼした。






「大丈夫？　本当に泥棒に入られたんならうちの者たちに言って、今すぐそいつらを血祭りに上げに行くけど」






　人相は覚えてるか、人数はと問うてくるルーシーに、エリノアはカクッと頭を落とす。彼女は『血祭りに上げに行かせる』ではなく、『行く』と言っているのだ。自ら先陣きって行きそうな令嬢の言葉が怖い。






「……違います。もう、姉さんはすぐ物騒なこと言う……」






　エリノアはげっそりして言ったが、ルーシーはけろりとしたものだった。






「あらだって、ここは将軍家が貸している店子の家よ。ここに盗みに入るってことは私たちタガート家に喧嘩売ってるのと同じじゃない。それにあなたは義理とはいえ妹なの、喜んで報復に行くわ」

「ルーシー姉さん……」






　義理の姉の言葉に一瞬感動したような顔をしたエリノアだったが、その姉が、じゃあ行ってくるわと出て行こうとするのを見ると、慌ててその腕を取った。






「ちょ、ちょっと待ってルーシー姉さん！　そんな命知らずな盗人いるわけないから……！　これはただ……猫に暴れられただけよ！」

「はあ？　猫……」






　引き止めるエリノアの言葉に、ルーシーは足を止め、眉をひそめて周囲を見回した。

　床には物が散乱しているし、窓も割れている。カーテンだって破けているところがあるし、壁紙も一部が無残に裂かれていた。どうやらエリノアは床に散らばった皿の破片を拾い集めていたところだったらしい。

　ルーシーは解せないという顔で言った。






「…………こんなに凶暴な猫がいるわけないじゃない」

「………………いるの……っ」






　しかも三匹……とは言えなくて。

　エリノアは両手で顔を覆ってさめざめと泣くのだった……。









　幸いなことに、この時子猫たちはコーネリアグレースがお説教のためにどこかに連れ出してくれていて。グレンはそのお供。ヴォルフガングはブラッドリーの手伝いに出かけて行った。

　残りのテオティルは、廊下で鼻歌を歌いながらモップをかけている。

　彼はエリノアが少しの間任せていいかと聞くと、主人に仕事を頼まれたのがよほど嬉しかったのか、張り切って「お任せください」と瞳を輝かせた。

　そんな彼に掃除を任せて、エリノアはルーシーを被害の少なかった自分の寝室に招き入れた。






「こんなところでごめんなさい、ちょっとまだガラスとか拾いきれてないから危なくて……」

「あらいいのよ。気にしないで」






　ルーシーは、狭い部屋にも気にした様子はなく、エリノアがうながすと寝台の上に座った。

　ありがたいことに、ルーシーは壊れた窓や壁紙は、大家であるタガート家のほうで修繕費用を出すと言ってくれて。感謝したエリノアが急いで茶を用意しに部屋を出て行こうとすると……ルーシーは「そんなのいいから！」と、娘の手を引っ張って自分の隣に座らせた。






「で？」

「え？　で、って？」






　隣に座った途端、義理の姉はエリノアにグッと顔を近づける。エリノアがキョトンとすると、ルーシーは「誤魔化さないで」と笑う。






「昨日、宮廷でひと騒動起こしたらしいじゃないの。知ってるんだから」

「！」






　ルーシーの言葉にエリノアが、げっという顔をする。

　なんでバレたんだとエリノア。だがすぐに分かる。あれは宮廷で起こった騒動だ。養父であるタガートにエリノアの珍行動が筒抜けでもおかしくはない。

　げっそりするエリノアに、ルーシーはカラカラと笑う。






「安心して、母さんには黙っておいたわ。あんたがビクトリア様を追い返したなんて知ったら卒倒するもの」

「お、追い返しただなんて……そんなつもりだったわけでは……」






　結果としてビクトリアは出て行ってしまったが、エリノアとしては心をこめてもてなしたつもりだったのだ。しかしエリノアがいろいろと取り繕う前に、ルーシーがそれよりもと身を乗り出してくる。その顔は、ちょっと引くくらいニヤニヤしていた。






「え……な、なに姉さ……」

「あなた、昨日ブレア様のお茶会に招かれたんですって？」

「！」






　その言葉にギョッとしたエリノアの喉がグッと鳴る。ルーシーはのけ反ったエリノアの正直な反応にものすごく嬉しそうだ。






「いやねぇ、なんで早く教えてくれないのよ！　ブレア様が若い娘と個人的に茶会を開いたなんて初めてじゃない？　私、その話をぜひ聞かなければと思って来たのよ！」

「っう……っ、あ、あの……」






　途端エリノアの顔がカーッと真っ赤になる。

　それを目撃したルーシーがあらぁ？　あらららぁ？　と、わざとらしく笑う。それは、今までのエリノアの反応とは確実に何かが違った。彼女の義理の姉は、娘の微妙な変化を敏感に察したらしかった。






「エリノア、その顔はいったい何事……？　さては……」

「……ち、ちが……！」






　咄嗟に否定しようとしたエリノアに、ルーシーは目を細め、ツンとした顔で「エリノア？」と声音を変える。






「正直におっしゃい。お姉様の私に嘘なんかついたら後が怖いと思わないの？」

「……ぅ……」






　エリノアだってそりゃあその通りだと思っている。が、恥ずかしすぎて身動きが取れないエリノアに……赤毛の令嬢は内心で可愛い顔してるわぁと思いながらも……にっこり笑う。






「一から順にちゃあんと全部白状なさい。じゃないと、私悲しくて泣いちゃうからね」

「…………」






　奔放で強気、時々泣き虫の義理の姉は、エリノアの枕をガッチリ胸の前に抱きこんで言外げんがいに「話を聞くまでは絶対に帰らないぞ」という意思を示している。

　その顔の……ワクワク具合が凄かった。

















12　王妃の喜び












　はぁ……と、物憂げなため息がこぼれた。

　いかにも憂鬱そうなその音に、ため息の主──王妃の機嫌伺いに来ていた王太子が苦笑する。






「母上、そんなにお疲れになられたのですか？」






　王太子は手にしていたティーカップをテーブルの上に置くと、そんなに心配しなくてもと笑う。






「だって……老臣たちはうるさいし、それなのに侍女頭もタガートも反対するし……まったくどうしたらいいのか……」






　それを聞いた王太子は不思議そうな顔をする。






「エリノア嬢の件ですよね？　おや……タガートは反対なのですか」

「いいえ違うのよ。婚約に反対ということではなくて……つまり彼らは、エリノア嬢に侍女職を辞めさせることに反対なの」

「ほう」






　王妃は長椅子の肘掛に寄り掛かるようにして、もう一度ため息をついた。

　彼女によれば、それは昨日、派閥内の臣下や高官、それにタガートらを集めての会議でのことらしい。

　王妃は柔和なつくりの顔を精一杯固くして王太子に言う。






「議題は、〝どうしたらブレアとエリノア嬢の婚約が実現するか〟、よ」

「……ほう、」






　母親の真面目くさった真剣な顔に、王太子は内心噴き出したかったが、それをこらえた。






「なるほど、なるほど……そうでしたか」






　どうりで昨日は宮廷に人が足りなかったわけだと王太子。いるはずの大臣や官がいないのを彼は不思議に思っていたが、そうか、母が集めていたのかと納得した。

　王妃は苦悩を浮かべている。






「老臣たちは、彼女をブレアの相手として議会に認めさせるために、使用人は辞めさせて早々に淑女教育をさせろと言うのだけれど……タガートや侍女頭は、彼女は絶対に職を辞めぬだろうって……私、それが生活のためなら支援は惜しまないと言ったのよ？　だけど……そういう返すあてのない援助は嫌がるだろうって言うのよ。それに侍女頭はかわいそうだと。せっかく試験に受かって王族付き侍女になったのにって。怒るのよあの人ったら……」






　親しい間柄の侍女頭の言い分に王妃は口を尖らせているが、王太子は「まあそれはそうかもしれませんね」と頷いた。もう、どうしたらいいのと王妃。

　そんな母を見て、王太子が微笑む。






「さすがはブレアの見初めたお嬢さんなだけあるではありませんか。母上そう嘆かないで。しっかりしていらっしゃるのです、よいことではありませんか」

「だけど……私のお嫁さん（？）はいつになったら私のところに来てくれるの？　タガートたちは彼女が苦労して働かざるを得なかったのは、私たち王家に責任があるから無理強いは絶対にダメだと譲らないし……」

「…………」






　ため息まじりの母の言葉に、たえず朗らかだった王太子の顔が、一瞬憂いを見せた。

　トワイン家の亡き家長が、彼らの派閥の切り崩しを狙ったビクトリアに陥れられたことは彼も知っている。

　しかし、当時は側室妃の、影に隠れ背後から突いてくるような攻撃は、当然王太子自身にも及んでいて。彼もあの頃は、王室内の覇権争いの渦中で日々薄氷を踏む思いで過ごしていた。──その裏で、犠牲になった者に救済の手が行き渡らなかったことには彼も責任を感じている。

　王太子は母の手を取ると、少し悲しげに微笑んだ。






「……母上、ひとまずはエリノア嬢のために何ができるか考えませんか？」






　なだめる王太子に、王妃は頷く。






「そうね……とりあえず王都の孤児院に個人的に寄付をして視察にも行こうかしら……もしかしたらエリノア嬢のような子どもたちが他にもいるかもしれないから……あぁぁ、でもどうしてこんな時に聖剣はなくなってしまったの!?　おかげでことが少しも思うように進まないったら……もういっそ……私が直接エリノア嬢に直談判しに──」






　と、言う母を、王太子は笑顔でバッサリと切る。






「ふふふ、ダメです母上。それは多分ブレアが一番嫌がることです」

「……そうよね……」






　王妃はガックリと肩を落とす。彼女が裏でいろいろと動いているのを知ったブレアから、もうとうに彼女は『余計なことをしないように』と散々釘を刺されている。昨日のその会議も王太子が知らなかったくらいだ。ブレアにバレないようにこっそり開催されていたに違いない。

　王太子は苦笑しながら母の背をさすった。






「元気を出してください母上。今はブレアも私も忙しいですが、聖剣が見つかればきっとこの話も動きますよ」

「そうね……でもブレアの将来を思うと胃が痛いのです……もうこんな機会はないかもと思うと気が急いて……」






　身体を折って訴える王妃に、王太子は笑いながらそうそうと言った。






「そういえば。昨日ブレアがエリノア嬢を招いて茶会を開いたそうですよ」

「っ！」






　途端──うなだれて目の前のテーブルに手をついていた王妃の動きがピタリと止まる。






「………………ブレアが……？」






　王妃はゆっくりとこわばった顔をあげて。王太子はええと頷いた。






「一昨日からブレアがいやに仕事を前倒し前倒しで詰めこんでいるなとは思っていたんです。どうやら……それも茶会のためだったようですね」

「まあ……っ」






　王太子の言葉を聞いた王妃の顔色がだんだん明るくなっていく。それで!?　と、先を急かすように身を乗り出してくる母に、王太子はハリエットから聞いた話を聞かせてやった。

　途中出て来たビクトリアの名に王妃は悲壮な顔をしたが……その側室妃をエリノアが追い払ったらしいという話をすると、彼女は勢いよく立ち上がって。ゴージャスなドレスの袖から伸びる両手を高らかに掲げ、拳を握って歓喜した。






「……っ！　こんなに感動したのは……久しぶりだわ……！　す、素敵、さすが私のお嫁さん……」






　そんな母を冷静に見上げながら、王太子はニコニコ続ける。






「多事多忙のなか、ブレアがわざわざ時間を作って女性と会ったなんてこと初めてでしょう？　だから私もあの子も不器用なりにエリノア嬢と仲を深めようとしているのだなと思って、なんだかいじらしくて」

「あの子が……女性と茶会……」






　王妃が今度は感極まったように目元を手で押さえている。

　茶を一緒に飲んだだけで何を大袈裟な……と思われるかもしれないが。これまで彼女が浮いた噂のない息子のために開いた茶会という名の見合いの席は数知れず。そのたびに、ブレアの関心のなさそうな、居心地の悪そうな顔を見続けて来ていた王妃は……よほどほっとしたらしかった。

　ね？　と王太子は母を安心させるような微笑みを浮かべる。






「ブレアも頑張っていますから、大丈夫ですよ母上」

「そうね！　そうなのね！」






　王太子に励まされた王妃は嬉しそうに息子の手を握りしめた。






　──そしてその後。

　いたく感激した王妃はとりあえず、自分も何かがしたくてたまらなくなったらしい。宣言通り、すぐさま孤児院に寄付をするよう指示しに走り、視察のスケジュールを立てに行ったとか。






　──さらにその後。何故か街で見知らぬ町人に声をかけられ感謝されることが増えたエリノアは、そのわけが分からずひどく不思議そうにしていたという。

















13　恐怖の恋バナ












「……エリノアぁ……」






　彼女の義理の姉は、彼女に散々ブレアとの話を強要するように聞き出しておきながら、いざエリノアが話し終えると、信じられないという顔つきでエリノアを見た。その横目とひそめられた眉を見て、真っ赤でうつむいていたエリノアもさすがに不満そうである。






「ル、ルーシー姉さん……？」






　一生懸命話したのになんだその反応はとエリノア。死ぬほど恥ずかしかったのに義理の姉のガラの悪い顔はどうしたことか。






「恋バナって……もう少しキャッキャッうふふなイメージなんですけど……そのお顔は、ど、どういう趣向なんですか……？　私何か間違ってました……？」






　これが初恋で正しい恋バナが分からないエリノアは戸惑った。職務の休憩中、同僚たちはしょっちゅう楽しげに恋の話をしているのだが。いやもしかして自分が何か怪しまれるようなことでも言ってしまったのかとハラハラする。勇者、魔王、魔物に聖剣……後ろ暗いところはものすごくたくさんあった。

　ついつい身構えながらルーシーを窺っていると……可憐なドレスを着た赤毛の娘はジロリと彼女を睨みながら言った。






「それ──……もう両想いなんじゃない？」

「はっ!?」






　途端──しかめっ面で投下された言葉の威力に、エリノアが持っていたティーカップを吹っ飛ばす。おまけに座っていた寝台からはずり落ちて、お尻を床でしたたか打ち付けた。

　空を舞ったカップは部屋の端でガシャンと砕けるように割れて、エリノアは腰を押さえて床の上でうずくまっている。

　それをカケラも動じず見ていたルーシーが言う。






「……見事に飛んだわねぇ……」

「ぁいたたた……恐れ多すぎてびっくりしたんです！　こ、こら！　ルーシー姉さん！　なんて恐れ知らずな……」






　寝台に手をつき、よろよろと立ち上がろうとするエリノアは、赤い顔で憤慨している。よほど驚いたのか、足がブルブル震えていた。






「うーん……だって。ブレア様が個人的に招いて下さったんでしょう？　それに出て行こうとしたら〝行くな〟って引き留められたと……」

「ぅ……っ」






　ルーシーに真顔で先日の茶会での出来事を念押しされたエリノアが、赤面したまま声なき声で呻いている。額からはおびただしい汗。どうやらその時のことを思い出して悶絶している。恥ずかしすぎて死にそうという顔の義理の妹に、ルーシーは容赦しない。






「〝綺麗〟ってあの無口な方があんたに言ったって……悪いけど……正直あのお方が婦女子に向かってそんな言葉を言っているところなんか微塵も想像できない。想像できなさすぎてキャッキャッできなかったわよ……相手が良く磨かれた剣の刀身とかっていうことなら想像できるんだけどねぇ……」






　いい？　とルーシー。






「エリノア。あなたそれがどれだけ希少な出来事か分かったほうがいいわよ」

「き、希少だったら、りょ、りょ、りょ……ぅぐっ」

「息吸いなさい！　両想いかって？　まあ、ひとまず特別親しく思われていることだけは確かなんじゃないの？」

「そ……そんなこと……あるわけ……あったら……し、幸せすぎる……けど……ああっ」






　言いながら恥ずかしくなったのか、頭を抱えて床にうずくまるエリノアを見ながら、ルーシーは思った。

　そもそも同盟国の王女ハリエットが力を貸してくれている時点でおかしい。彼女が動いているということは、王太子がそれを知らないはずがない。これは自分たちの知らないところで大きな力が働いている……。（←王妃）






「……というか、思い切り御膳立てされている感がすごいわ」






　うーんと考えるそぶりを見せるルーシー。まあ、彼女は以前からブレアはきっとエリノアが好きなんだろうとは思っていた。

　ここは加担しておくべきか。エリノアが王子を好きなら願ってもない話であるし、タガート家としてもありがたい。王家に養女が嫁ぐのならば、父の地位もこれまで以上に安泰だ。──いや、タガートが今以上に『ブレア様ブレア様』と言いそうでややカチンとくるというのはパパっ子ルーシーの正直な気持ちだが。まあ、それは置いておくとして。父の立場が安定するのは単純にありがたい。だがしかし。






「…………」






　ルーシーは考える。

　もし〝彼〟がこれを知ったらなんと言うだろうか。






（………………ブラッドリーがめんどい……）






　ルーシーは件の少年の顔を思い出して悪人面でチッと舌打ちを鳴らす。

　彼の反対は目に見えるようだった。昔はもっと可愛かったのに、最近のブラッドリーはなんだかとても生意気だ（主にルーシーに）。

　ただでさえ身分のことで多方面から茶々が入りそうなところにきて、弟が反対しているとなれば、この弟大好き娘が思い悩むのは火を見るよりも明らかである。

　ルーシーは苦々しい顔をした。






「まったく……エリノア！　あんたどうしてブラッドリーをあんなにシスコンに育てたの！」

「へぇっ!?」






　唐突な叱責に、床の上のエリノアがビクッと身を震わせる。






「な、なんでそんなところに話が飛ぶんです……？」






　振り返って見上げると、ルーシーは寝台に足を組んで座ったまま、禍々しい顔でエリノアを見下ろしている。その顔は怒った時のブラッドリーにも匹敵するかという恐ろしさである。あまりの威圧感にエリノアが怯む。






「ル、ルーシー姉さん人相！」

「……私には分かるのよ……あいつは──物凄く腹黒い」






　どキッパリ言い切るルーシーにエリノアが憤慨する。






「そ、そんなことありません！　ブ、ブラッドリーはてんし……」と、言いかけたエリノアの頬をルーシーが両手でガシッと鷲掴む。






「!?」






　……ここでフリルのドレスを着た令嬢は、今日一ガラの悪い顔を見せる。

　はぁ～？　と片眉上げた令嬢は、誰が天使だって？　と悪魔のような表情でエリノアに顔を近づける。






「あんたはどうしてそう盲目で甘いの……？　そういうのんきなことだからつけこまれるの！　あいつの言いなりになってはダメよエリノア！　絶対ブラッドリーはあんたの恋人とか結婚相手とかにも文句つけまくるに決まってるんだから！」

「!?　っ!?」






　目を白黒させるエリノアに、ルーシーはなおも圧をかける。






「ちゃんと自分で考えなさい！　いろいろ口出しされた挙句ホイホイ弟の言いなりになって初恋諦めますとか言い出したらはっ倒すわよ!?　他人任せの恋愛ほど後悔の付きまとうものはないんだから！　いいわね!?」

「は、はいっ……すみま……すみません……」






　もはや胸ぐらつかまれて根性を入れ替えさせられている様相のエリノアは……思った。






　──これが……。

　これが恋バナなのか。なかなかに……ハードだわ……。






　いや、こんな脅しと恐怖のまとわりつく恋バナはルーシーとエリノアならではだと思うが。のちにエリノアがそう感じた旨をルーシーに伝えると……令嬢はけろりとして言い切った。






「当たり前よ、恋愛は戦いだもの。私だってジヴ様との恋に命がけなのよ！」






　エリノアはその高らかな宣言に畏怖を覚えるのだった。

















14　毛だまの失踪












　ルーシーは家の掃除を手伝うと言ってくれた。が──……不本意にも、今ここエリノアの自宅は魔物の巣窟も同然である。

　家の惨状を考えるとテキパキしたルーシーがいてくれればとても助かるが、あのコントロールの効かないピンボール子猫たちがいずれここに戻ってくるだろうことを考えると──とてもルーシーに手伝ってくれとは言えないエリノアであった……。






　そうしてエリノアがルーシーの申し出を丁重に辞退すると、彼女は気にした様子もなく、「そう？」「じゃあ私もジヴ様のお顔を見に行こうっと♪」と、足取り軽やかに去っていった。幸せそうで何より。そんな義理の姉をエリノアは手を振り振り見送って。そして玄関の扉を閉めようとした時──その隙間から、サッとすべりこんで来るものがあった。






「ん？」

「姉上ぇぇ」

「え……グレン？」






　足に何かが当たった気がして。目線を落とそうとしたエリノアの腕にピョンッと飛びこんで来たのはグレンだった。エリノアが何事だと目を瞬く。






「もう嫌だ！　お願いします姉上！　妹たちを退治してください！」

「…………あんたねぇ……」






　ワッと泣きはじめた黒猫にエリノアは呆れたような顔をする。






「それ、私が絶対しないって分かっていて言ってるでしょ……」






　エリノアは、自分の腕と身体の隙間に頭を埋めるようにして嘆いているグレンの後頭部を見下ろす。出かけて行った時よりもさらにボサボサになった頭が、外で何があったのかを物語っていた。






「あいつら完全に私をおもちゃ扱いしてます！　母上は私がちょっと妹たちを突き飛ばすと烈火の如く怒るくせに、私が妹たちにかじられていても知らん顔するんです！　あらー仲がいいわねぇとか言って……不公平です！」

「あー……まあ、兄と妹じゃ力の差もあるしねぇ……よしよし大変だったね」






　憤慨するグレンにエリノアは、「兄なんだから我慢したら？」とは言わなかった。察するに、グレンは既に十分妹たちに我慢している。エリノアが見ていた限りでは、グレンは昨日から妹たちにゴッスゴスにやられていたが……一度もちびっ子たちに手をあげていない。

「まったくです！」と、キィキィ叫ぶ黒猫の後頭部には……三ヶ所毛をむしられたようなあとが残されている。妹たちにやられたのだろうなと思いながら、エリノアはグレンの背中をゆっくりと撫でた。グレンはグレンで苦労しているらしい。






「それで……コーネリアさんとマリーちゃんたちはどうしたの？」






　一緒だったのではと問うと、グレンは、三匹は母がカゴに入れて連れて出かけたと言う。






「え……カゴ？　それって大丈夫なの……？」






　エリノアの脳裏には、婦人がカゴに子猫たちを放りこみ、ウキウキ町を闊歩している様子が思い浮かぶ。なんとなく不吉な予感がして。更に行き先を問うと、グレンは顔を埋めたまま投げやりに、さぁ!?　と言った。






「ここで暮らすためのルールを教えこまなければと言っていましたから、一緒に町に人間見物にでも行ったんでしょ！」

「人間見物……」






　その言葉にはやや微妙な思いがするが、まあいいかとエリノア。そちらはコーネリアグレースに任せておけば大丈夫だろう。とにかく今は、散らかった家の中を整頓しなおさなければ。そう思ったエリノアは、黒猫をなだめながら荒れた居間へと戻って行った。






　のだが……。

　それから一時間も経たぬという頃。家も半分くらいは片付いて、エリノアが見事に裂けたカーテンを繕っていた時のことだ。

　膝の上にはすっかりいじけてしまったグレンが不貞寝をしている。テオティルはテーブルの反対側に座ってエリノアが動かす針を興味深そうに眺めていた。

　そこへ──不意にギィィィ……と、どこかホラーな音が鳴り響く。

　蝶番の軋む音にエリノアがぎくりと顔を上げると……戸口に誰かがノスッと佇んでいる。






「……やられましたわ……」

「へ……？」






　戸口を塞ぐようにして立っていたのはコーネリアグレースだった。

　女豹婦人は沈痛の面持ちでため息をこぼしている。






「コーネリアさん？　どうかされたんですか？」






　普段とどこか違う彼女の様子を不思議に思ったエリノアは、繕い物をテーブルに置き、膝の上のグレンを腕に抱き直して彼女の傍へ行く。

　すると、婦人は無言で腕に通していたカゴをエリノアに差し出した。






「え……？」






　カゴの中には黒いもこもこが三つ。






「マリーちゃんたちが……どうかしたんですか……？」






　言いながらカゴを覗きこむが、子猫たちはピクリとも動かない。






「？」






　寝ているのだろうかと不思議に思って見ていると、無言のコーネリアグレースがそのうちの一つに手を伸ばし──唐突に──ムンズっと力一杯鷲掴みにする。






「え!?」






　その躊躇ない握り方にエリノアが思わず叫ぶ。力のこめ方が子供に触れるのに相応しくなかった。

　まるで握り潰さんとするような母の手にエリノアは驚いて──。

　が──。






「……あ、あれ？　これって……」






　気がついて、エリノアは目をまるくした。

　マリーたちかと思っていた黒いモコモコの毛玉ボールは……婦人の手の中であっけなくクシャッと潰れてしまった。どうやら、ただの毛玉の塊だったようだ。

　エリノアは、ホッとして。しかし、ん？　と不思議そうに頭を傾ける。






「え？　マリーちゃんとマールちゃんとマダリンちゃんは……？」






　その問いにコーネリアグレースが厳しい顔で答える。






「いません。これはあの子たちが作った偽物です」

「へ？」






　ぽかんとエリノアが見上げると、コーネリアグレースがギリギリと奥歯を噛んでいる。






「いつの間にかすり替わっていました……あの子たちったら……！」

「え……？　え？　ど、どういうことですか……？」






　恐怖の鬼顔で怒っているコーネリアグレースに恐る恐る問うと、腕の中のグレンが、あははと空虚な響きで笑った。






「あーあ、あいつら脱走したんですか？」

「だ、脱走!?　あ、迷子!?」






　グレンの言葉にエリノアがギョッとする。その横で、コーネリアグレースはコメカミに浮き出た血管を押さえながらため息をこぼす。






「はー……ちょっと離れているうちにこんな悪知恵までつけて……」






　彼女の話では、この黒い毛玉はマリーたちの体毛と魔力の塊でできていて、彼女もここに帰ってくるまで気がつかなかったと言う。






「なんだか途中から妙に大人しいとは思っていたのですが……」

「や、は、早く見つけに行かないと……あの子たちが怪我でもしたら……！」






　しかし、青くなるエリノアをグレンが笑う。






「大丈夫ですよ姉上、あのチビたちも一応魔物ですからそうそう怪我なんてしません。ま、町民に何か被害が出るかもしれませんがね。放っておけばそのうち帰ってきますよ」

「グレン！　このお馬鹿！　あの子たちだって魔障くらいばらまけるのよ！　人間に被害が出たらブラッドリー様の平穏な暮らしが脅かされるでしょう！　ああ、申し訳ありませんが……エリノア様、探すのを手伝っていただけますか？　多分そう遠くまでは行っていないと思うのですが……」

「も、もちろんです！」






　魔障と聞いて、以前グレンが騎士オリバーにつけた魔障を思い出したエリノアは真っ青な顔をして婦人の頼みに頷く。そして嫌がるグレンを腕から床に下ろし、娘はあっという間に家を飛び出して行った。

　そのあとを、コーネリアグレースが追いかけて行く。が、婦人は「エリノア様？」と、キョトンとしている聖剣テオティルに留守番をするように念を押すのを忘れなかった。






「お留守番……」






　残されたテオティルは、寂しそうな顔でエリノアが出て行った扉を見ていたが……不意に、その目が同じく居間に残っていたグレンを所在なさげに見る。と、黒猫は聖剣と目が合った瞬間背中の毛をビビッと逆立たせて。嫌そうな顔で舌打ちを鳴らす。

　妹たちはものすごく面倒だが、この聖剣と二人で家に残されるのはもっと嫌だった。






「ぅー……っ、もう！　これだからあいつらと一緒にいるのは嫌なんだよバカっ！」






　せっかく姉上の膝でくつろいでたのにぃ！　と、プンスカ文句を言いながら……。

　兄猫はエリノアたちを追って駆けて行った。

















15　マダリンの猫パンチ












「……ん……？」






　ある庭で、大きな植木鉢を動かそうとしていたリードは、はたと手を止めた。

　緑深い庭。木壁の前にずらりと並んだ大小様々な植木鉢の隙間の暗がりに──何やら黒いボロキレのようなものが詰まっている。






「？　なんだこれ……」






　不思議に思い拾い上げると、思いの外ふわふわしている。大きさは両手のひらに乗るくらい。そのぐんにゃりしたものを手に乗せてみて、あれ？　と、リード。






「……生き物？」






　そう言った瞬間、真っ黒い毛の中にパチッと青い目玉が二つ開く。






「お……」






　ひたりとした青い瞳にじっと見つめられたリードは目を瞬く。






「……子猫？」






　その子猫は、まんまるで、真っ黒で。どこを駆けずり回ってきたのかホコリだらけだった。

　毛に絡みついたクモの巣を払いのけてやりながらリードは声をかける。






「お前どうしてこんなところに詰まってたんだ？　……上から落ちてきたのか……？」






　青年は植木の後ろの木の塀を見上げ、不思議そうに首を傾ける。

　この庭は、モンターク商店からほど近い常連客宅の中庭だった。

　普段から客が高齢者の場合は、ついでに何かしら手伝いをして帰るのが彼の習慣で。この日も重くて動かせない植木鉢を移動させてくれないかと頼まれた。それを二つ返事で引き受けたリードは、まずはホウキで植木鉢のまわりを掃いてから、客の要望通りに植木鉢を動かそうとして──その後ろに、みっちり詰まった黒い物体に気がついた。

　青年は拾い上げた子猫の身体をぐるりと見回す。






「怪我はないみたいだな。しっかしお前……こんなになるなんて、余程狭いところを冒険して来たんだなぁ」






　気のいい青年は、子猫についたホコリを落としつつそう笑う。

　黒い子猫はそんな彼を、恐れのないクリっとした瞳でじっと見上げていた。

　……と、傍の家屋の扉が開いた。そこから老婦人が庭に出てくる。腕には小型犬を抱いていた。






「リードちゃん、まあまあ掃除まで。ちょっと休憩してお茶にしない？」

「ありがとうローズさん。あの、なんか植木鉢の裏に子猫が挟まってたんですけど……ローズさんちの子？」

「子猫？」






　リードが子猫を持ち上げながら問うと、老婦人より先に腕の中の犬がワンワンと吠えはじめる。途端、手の中の子猫の瞳が好戦的に光り、それを見たリードは慌てて子猫を腕の中に隠すように抱く。






「おっと……喧嘩はしないでくれよ……」

「あらあらごめんなさいねリードちゃん。でもその子はうちの子じゃないわ。ご近所でも見たことがないわねぇ」






　老婦人は腕の中の飼い犬をなだめながら、どこから来たのかしらねと首を傾げている。それを聞いたリードは、そうですかと子猫を見た。子猫は吠え続ける犬をひと睨みしてから、ツンと顔を背けている。とても勝気そうな子猫だった。






「うーん……じゃあローズさん悪いんだけど、お茶はまた今度でもいいかな？　俺、ご近所まわって飼い主か母猫がいないか探してみるよ」

「あら、悪いわねぇ」






　老婦人は、自分の庭で見つかった子猫を居合わせただけのリードに託すのは申し訳なさそうだったが、青年は構わないと明るく首を振る。彼は配達し終わって空いた木箱に子猫をそっと入れると、指先でその耳元をふわふわと撫でた。






「よし、じゃあお前のお母さんを探しに行こうか」












　──その頃のとある空き地。

　エリノアは──ふー……と、諦めの滲む長いため息を漏らしていた。

　下に見える足場は細い。……ああ、またか……スカートで飛び出して来るんじゃなかったなぁと娘は後悔している。まあ、今はその中身が見えようが見えまいがそれどころではないのだが。……エリノアは青い顔で叫んだ。






「マダリンちゃんっ！　お願いだからそれ以上、上に行かないで！」

「いや」






　必死の懇願は、間髪入れず却下される。取り付く島もない子猫の様子にエリノアがショックを受けている。






　──ここは、いくつかの民家の塀に囲まれた小さな空き地。そこにポツンと生えた木に──エリノアは青い顔でしがみついていた。

　太い幹に抱きつく手や頬にはいくつかの擦り傷。全身はこの晴天の日に何故かびしょ濡れだった。

　そして……彼女の視線の先には、まっくろな子猫が一匹。背を山状にいからせて唸っている。






　それは数分前のことだった……。

　いなくなった子猫たちを探しに出たエリノアは、運よく広場の噴水のフチの上に、町民たちが街ゆくさまをぽやっと眺めているマダリンを発見した。

　大人しくちょこんと腰を下ろす子猫の姿に彼女はホッとして……。が。

　不意に、歩いて来た紳士がマダリンに気がついて。おや可愛いなぁというふうにマダリンに手を伸ばした。

　その瞬間、マダリンの目がサッと殺気を帯びる。それを見たエリノアは驚いて。

　何せただの猫ならまだしも、彼女はあのコーネリアグレースの娘でグレンの妹なのだ。その、家系から言っても少しも侮れなさそうな魔物の子が。昨夜自分たちの家をめちゃめちゃにした子猫かいじゅうが、何も知らない町民に向かって牙をのぞかせたことに血の気が引いたエリノアは──。






　猛ダッシュでマダリンに突っこみ、結果、マダリンにはひらりと避けられ……その挙句、噴水に頭から突っこんでしまうという間抜けなコントを演じてしまう……。

　傍にいた紳士にはものすごく迷惑そうな顔をされ……他の通行人たちにもおかしなものを見る目で見られた。

　が……エリノアは、世間様の冷たい視線にも、身体を滴って行く水の冷たさにも負けず、不屈にも、再び逃走していったマダリンを追いかけた。

　そして──魔物の子マダリンが勇者エリノアの追求を嫌い、逃げこんだのが、この高い木の上だったというわけだった。









「あああ……マダリンちゃん下りて来て……っ！」






　エリノアは木の高さに震えながら、弱り切った声を出す。

　はじめは木の下から、下りてくるように説得を試みていたのだが……そのうち何故かマダリンがミーミー泣き出してしまった。

　怪我でもしたのかとエリノアは慌てたが──聞けば登ったはいいものの今度は怖くて下りられないと言う。

　その答えにはエリノアも、え……？　猫なのに……？　……と、ものすごく微妙そうだった。しかしまあ……相手は魔物とはいえちびっ子である。仕方がないと思い直したエリノアは、結局今回も木に登ることにしたのだった。

　そういえば昨日も子猫たちはカーテンに登っておきながら下りられないと泣いていた。もしかしたら登るのは得意でも下りるのは苦手なのかもしれない。






　しかし──ここで、予想外の出来事が起こる。

　ありもしない運動神経を必死で駆使し、木をよじ登り子猫の救出に向かったエリノア。

　けれどもマダリンは、彼女が近づくと何故か余計に上へ行ってしまうのだ。

　それには愕然とするエリノア。






「ど、どうして!?　マダリンちゃん、下りられないんじゃなかったの!?」

「きやすくよぶな」

「そんな先っぽに行ったら危ないから！」

「くるな！　こっちくるなっ」






　マダリンは毛を逆立たせてエリノアを威嚇している。

　抵抗の理由は、彼女に向かって伸ばされるエリノアの手の女神の印だ。下りられないのも怖いが、エリノアの手も嫌だということで……マダリンはマダリンで追い詰められている。

　エリノアも、手を伸ばすと壮絶に嫌そうな顔で猫パンチをされるもので……なんとなく、マダリンが自分を嫌がっているのは分かった。が、しかし、下りられないと泣く子をここへ残したまま自分が下に下りていいのかと悩む。






「マ、マダリンちゃん……どうしたらいいの……」






　ちなみに。エリノアの後を追って来たコーネリアグレースとは途中で二手に分かれた。捜索対象が三匹もいるゆえの対処だが、まさかこんなに抵抗されるとは思わなかった。






「マ──マダリンちゃん？」






　エリノアはひとまず興奮した様子のマダリンを落ち着かせようと、できるだけ優しい声で語りかけた。頬に血が滴っているし、顔色も真っ青でうっすら笑うさまはややホラーではあるが。






「マ、マダリンちゃんは、な、何が好きなのかな？　お魚かな？　お、お肉かな……？　こっちに来てくれたらあとでいっぱい買ってあげるよ？　えっと、私につかまれるのが嫌なら背中にでも張り付いてくれるとかってどうかな……？　こう、爪で……だめ？」






　そうすればなんとか背負って下りられるのでは……と提案するが……マダリンは容赦ない。






「きもいっ」

「そ、そんなこと言わないで……ね？　こっちにおいで？　コーネリアさんも心配してるよ？」






　と、母の名を聞いたことが逆効果だったのか、マダリンは、びゃっと声を上げて泣く。






「ゆうしゃが、あたしをかどわかそうとしてる！　たすけてかーさま！」

「お、落ち着いて……なんにもしないから……」






　シャーッと威嚇しながら泣き叫ぶ子猫に、エリノアはどうしたらいいのか分からなくなった。

　細い枝の上をジリジリ後退って行くマダリンの後ろには、もう幾らも枝先がない。

　──その時、マダリンの黒いおしりの下の枝が、小さくポキッっと鳴った。






「え……」






　エリノアの肩がギクリと揺れる。

　子猫の重みでやや下にたわんでいた枝が、途中で折れ曲がり、ゆっくり下へさがって行くのを見て──エリノアの顔から血の気が引いた。






「マダリンちゃん！」

















16　魔物の呆れ












　つぶらな青い両目はまんまるに見開かれていた。

　枝に乗ったまま小さな身体がゆっくり傾いていくさまを見たエリノアは、芯から肝が冷えた気がした。相手が猫だとか、魔物だとかそういう考えは一切浮かばなかった。

　ただ、引力に引かれ、ぽかんとした顔で地面に落ちていくマダリンに──エリノアは手を伸ばさずにはいられなかった。

　──気がつくとエリノアの足は木を蹴っていた。






　後から思い出すと無謀にもほどがあるが──空中で自分の手のなかに収まった、黒い子猫にエリノアはホッとして。まあ、木の高さはそれほど高くない。この高さなら死ぬこともあるまいと。自分はドジとは一生縁が切れないのだなぁと思いつつ、マダリンを胸に抱きこんで──。






　──が。






「ちょっと！」






　鋭く抗議するような声が高く上がった。

　と同時に、胸の前にマダリンを抱きしめていたエリノアは、首の後ろを思い切り引かれ──。

　喉からカエルのような声が出た。






「ぐえっ」






　落下寸前。地面すれすれという時だ。しかし地面が見えたのも一瞬のこと。すぐに振り回されるように引っ張り上げられて。踊る視界に目が回る。






「ひっ!?　う、うぇ……」






　気がつくと──空と重なる誰かの顔を見上げていた。

　まっすぐ伸びる黒髪、吊り上がった目には青い瞳。やや華奢な……。






（…………子供……？）






　見覚えはあった。が、エリノアは瞬きながら、あれ？　誰だったっけ……？　と心の中で首を傾げる。

　少年は、不機嫌そうな目でエリノアを睨んでいた。






「お人好しも大概にしてくださいよ！　まったく……うちの妹なんて、ピィピィ泣いてても、こんな高さから落ちたくらいじゃ怪我一つしないんですから！」






　憤慨する声にも覚えがあった。エリノアは目をパチパチさせた。






「え……グレン……？」






　思い出した。その少年は、以前王宮舞踏会でグレンが変化して見せたあの姿と同じ。

　エリノアがぽかんと見上げると、グレンはじっとりした目でエリノアを刺す。






「ちょっとぉ……どこかぶつけて脳細胞死滅したんですか？　しっかりしてくださいよ、お人好し馬鹿で怪我されたらこっちが困るんですよ……ああやっぱり姉上は面倒だなぁ……」






　イライラした口調で吐き捨てられたエリノアは、ムッと口を尖らせて。「……別にあんたに責任取らせるつもりはないわよ」とぶつぶつ言った。……助けてもらった手前大きな声では言わなかったが。

　グレンもそんなつぶやきは無視し、細い身体で軽々とエリノアを横抱きに抱いたまま、ビシビシ文句を言い続ける。と、そんなグレンの顔に、ビシッと何かが張りついた。──エリノアが抱えていたマダリンだ。






「にーさま！」

「……、……、……マダリン……こんのぉ……っ、どうしようもない跳ね返りめ！」






　グレンは離れろ！　と、妹を引っ張るが、やだ！　と、叫ぶマダリンはグレンの顔にビッタリくっついて離れようとしない。張りついた毛玉にグレンは怒っているが、彼に思い切り引っ張られても取れないマダリンの力は子猫と侮るにはいささか強すぎる。激しい攻防を目にしたエリノアは一瞬唖然と二人を見ていたが……。

　見ているうちにホッとして──我ながらグレンを見てホッとする日が来ようとは……──と、どこかで呆れを感じながら──エリノアはやれやれと苦笑するように笑った。ひとまず子猫のマダリンが無事で安堵していた。






「助けてくれてありがとうグレン、おかげでマダリンちゃんに怪我させなくてすんだわ」

「……はぁ？」






　礼を言ってくるエリノアに、グレンが眉間にしわを寄せる。

　そもそもマダリンはグレンの妹である。それを助けようとして落下しそうになったほうが何故礼を言うのだろう。グレンは心底気味が悪そうだった。

　そんなグレンの可愛くない反応には慣れっこのエリノアは、彼の顔は無視し「あとは、」とため息をつく。






「マリーちゃんとマールちゃんね……」






　一匹だけでこの騒ぎとは。どうにもこうにも疲れるが……自宅に住むことを許可した（半ば強制的だった気もするが）身として責任を感じてしまうエリノア。性根の底からお人好しなこの娘は、子猫たちが人間の世界で迷子になったら本気で可哀想だと思っている。

　……この人、マダリンたちの見た目の愛らしさに綺麗さっぱり騙されているなと盛大に呆れつつ、グレンが答える。






「マールは今、母が追跡中です」






　多分その辺の屋根の上でおっかけっこでもしてるのではと言うグレン。……の、言葉が怖いエリノア。……町の人々は、屋根の上を俊敏に駆けていく婦人を目撃した時……いったいどう思うのだろうか……。想像するだけで胃がキリキリ痛んだ。






「……じゃ、じゃあ、とりあえず私たちはマリーちゃんを探しましょう──て、ちょ……ちょっと待って、ここ屋根の上じゃない!?」






　改めて周囲を見渡したエリノアは青ざめて叫ぶ。

　いつの間にか、彼女は空き地の隣に立つ民家の上に移動させられていた。

　エリノアを間一髪拾い上げたグレンがそのまま屋根の上まで跳んでいたらしい。見事な脚力だが、どうやって下りたら……と呆然とするエリノアの耳に、グレンが息を吹きかける。






「もちろん私が可愛くお姫様抱っこで下ろして差し上げますよ」

「やめろ」






　苦虫を噛み潰したような顔で耳を押さえ、抗議するエリノア。マダリンは兄の流し目を冷淡な目で刺している。






「にーさま、うざい、まおうさまにいいつけるぞ」

「うるっさいな！　これだから三十にもならない赤ん坊は……」

（「え……」と目を瞠って愕然とマダリンを見るエリノア・トワイン十九歳）






「だいたいお前、マリーの気配なら追えるだろ!?」






　と、グレンが迫ると、マダリンは「しまいはうらない」と、そっぽを向いてグレンをキレさせる。

　エリノアはそれを微妙そうな顔で見ていた。






「……さんじゅ……い、いや、それどころじゃないわね……早くマリーちゃんを探しにいきましょう」












　──そうして賑やかな一行が残りの子猫を探しに立ち去っていくと……空き地も、民家の屋根の上も、元どおりシンと静かになった。






　そこへ──。

　ふらりと誰かが現れた。

　無言で空き地に入ってきた彼は、ゆっくりと空を──いや──たった今、エリノアたちが立ち去って行った屋根の上を見上げた。

　かすれる声がつぶやく。






「…………今のは……、なんだったんだ……？」






　こわばった顔に並ぶのは、動揺したように揺れ動く──空色の瞳。






　──リードだった。

















17　リードと黒猫　①












　リードは──空からの木箱を見つめたまま呆然と立ち尽くしていた。

　空き地には、もう彼以外には何者の姿もない。辺りには穏やかな日常通りの光景が広がっている。見上げると、空は清々しく青い。






　──それらを見ていると……今、自分が目撃したものが、何かの見間違いだったのではという錯覚に陥るが……。

　リードは、いや……と、己の左の頬骨のあたりに触れた。

　そこにはつい今しがた鋭いものを突きつけられた感触がしっかりと残っている。改めてそれを確認すると、心臓の音は耳まで届くようにうるさくなった。






　それを目撃する直前。彼はこの辺りを回り、預かった子猫の居場所を探し歩いていた。

　母猫か、飼い主か……それも見つけられなければ、とりあえず自分の家で預かって、この小さな猫に新しい家族を探してやらなければならない。

　普段から面倒見も良く動物好きなリードのところには、近所の子供たちがたびたび野良猫や野良犬を連れて来た。幸い店に来る客は多い。そんな中からいい引き取り手を探すことにも慣れっこだった。

　リードは、腕に抱えた箱の中から自分を見上げてくる子猫に微笑みかけた。






「大丈夫だからな」






　頭を撫でると、子猫は鬱陶しそうに目を細める。しかし逃げはしない。

　少し変わった猫だなとリードは笑う。鳴きもせず、怯えもせず、威嚇もしてこない。

　つんと静かにすました様子は大人の猫のようだが、身体は小さい。






（……あれ？）






　リードはふと、子猫がエリノアの家のグレンにとても似ているような気がした。が、しかしすぐに思い直す。






（ああ……でも違うか、グレンはオス……だったよな……？）






　しかし正直曖昧だ。グレンはすばしっこくて、リードには全然懐いてくれない。

　そういえば性別についてはエリノアにもブラッドリーにも尋ねたことがなかった。てっきりオスだと思いこんでいたが、もしかしたら……とリードは、グレン本人が聞いたらものすごく心外だと怒りだしそうなことを考えた。

　リードは道の途中で立ち止まり、つぶやく。






「…………エリノアの家にも、行ってみるか……」






　そう考えた途端、心がソワソワと落ち着かなくなった。

　色々思うところはあるし、気恥ずかしさもあるが……やはりエリノアの顔が見られるのは嬉しかった。

　俺って単純だよなぁと小さくため息をこぼしながら……リードは道なりに進んでいった。ここからエリノアの家やリードの自宅がある区画は近い。空き地の横を通り過ぎ、大通りへ出ようとして──。

　リードはふと、目の端に捉えたものに──ぽかんと瞳を瞬いて立ち止まった。






「……ぇ……エリノア？」






　リードはギョッとした。

　通り過ぎようとした空き地の奥。そこに生えた一本の木の上に、たった今思い浮かべていた幼なじみの姿があった。──木の上に──である。






　驚いた彼は、まず、何故そこに……と、思ったが……同時にああまたかとも思った。

　彼女は自身に運動神経があまり備わっていないことを自覚していないのか……時々ああして無謀なことをやっては、ヒィヒィ言っている。






　──昔、リードが、男の子は虫が結構好きだと教えてやったら……。その日一日行方不明になった。

　挙句──バッタが捕まらなかったと言ってメソメソ泣きながら帰ってきて。

　幼い令嬢がいなくなったとトワイン邸は大騒ぎになっていたが……なんでも、病床に伏せていたブラッドリーに見せてやりたかったとのこと。

　たくさん擦り傷をつけて泥まみれになって。娘があまりに悔しげに悲しそうに泣くもので……当時健在だったエリノアの父も、とてもではないが、娘を強く叱ることができなかったらしい。

　その代わり、リードは己の父に特大の雷を落とされた。……が、彼はエリノアに文句を言う気にはなれなかった。

　それが何故かと言えば、リードはエリノアのそういうところがとても好きだったから。

　時にそれは向こう見ずなこともあるが、ブラッドリーのためとなると、小さな身体から溢れ出てくる彼女のパワーは、得体が知れなくて、そして、すごい。

　向こう見ずでも、無鉄砲でも。弟のために一生懸命になっている少女を、少年リードはとても尊敬していて、現在もその気持ちは変わっていない。

　まあ、ただ……

　どうか怪我だけはしないでほしいとリードは心底思っている。






　それなのに。

　そのやや無鉄砲な娘は、何やら木の幹につかまって、一生懸命枝先に向かって手を伸ばしていた。何をしているのかは分からなかったが、とにかく一旦エリノアを木から降ろそうと。慌てた青年は、抱えていた子猫入りの木箱を素早く地面に置いた。──その、瞬間のことだった。






　リードが箱を下ろし、もう一度エリノアに視線を向けた時。

　彼の視界を、何かが横切って行った。






　黒い──。






（ぇ──……猫？）






　それは、奥にある民家の上から飛び出してきたように見えた。

　駆けてきた黒猫は、身軽な跳躍で地面へ飛び降りると、そのままエリノアのほうへ一直線に駆けて行く。まるで──矢のような速さだった。

　と、リードが一瞬そちらに気を取られた瞬間に、彼の視界の端で、エリノアが何かを追って木の上から跳んだ。






「な……っ!?」






　リードが驚愕してエリノアを見る。いくらなんでもそれは無鉄砲が過ぎるだろう。

　しかし視線の先ではエリノアが、あまりに無謀な姿で地面に落ちて行く。それを見たリードは咄嗟に地を蹴るが──。

　遠すぎた。おそらく自分が走っても間に合わない。……そういう絶望的な感情が一瞬頭によぎって──。






　──が。






「!?」






　その刹那。驚くべきことが起こった。

　それは駆け出したリードの二歩目が地面につくのとほぼ同時のこと。

　何かが──エリノアの身体を空中で受け止めた。






　硬い地面で頭を打ちそうだった娘が……瞬く間に救われた姿を目にしたリードは。思わずその場に立ち止まる。安堵──する余裕はなかった。

　彼女をやすやすと救い上げたのは──……目を引く艶のある黒髪の、しなやかで華奢な……一人の少年だった。






　リードはその姿をぽかんと見つめる。

　彼は重さを感じさせない動作でエリノアを横に抱き、地面へ着地するやいなや、そのまま大きく跳躍して空き地の隣に立っている民家の上へと跳び上がる。

　その人間離れした動きに、リードは息を吞む。






　──いや、違うと青年は思った。






　──〝あれ〟は、人ではなかった。






（今──…………猫が……）






　その瞬間を頭の中で振り返ったリードは、言葉を失くす。

　確かに──今、エリノアを抱えている少年は、直前までは、黒い小さな……獣だったのだ。

















18　リードと黒猫　②












　姿形から、それがエリノアたち姉弟が飼っている猫、グレンだということはすぐに分かった。






（…………グレンが…………人に、化けた……？）






　それは一瞬の出来事で。おそらく彼がエリノアに注視していなければ見逃したことだろう。

　たった一度──瞬きする間に、黒い毛並みが膨れ上がり、あるいは伸びて──。

　あの、しなやかで華奢な少年の姿に変わったのだ。






　リードはぽかんと離れた屋根の上のエリノアたちを見た。

　まずは単純に驚いた。魔法が身近なものでなくなった昨今。町民の彼は、姿を変える生き物に出会ったのは初めてだ。呆然としたまま彼は思う。






（……グレンは……ただの猫じゃなかった、のか……？　魔法……魔法使い……？）






　いや、だったらなんで猫のフリなんかしていたのだと。何故それがエリノアたちの飼い猫として家にいたんだと。不可解すぎて。リードはエリノアに『大丈夫だったのか』と声をかけることもできなかった。

　戸惑うリードの視線の先、屋根の上で、エリノアと少年は言葉を交わしている。会話はほとんど聞き取れない。だが、二人が親しげであることだけは分かった。

　リードは改めて少年を眺めて、やはり信じられないと思った。

　彼が猫から人に変化して見せたのも驚きだが、少年はとても小柄で。空中でエリノアをつかんだ腕も、地を蹴った足も、軽々エリノアを持ち上げた肩も腰も……リードより確実に一回りは細い。……とても人ひとり抱えて民家の屋根まで跳び上がれるような身体つきには思えなかった。






　事態が飲みこめず、言葉もなく遠目に彼女たちを見つめていると……

　ふとリードは、エリノアたちの会話の中に幼い声が混じっていることに気がつく。しかし、屋根の上にそれらしい姿は見当たらない。

　不思議に思った青年が耳を澄ます。と、それは小さな、少女の声のように聞こえた。






「？」






　エリノアたちと彼の立っている場所とは距離が離れていたが、幼い声は高く、よく通り──……。






　……い、まおうさま……






　──その声だけが……うっすらと耳に届いた。






　微かに拾い聞いた言葉に、リードが再びぽかんとした顔をする。






（……ま、おう…………魔王、様？）






　それは、とてもとても穏やかではない響きだ。

　リードの困惑が深くなる。

　何故、エリノアは……あんな屋根の上で、そんな物騒な──千年も前に倒されたようなものの話をしているのだろう。

　地面に視線を落とし、考えこんだリードは、いやと首を振る。

　きっと聞き間違いか何かだろう。と──。






「あ──」






　一瞬、視線を外した隙に、エリノアと少年は屋根の向こう側へ消えていってしまった。

　立ち去っていく影を見て、リードは慌ててそのあとを追おうとした。

　何もかもがよく分からなかったが──このままエリノアをあの少年と一緒に行かせるのは不安だった。






　が……。






「!?」






　ふと──……駆け出そうとした背後から──冷気が忍び寄ってくるのを感じて──リードの足が止まる。

　それは何か──とてつもなく大きな獣にでも狙いをつけられているかのような……そんな不穏な気配だった。

　思わず悪寒を感じたリードが素早く振り返る、と──その目に飛びこんできたのは──。






　箱の中の、小さな子猫。






　木箱のフチから顔を覗かせた、子猫の青い双眸が……ひたりとリードを見つめていた。






　それを見たリードは……ああなんだとホッと胸を撫で下ろす。

　何か危うい視線を感じた気がしたが──気のせいだったのかと。

　そして小さな子猫を見た彼は、一瞬戸惑う素振りを見せた。──どうやら──ここに子猫を残してエリノアを追うことはできないと思ったらしい。

　子猫は、発見された常連客の家で、水と食べ物を与えてみたが、何も口にはしてくれなかった。しかしそろそろお腹をすかせているかもしれないし、喉も乾いているかもしれない。

　……何かを優先して後回しにするには、あまりにか弱すぎる存在だ。そしてリードは、それを放ってエリノアを追えるような性格ではなかった。






「……」






　青年はため息を一つ。子猫の傍まで戻ると、待たせてごめんなと声をかけ、箱の近くにしゃがみこんだ。

　とにかく一度店に戻り、母にでも預けてからエリノアのことは様子を見に行こう。






（……大丈夫だ、そんなに険悪で切羽詰まった感じじゃなかった……大丈夫……）






　だからエリノアは大丈夫だと。

　リードはざわめく胸に、今にも詰まってしまいそうな息を吐き出しながら、小さな子猫の頭を撫でようと、手を伸ばし──……た、その瞬間。






　子猫の口が奇妙に動く。






「……──わすれろ」

「え……？」






　唐突に聞こえた声に──リードがパチパチと目を瞬く。






「？　──……誰だ？」






　傍に誰かいるのかと青年は不思議そうに周囲を見回すが──空き地には、何者の姿もない……。






「……気のせいか？」






　なんなんだと思いながら、彼は目の前の木箱を抱き上げようと手を伸ばし……。

　と、もう一度、子猫の口がゆっくりと開く。






「──わすれろ」

「！」






　リードが唖然とした。

　あどけない、幼い声は、まさに彼の目の前にいる子猫から発せられたものだった。






「お、前……」






　かすれる声をもらすと、幼い声が威嚇するように低くなる。






「まおうさまとにーさまのこと……さわぎたてたらゆるさない」






　今度こそはっきりと子猫が口を動かしてしゃべる様を見たリードは、目を見開いて顔をこわばらせた。その間にも、子猫は愛らしい顔で冷たい言葉を吐く。






「くちをとじていろ、よけいなことは、かんぐるな」

「……魔、王……？」






　目を瞠ったまま繰り返すと、一瞬子猫の瞳に危うい光が灯る。

　次の瞬間──そこには小さな子供が立っていた。

　切りそろえられた黒髪に、白い顔に真っ赤な唇。真っ黒な闇を織りこんだような色のワンピースを着ている。顔はとても愛らしいが、リードを見上げる青い瞳には感情というものがまるでない。それが、異様に不気味だった。

　あまりに奇怪な佇まいに……対峙したリードは唖然として──。

　そんな彼に、少女は少しだけ鮮明になった言葉で続ける。






「……たすけてくれたからいまは殺さない。けど……あたしたちのこといいふらしたら、その目とノドをつぶしてやる」






　言いながら、少女はリードの顔に手を伸ばす。向けられた指先に、リードは咄嗟にそれを避けようとした、が……何故だか身体が石になってしまったかのように動かなかった。

　幼い指が、身動きできないリードの下瞼にトンッと触れて──。






「っ……!?」






　次の瞬間、少女の愛らしい顔が獣の顔に変わった。爪が異形の形に変化する。鋭く尖った爪で左目の下をじんわりと刺された青年は、目を見開いて少女の顔を食い入るように見つめた。これではまるで……とリード。

　……これはまるで、女神の伝説に出て来るような……。






「……魔、物……？」






　呆然としたリードがポツリともらすと、少女は冷たい顔のまま、リードの顔に触れた爪に力をこめた。






「かんぐるなっていってる。魔障をつけられたいの？　死ぬよ、おまえ」

「…………」






　その冷たい目を見て、リードはふと町の噂の一つを思い出した。

　人々はまことしやかに噂している。聖剣が抜かれ、それは勇者と共に消えてしまったらしい。それは……。






　──魔王と魔物の仕業ではないかと。






　リードは言葉を失くして少女を見る。






〝魔物〟






　まさか──この小さな子供がそうだというのか。──いや、聖剣消失に関わるものなのかは分からない。だが、彼女は人間ではない。明らかに。






（──なら──……）






　動揺した目が先ほどエリノアが立っていた屋根の上を見る。

　この少女とグレンの関係は？　この少女が『勘繰るな』と言っているのは、どう考えても先ほどリードが目撃した黒猫のことであろう。──まさかグレンも魔物なのか。

　じゃあ──と、考えて、リードは己の心臓が次第に大きく脈打って行くのを感じた。






　じゃあ……彼らと一緒にいた……エリノアは──？






「……っ、」






　動揺したリードは急激な不安に襲われた。気がつくと、全身から冷や汗が噴き出していた。

　何もかもが理解の及ばない事柄のような気がして……。ただ、エリノアが何かとんでもないことに巻きこまれているような気がして恐ろしかった。

　もし本当に少女とグレンが魔物なら、エリノアは何故魔物と行動を共にしているのか。もしや拐かどわかされているのか、しかし何故……と、疑問を持った時──リードの脳裏に少女の声が蘇る。






『まおうさまとにーさまのこと……さわぎたてたらゆるさない』






　それを思い出した瞬間、リードは冷水を頭からぶちまけられたような衝撃を受けた。

　あの時、あの場には、エリノアとグレンしかいなかった。少女の言う『にーさま』がグレンなら、『まおうさま』とはまさか──……。






「っそんな、馬鹿な……！」






　リードは怒号を上げ、憤ったように少女を見据えた。──途端、ピクリとも動かなかった身体が弾けるように自由になった。

　──だが。






　彼が視線を正面に戻した時、そこは既にシンと静まり返っていた。






　──少女の姿がない。






　リードは唖然と周囲を見回す。しかし──空き地は平穏そのものだ。






「…………」






　リードはその場に立ち尽くした。頭がグラグラして、心臓の鼓動がどくどくと耳にまで届く。






　……ふと……。






　足元に残された木箱にぼんやり視線を落とすと……。

　あの子猫がいた場所が、真っ黒に焼け焦げていた。

















19　川辺の勇者と黒猫たち












　──その頃の勇者エリノア。






「……ま……待って待って、お、落ち着きましょう……そ、そんなことあるわけが……」

「……」

「……」






　町中を通る細い川を見つめ、エリノアは真っ青な顔でブルブルと震えていた。

　その後ろには──無言の魔物兄妹。少年姿のグレンに、マリモ子猫姿のマダリンは、二人して勇者が一人ブルブルしている様を見つめている。

　そんな二人のシン……とした様子にも気がつかず、エリノアは動揺しているのかワナワナと身体を震わせて。川に浮かぶ──黒い塊を凝視していた。






「だ、だって……マリーちゃんはグレンの妹、なんでしょ……そ、そんな……」






　──と、言いながら蒼白で唾を吞みこんだエリノアは──次の瞬間唐突に、弾かれたように駆け出した。

　悲鳴のような声は、どうやら〝マリーちゃん！〟と、叫んでいるらしい……。

　勇者はそのまま必死の形相で川の中に駆けこんで、黒い塊に一直線に駆けていく。

　自分が濡れようが、ワンピースの裾がめくれようが、お構いなしで──途中川のなかほどで一度水に足を取られてすっ転んだが──それでも必死にもがいて駆けていく様に……。






　魔物二人の精神がシン……と、静寂に包まれる。






「…………にーさま……ゆうしゃがおもしろい……」

「…………ダメだぞ、あれは私のおもちゃだ……」






　そう静かに言い交わした兄妹は、必死の勇者が黒い塊にたどり着き、びしょ濡れで「マリーちゃん大丈夫!?」と、泣き叫んだ──途端……。

　あ、れ……？　と、目をまんまるに見開いた様を、心穏やかに見ていた……。






「……にーさま……」

「ダメだって言ってるだろ」

「……（舌打ち）にーさま、ゆうしゃはちょっと……アレね？」

「……そんなことないぞ。確かに姉上はアレだけど、でも可愛い種類のアレなんだ。一気に遊んで壊したらもったいないタイプのアレなんだから気をつけろ。それに……それ絶対陛下の前で言ったらダメだぞマダリン。陛下はとんでもない姉愛を心に秘めておいでだから、消されたくなかったら程々が肝心だ。程々に、姉上のアレな感じに付き合いながら遊ぶんだ、面白いから」






　グレンが真面目くさって妹に忠告すると、マダリンは、ふーんと目を細める。

　その視線の先で……。

　エリノアは、川の中で黒い塊──どうやら誰かが捨てたなんの変哲もない布袋──を、持ち上げて呆然と見つめていたが……それが自分の探す黒い子猫ではなかったと悟ると──彼女の緑色の瞳から、ダッと涙がこぼれ落ちた。

　どうやら……心底ほっとしたらしい。

　まあ……そもそもあの身軽な魔物のマリーが──狡猾なコーネリアグレースの娘であるマリーが、うっかり川で溺れるなどということはそうそうあるはずがないのだが……。

　とにかく思い切りマリーの可愛らしい見た目に騙されているエリノアは、川に浮かんでいた黒い物体があのちびっ子でないと知って、深く深く安堵したらしい。

　彼女はグレンたちが見守るなか、黒い袋を片手に、安心したような泣き顔で水をバシャバシャ言わせながら川岸に駆け戻ってくる。その全身は……一度水の中で転んだから、当然ずぶ濡れである。

　しかし、本人はいい笑顔で、兄妹たちに向かって黒い袋を掲げてみせた。






「二人とも！　安心して！　これ、ただのゴミだった！　マリーちゃんじゃなかったわよ！」

「…………」

「…………」






　ニコニコ泣き笑いの顔で戻ってきたずぶ濡れ勇者に──兄妹たちが再び沈黙する。

　エリノアは、そんな静かな二人が、妹マリーが心配で言葉も出ないのだと思ったのか……二人を安心させようと、「ほら！」と、黒い袋を彼らの前で広げてみせる。が……グレンもマダリンも……少しも袋のほうを見なかった。

　二人の青い瞳は、ただただエリノアの嬉しそうな顔を無言で見ている。「そんなものを見せられずとも、端からあれが妹ではないことは分かっていたが……」とはどちらも言わなかった。その代わり、毛玉のマダリンは真剣な顔でハッとして「わかった！」と叫んだ。






「きっと、まおうさまが……ゆうしゃをわざとアレなかんじに、おそだてになったんだわ……！」

「……」

「へ？」






　転生した魔王はもう二度と勇者が己の敵にならぬよう、手懐けるためにあの家にいたのだと。自分なりの解釈をしたマダリンは、きっとそう、さすがまおうさま、……と、ひとり感心したように頷いている。

　そんな妹にグレンはなんだか微妙な顔をして、そしてエリノアは意味が分からなそうに首を傾げた──が。

　そこでそのちょっとアレな勇者も、ハッとする。






「いや……っ、のんびりしている場合じゃなかった！　は、早くマリーちゃんを探さないと！」






　慌て者の勇者は、自分が魔物たちに壮絶に呆れられていたことにも気がつかず。ずぶ濡れのまま、ゴミを抱えたままで、再び川辺の道を駆け出していく。






「………………はぁ」






　その後ろ姿を見たグレンは、しょうがないなぁと、ため息まじりに指をパチリと鳴らす。

　と、その瞬間。必死で草むらをかき分けているエリノアの濡れた髪と服が……ふんわりと水気を失った。

　水を含み、エリノアの身体にビッタリ張りついていた服は、カラリと乾いて娘の身体をそっと離れたが……。

　しかし、マリー探しに必死のエリノアはそんなことには気がついていない。

　グレンはやれやれと鼻を鳴らす。

　彼女は最初、マリーたちが町に魔障をばら撒かないかと案じて妹たちを探していたはずだが──いつの間にか、マリーたち本人が心配になってしまっているらしい。

　相変わらずのお人好し感に、少年は姉上らしいなぁと、呆れを滲ませ──ほんの一瞬だけ口元に柔らかい笑みを乗せる。が……。






「！」






　ふと、少年姿のグレンは、腕に抱えた妹が自分を見上げていることに気がついた。しらっとした妹の目に、うっと鼻にしわを寄せる。






「……違う、別にそんなんじゃないんだぞ！　だって……姉上が風邪をひいたら陛下に叱られるだろう!?」






　何かを必死に言い繕う兄に、マダリンの目は白い。






「……べつにあたし、なにもいってないけど」

「！　う、うるさいな……！　バーカバーカ！」

「…………にーさま……」






　……マダリンは思った。

　兄は──人間界に来て、なんだか少し子供っぽくなったような気がする。

　小さな子猫は、うーん……と、神妙な顔で唸った。






「……もしかして……ゆうしゃの、せい……？」






　ダメな兄で困るなぁと思った子猫は、呆れたように、にゃあと鳴いた。

















20　血の気がひいた女豹婦人と、どんくさ勇者












「……マリー……」

「なあに？　かーさま」






　婦人が恐ろしい形相で呼びかけると、市場の傍の木の上で足をブラブラさせていた少女は甘ったるい声で答えた。そのすました顔を見たコーネリアグレース──こちらも人間態──は、目を吊り上げる。






「なあにじゃありません！　こんな人間の多いところに勝手に来て！」

「だっておもしろいんだもの」

「おもしろいじゃないの！　さっさと下りてきなさい！」






　怒れる婦人の左手には、むぎゅっと握りしめられた子猫マールの姿が。子猫は姉妹の姿を見るとけろっとした顔で、にゃーと鳴く。すると少女は姉妹にニコッと八重歯を見せて笑い、そのまま木の上からぽおんと身軽に跳んで。そうして母の胸に戻って来た時には、マリーはすでに子猫の姿に戻っていた。






「かーさまー」






　甘えるように、ゴロゴロ喉を鳴らす黒い毛むくじゃらの子猫に、コーネリアグレースは深々とため息をつく。






「マリー……このような場所で軽々しく変化してはいけません。人間に見られたらどうするの」






　渋い顔の母にマリーとマールはクスクス笑う。






「そしたら」

「けす」

「…………」






　婦人は……娘たちに行き届いた己の教育を少しばかり悔やむ。

　殺伐とした魔界では生き抜くために必要な手段の一つだが、現状、ここでそれをやられたらものすごくまずい。






「まったくこの子たちは……ん？」






　──ふと、婦人はあることに気がついて唖然とする。






「……マリー……？　……この匂いは……まさかお前……リードちゃんと接触したの!?」

「リード？」






　慌てる婦人の問いに、子猫は誰だそれはという顔をする。婦人はなんてことだと己の顔面を片手で覆った。

　いろいろなところに潜入して来たらしいマリーの小さな身体からは、様々な匂いがする、が……その中に、嗅ぎ慣れた青年の匂いが混じっていた。コーネリアグレースは青ざめた。






「お前……それは……陛下の愛玩人間です！　この数多の人間どもの巣食う世界の中で、お前が無闇に首を突っこんだら一番ヤバいところなんですよ!?」

「？」






　子猫たちはキョトンと顔を見合わせている。






「あいがんってなに？」

「しらない」






　……どこまでも無邪気な娘らに……。

　コーネリアグレースは、人間界に来て初めて頭を抱えたのだった……。









　マリーとリードが接触したと知って。

　何があったのか聞き出そうとするも、マリーは人間たちの顔はどれも同じに見えたと言って埒が明かない。これはまずいとコーネリアグレースは慌ててエリノアを探すことにした。






　彼らの王、ブラッドリーは床に伏せていた頃からの友リードにとても心を許している。

　その王が大切にする兄貴分に……彼女の子供たちが何かしたとあっては、少年魔王が怒り狂うのは確実だ。






　女豹婦人は子猫たちをひっつかんで急ぎエリノア宅に戻る。

　しかし、帰宅した婦人たちを待っていたのは勇者の命令遂行中（※洗濯物たたみ）の聖剣テオティルだけだった。エリノアたちの姿はない。おそらくまだ、町のどこかで子猫たちを探しているのだろう。

　ならばと婦人は踵を返して家を出て。近隣の林の中で密かに休眠中の老将、メイナードを叩き起こした。

　深く眠りこんでいた老将は、うつらうつらと頭を揺らし、本当に起きているのかがかなり怪しかったが……。彼には急ぎ、リードの様子を見に行ってもらうように頼んだ。

　彼ならば、治癒の力も持ち合わせているし、何より状況判断という能力において、のんきな聖剣テオティルなどよりは遥かに頼りになるのだということを婦人は知っている。






　とにかくそうして婦人はリードの様子見を老将に任せ、町に戻りエリノアを探す。

　考えたくはなかったが、マリーがリードに何かしていた場合、魔王に子猫たちを取りなせるのは、エリノア以外には考えられない。

　いや、もしかしたらリードが受けた被害の程度によっては彼女も子猫たちを許してくれないかもしれないが……。

　それでも、姉とリード以外はどうでもいいとキッパリ明言する魔王とは違い、〝小さいもの〟〝か弱そうなもの〟〝愛らしいもの〟に対する心のガードが著しく低いエリノアは、きっと子猫たちを無下にはしない。

　コーネリアグレースは祈った。






「あああぁ、どうかリードちゃんが無事でありますように！　まったくうちの馬鹿娘たちときたら……！　はぁ、このあたくしが勇者に頼みごとをする日が来ようとは……」






　女豹婦人はエリノアを探し、町を疾風のように駆ける。そんな婦人のあまりの素早さに……目撃した町民たちは皆唖然と目をまるくするのだった。









　マリーとマールに命じてマダリンの気配を追わせると、すぐに勇者一行は見つかった。

　川沿いの草むらから道側に突き出た紺色の何かが──草むらに頭を突っこんだエリノアの尻だと分かった婦人は一瞬ギョッとする。と、

　現れたコーネリアグレースに気がつき、まずマダリンが飛び出してくる。






「かーさま！」






　嬉しそうに、自分の腕の中で他の二匹とくっつきあう子猫をげっそり見下ろし──顔をあげた婦人は、その場で、うっと目を瞠る。






「ぁ……コーネリアさん……あ、れ……マリーちゃん、マールちゃん……！」






　草むらからエリノアが顔を出している。その顔は、擦り傷だらけだった。






「……エ……エリノア様……？　だ、大丈夫ですか？　お顔が血だらけですわ！」

「え？　ああ、なんか色々かすってしまって……。よかった……二人とも見つかったんですね……はー」






　指摘に苦笑したエリノアは、コーネリアグレースたち親子の姿を見て破顔して──。

　次の瞬間、その場の草の上によろよろとしゃがみこんだ。






「!?　エリノア様!?」

「あ……大丈夫大丈夫……ちょっと疲れてしまって……」






　いきなりへたりこんだエリノアに、コーネリアグレースが慌てている。が、そんな婦人にエリノアは、へらっと力なく笑う。

　どうやら……三匹揃った子猫たちを見た途端、ほっとして力が抜けたらしい。疲れきった表情の娘は、顔どころか手足も擦り傷だらけ。服も相当汚れている。






「母上」






　と、草むらの奥から少年が出て来て。彼はそこに座りこんでいたエリノアを見て、一瞬ムッとした顔をする。と、そんな彼が、不意にエリノアの髪に手を伸ばし……。

　それを見たコーネリアグレースが驚いたようにパチパチと瞳を瞬かせた。

　少年──グレンは、娘の頭にまとわりついていた蜘蛛の巣を面倒そうな顔で取り払っている。彼はエリノアに向かってぶつぶつ文句を言っているが、手つきは何やら甲斐甲斐しい。そんな少年にエリノアは無抵抗。娘はしょぼしょぼした目で地面からコーネリアグレースを見上げた。






「はー本当に良かった……こーねりあさん……お願いです……ちびちゃんたちの無事な顔をもっと近くで……抱っこさせ……」

「馬鹿じゃないですか？　それどころじゃないでしょ！」






　しゃがみこんだまま婦人によろよろと手を伸ばすエリノアをグレンが叱り、エリノアが、あー……と悲しそうな声を出す。






「先に手当てだって言ってるでしょ！　チビどもなんて触ってる場合ですか！」

「ど、どうなさったのエリノア様……グレン何があったの！　エリノア様がまるでゾンビのようじゃない！」






　悲惨な姿にコーネリアグレースがおろおろして息子に問う。と、グレンは鼻を鳴らす。






「どうしたっていうか……単にこの人どんくさいんですよ……」






　やれやれという顔で、グレンが地面の上で膝を抱えているエリノアを負ぶう。疲れ切っているらしいエリノアは珍しく抵抗を見せない。ヨボヨボの顔でちんまりと背中に収まった勇者と、それを当然のように背負う息子に……コーネリアグレースが珍しいものでも見るように……しかし突っこんではいけないのかしらという戸惑いの目で二人を凝視している。

　グレンはプンスカ怒っていた。






「この人ときたら！　勇者のくせに！　木に登ったら落ちそうになるし、草むらかき分ければ葉で手を切るし。勘違いで川に飛びこんだかと思ったら、次は馬車の下を覗きこんでそのまま後頭部を打つんです。まったくもう！　おもしろいを通り越してイライラしちゃうんですよ！　手当てしようって言ってもそんなの後でいいって威嚇してくるし。まったく……」






　憮然とした息子は苦虫を噛みつぶしたような顔で言った。






「そういうわけなので母上」

「え？　な、なあに？」

「とりあえずこのボロボロのどんくさ勇者は家に連れ帰ります。……聖剣野郎なら姉上の怪我治せるし」






　ちっ、と、邪悪な顔で舌打ちしたグレンに、コーネリアグレースは慌てて頷いた。






「あ、ああそうね……そうね、そうなさい」






　ひとまずはそう言うしかなかった。

　リードの前に、エリノアがこんななりでは、それこそ少年魔王がなんと言うか分からない。それに、己の子供を必死で探してくれた娘がいつまでも怪我をしたままでは申し訳がなさすぎる。

　リードの件を知らせるのは後回しでもいいだろう。

　婦人は、ええと頷いて。エリノアを背負った息子を見送るのだった……。

















21　リードの疑問












　ドアベルのカランという軽い音に、店内で品物の補充をしていたブラッドリーが顔を上げる。






「いらっしゃ──……ああ、リードおかえり」






　店に帰って来た青年にブラッドリーが声をかける。だが──返事はない。






「？」






　一瞬、商品棚に視線を戻していたブラッドリーは、そのことに気がついて不思議そうにもう一度振り返った。






「……リード？」






　声をかけるも、やはり返事はない。

　青年はうつむき気味に黙りこみ、心ここにあらずという顔で空くうを見つめている。

　その足取りは重く、普段なら、くったくなく向けられるはずの爽やかな笑顔もない。

　どうしたのだろうと思ったブラッドリーは、商品を置いて青年の顔を覗きこみにいく。しかし、リードは目の前にやってきたブラッドリーのことにすら気がついていないようだった。






「リード、大丈夫？」






　もう一度至近距離から名を呼ぶと、今度は反応があった。ぼんやり立ち尽くしていた青年は、ハッとしたようにブラッドリーを見て。

　──その彼が持っている箱の中を覗いたブラッドリーは、箱の底が黒く焦げ付いているのに気がついた。少年はそこに微かな魔力の気配を感じ取るが……その小さな疑問はリードの慌てたような声にかき消される。






「あ、あれ？　俺いつの間に帰ってたんだ？　ご──ごめんブラッド、ぼうっとしてた。今、何か言ったか？」

「……ううん、別に何も……どうしたの？　顔色が悪いけど大丈夫？」






　じっと見上げて問うと、リードはそんな少年の目を見て一瞬困惑したような顔で口をつぐんだ。そして奥歯をぐっと噛んだあと、少年の名をかすれる声で呼ぶ。辛そうな声音にブラッドリーが眉をひそめる。






「……ブラッド……」

「何？」






　リードは不安そうにブラッドリーを見ている。






「……その……エリノアなんだけど……」

「……姉さん？」






　リードの声は沈んでいて重い。それを聞いた少年の胸には不安が過ぎった。まさか姉に何かあったのか……と、そんな少年の顔を見たリードが言葉を切った。






「あ、いや……違うんだ、そうじゃなくて、その…………」






　そこまで言ってリードはその先をためらう。そして数秒の間沈黙した青年は──苦笑して、何かを振り払うように手を振った。






「いや──……ごめんブラッド、なんでもない」

「え……？」






　リードは力なく笑う。






「そんなわけがないんだ。きっと俺の聞き間違いだな……」

「聞き間違いって？　いったい何を聞き間違ったの？」






　ブラッドリーは困惑したように問い返したが、リードは頭を振るばかりで歯切れが悪い。






「リード？」






　心配になったブラッドリーの眉尻が下がる。が、苦笑したままのリードは一瞬天井に視線を泳がすと、「えっと」と言葉を濁して。






「いや……あ、そうだブラッド」






　と、青年は、何かを思い出したように緊張顔のブラッドリーを見る。






「……何？」

「あのさ……ちょっと聞きたいんだけど……」






　ここでも青年はやや逡巡する様子を見せたが、今度はちゃんと疑問を口にする。






「その……グレンって…………人間なのか？」






　リードの問いに、ブラッドリーがギョッと目を瞠る。






「……グレン……？　ウチの……猫のグレンのこと……？」






　念を押すように問い返すと、リードは真剣な顔で頷く。






「そう、そのグレン。……さっき──……グレンらしき猫が人に化けるところを見てさ……多分間違いなかったと思うんだけど……」

「…………」






　リードの言葉に、ブラッドリーはリードに気がつかれない程度に歯噛みする。あの黒猫は何をやっているんだと苛立つが……。

　しかし、リードは真剣な顔でブラッドリーの答えを待っている。その真摯な瞳の色にブラッドリーが戸惑う。

　リードの空色の瞳は、ブラッドリーが自分に嘘をつくなどとはカケラも思っていないというふうだ。彼を大切に思っているブラッドリーは、どう説明したものかと内心で苦悩して──。

　と──……。






　不意に、その背後から、ふぇっふぇっ、と、しわがれた笑い声が上がった。






「──リード坊、それはおそらくコーネリアグレースの使い魔だったのだろうて」

「え……」






　愉快そうな声に、二人がはっと振り返る。と、二人の他には誰もいなかったはずの店内に、いつの間にか年老いた男の姿があった。






「……メイナード？」

「あれ……メイナードさん？」






　リードはプルプルと身を震わせながら立っているメイナードを見ると、すぐにその傍に駆け寄って。おぼつかない様子の老人の身体を脇から支える。そんな青年に、老将はにっこりと微笑みかけた。






「おや……リード坊ありがとう」

「メイナードさん久しぶり。体調崩したって聞いてたけど……もういいの？　ん？　使い魔……？」






　メイナードを支えたままキョトンとするリードに──ブラッドリーがいったい何を言い出すんだとメイナードを睨む。が、メイナードは穏やかに微笑んだままリードに言った。






「あやつが魔法を使うことはもう知っておろう？　大方そのようなものだったのでは？」

「──あれが……使い魔……？」






　メイナードの言葉にリードがぽかんと繰り返す。その呆然とした様子にブラッドリーはハラハラした。

　他ならぬリードのことである。確かにグレンのことをそのまま魔物だと説明するわけにはいかないが、使い魔とは。

　魔法が遠い存在となった昨今、町民たちにとってそれは物語の中でだけしか出会うことのない代物だ。そんな言い訳をリードが信じるのかと、珍しくブラッドリーが冷や汗をかいて──。

　が。

　メイナードの言葉を聞いて、一瞬ぱちぱちと瞬きしていたリードは……突然言った。






「……す──ごいな！」

「!?」






　唐突な賛辞にブラッドリーがギョッと顔をこわばらせている。リードは瞳をキラキラさせていた。






「リ、リード？」

「そういえば確かに……その使い魔、エリノアを助けたんだ」

「え、助けた……？」

「なるほどそれでか……使い魔とか俺初めて見たよ、コーネリアさんってやっぱりすごいんだなぁ」






　リードはしみじみと──どこかホッとしたような顔でそう言って……。

　しかし青年の素直な納得に反して、うろたえていた少年魔王はさらに戸惑った。

　グレンがエリノアを助けたという言葉も引っかかる。が、彼がそれをリードに問う前に、青年が「あれ？」と首を傾げる。






「え？　じゃあ俺が今まで見てたグレンは……？」






　本物の猫？　それとも存在しないのか？　と、動物好きの彼に寂しそうに問われたブラッドリーは、うっと言葉に詰まり、咄嗟に手を振ってしまう。






「……や、え、えっと……グレンはグレンで存在してるよ……その、猫として……？」

「へーじゃあコーネリアさんはグレンをモデルにして使い魔を作ったってこと？」






　なるほどなぁとリード。すっかり感心しきりの青年に──。

　それを見たブラッドリーが、何故か突然消沈してガックリと肩を落とす。

　どうやら──魔王は純粋な反応を見せるリードに対し、自分が嘘を重ねたことが後ろめたいらしい。

　あんな荒唐無稽な言い訳をリードがすんなり信じてくれたのは……一重に彼が自分たちに寄せてくれている信頼によるものだと、ブラッドリーは分かっているのだ。

　そうしてげっそりうなだれる主君を見て、老将メイナードがやれやれと、困ったようにしゃがれた苦笑を漏らしている。






　──そんな二人をよそに……。

　リードはホッと安堵していた。──一応の──辻褄を与えられたことに対して。

　彼はブラッドリーたちに気づかれないよう小さな声でつぶやく。






「……そっか……じゃあ、あの子供も……？」






　そうなのかもしれないとリード。多分──あの子供もコーネリアグレースが魔法か何かを使ったんだろう。






　──やはり、






　……魔王と聞こえたのは──聞き間違いだったのだ。






「…………そうだな、きっとそうだ……」






　リードはそう繰り返す。──心の中には釈然としない思いと不安がもやもやと渦巻いていた。だが、それを無理やり抑えこみ……。

　リードは普段通り、目の前で何故か肩を落とす弟分に向かって微笑みかけるのだった。












　──その、頃……。

　ブラッドリーが消沈し、リードが不安を胸に抱きながらも微笑んだ頃。






　コーネリアグレースやグレンたちと共に帰宅途中のエリノアは……のんきにも──にへっと幸せそうな顔をして、照れ照れと道を歩いていた。

　その肩には、黒いマリモっ子たちがみっちり寄り添って乗っている。

　モフッと頬にあたる毛の柔らかい感触に、エリノアは目尻をこれ以上ないくらいに下げきって。ひたすらに、ニコニコにまにま笑んでいる。






「気持ちいい……可愛い……嬉しい……マダリンちゃんのほっぺの毛、ふわふわね」






　デレデレするエリノアに、子猫たちは冷淡な声。






「ゆうしゃ」

「それ」

「おしりよ」

















22　コーネリアグレースの聖剣対策と証拠隠滅












「…………」

「…………」






　そんな勇者と魔物っ子たちの様子を後ろから白い目で見ながら……グレンは母に問う。






「…………なんで……」

「しっ！　黙ってなさいグレン」

「だけど……」と、恨めしそうなグレンにコーネリアグレースは真面目な顔で言う。






「お黙り。あれはれっきとした聖剣対策なのよ。あんな傷だらけで主人が帰って来たら、さすがに聖剣坊ちゃんがうるさいかもしれないでしょう？　でもね、テオ坊聖剣はとりあえず勇者エリノア様の精神状態を重視するから、ああやってマリーたちに懐柔させておけば安心なの。いいじゃないの、エリノア様死ぬほど嬉しそうよ」

「…………」






　確かに、子猫たちを襟巻きのように首元に引っつけたエリノアは壮絶に嬉しそうだ。

　子猫たち捜索の疲れもどこへやら。擦り傷だらけの顔で終始ニコニコし通しである。子猫たちは子猫たちで、エリノアがそう無闇に女神の印や聖の力を振り回すようなことはしないと分かったのか、少しだけ警戒を解き、母親に命じられるままエリノアの肩にくっついている。……まあ、ちょろいと思われただけの可能性もままあるが。

　グレンは膨れっ面でフンッと鼻を鳴らす。






「……なんなのさ、あのデレデレした顔……勇者のくせに魔物に魅入られてアホじゃないの!?」

「……マリーたちにエリノア様を取られて手持ち無沙汰だからって文句言うのはおやめ。お前があのお役目をできるならお前に任せますよ？　でも無理でしょう？」

「……うー……」






　真顔の母に、お前にマリーたち以上の愛らしさが演出できるの？　と、問われたグレンは悔しそうに唸る。そんな嫉妬まる出しの息子に、コーネリアグレースが呆れ果てている。






「……おバカすぎて叱る気も起きないわ……お前の日頃の行いが悪いからエリノア様にデレてもらえないのでしょう？　自業自得ですよ」

「そんなことない、絶対私のほうが可愛いのに！」






　見る目がない！　と、叫ぶ……そんな兄を……。

　三匹の魔物っ子たちは、エリノアの肩からしらっとした三白眼さんぱくがんで眺めている。









　そうして自宅へ戻ったエリノア。そんな彼女を出迎えたテオティルは……主人の散々な有様に一瞬、形の良い眉を大きく持ち上げた。コーネリアグレースたちは、そんな聖剣の様子をエリノアの後ろから固唾を吞んで見守って……。

　が…………。






　やはりテオティルはテオティルだった。

　一瞬エリノアの傷や破れた服に悲痛な顔を見せたテオティルではあったが──傷だらけでも、両肩からモフ……と、頬を、こまるいふわふわの尻に包まれた勇者の顔は、蕩けるように幸せそうで。案の定、テオティルはすぐにニコッと笑う。






（おやエリノア様、随分わんぱくなさってきたのですねぇ）






　のんきなテオティルは思った。傷だらけで満足そうなんて、なんて勇壮な主人だろう。ああ、しかしどうせなら私聖剣を振るって下さればよかったのに。






「戦場（？）での傷は名誉の証……次は絶対にご一緒させてくださいね」






　……エリノアがどこかで何かと戦ってきたとでも思ったのか……テオティルはしみじみと言う。やはり……聖剣の精神は感覚が人とはまるで違うようだ。

　にこにこ主人を誇らしげに見るテオティルに、女豹婦人とグレンがため息で突っこみを我慢している。






「……うざいー……」

「……突っこんだら負けよ……どうせテオ坊はなんとも思わないんだから労力の無駄だわ。……ま、聖剣が頓珍漢で幸いよ。世話するエリノア様が微妙に気の毒だけど」






　さてともかく。こうしてテオティルは傷だらけのエリノアをニコニコして出迎えた。

　もしここでエリノアがぐったり疲れた顔をしていれば彼の反応も違っただろうが……そこはコーネリアグレースの目論見通りである。






　テオティルは、子猫たちの、ふんわりまるい毛もじゃの尻に囲まれたエリノアの頬に手を伸ばす。

　すると子猫たちが聖剣を嫌ってパッと逃げて行き、エリノアが「あっ」と、寂しそうな顔をした。






「ん？　どうしたのテオ？」






　エリノアは不思議そうな顔で、己の頬を両手で包みこんだ聖剣を見る。と、テオティルはにっこりと笑って──。

　次の瞬間、エリノアの身のうちから淡い光が漏れ出した。

　光は驚くエリノアの身体を撫でていって。あっという間に彼女が負っていた擦り傷や打撲痕を治癒してしまう。その光景を目にしたエリノアは驚いて言葉もないが──背後では、コーネリアグレースがホッと息をついていた。






「……良かった、証拠隠滅の第一段階無事完了ね……」






　当然ながら、エリノアをあの格好のままにしていては、彼らの主君ブラッドリーがヤバい。と、グレンが目を細めて母を見上げる。






「いいのかなぁ～、母上ったら。陛下に嘘つくような真似して」

「お黙り！　お前にだけは言われたくありません。いいのです。どうせエリノア様だって陛下にいらぬ心配はかけたくないとお望みのはずです。ほほほ、あの馬鹿正直で小うるさい白犬ヴォルフガングがいなくて本当によかったこと」






　もしヴォルフガングがここにいたら『姉を案じる陛下に怪我の報告をせぬとは……』などと言って、この証拠隠滅を渋っただろう。

　だが、エリノアが子猫たちを探し回って怪我をしたのもまずいが、そのうえ子猫たちがリードにまでちょっかいを出したことを知れば、ブラッドリーは彼女の娘たちを消すと言うかもしれない。さすがにそれだけは防ぎたい母である。






「……お前……ちょっとモンターク商店に行ってリードちゃんの様子を見ていらっしゃい。メイナードを送りこんだから大丈夫だとは思うけれど……念には念を入れなければ」

「ええ？」






　母親の命令に、グレンは面倒臭そうに不平を漏らしたが。コーネリアに愛用の金棒で脅されて、しぶしぶ家を出て行った。そんな息子を見送ったコーネリアグレースは、では次は証拠隠滅第二段階だとばかりに素早くエリノアに忍びより──。

　唐突に、彼女の服をガバッと脱がす。






「へ……はいっ!?」






　テオティルに傷がしっかり治っているのか丁寧に丁寧に身体を点検されて、やや辟易気味に身を引いていたエリノアは……いきなり己の服が消えたことにギョッとする。

　下着姿で慌てて振り返ると、女豹婦人がエリノアの服を手に微笑んでいる。実に嫌な予感のする美しい顔で。






「え……？　あ、あのコーネリアさん？」

「さぁて……それではエリノア様。お風呂に参りましょうか？　お召し物もいただきますわね、このコーネリアグレースが魔界随一の裁縫能力を駆使してきれいに繕って差し上げますわ」






　えっ？　と、エリノア。






「で、でもまだ家が散らかっているし……」






　エリノアは困惑したように床を見下ろす。

　マリーたちの捜索を優先させたがゆえに、自宅内はいまだ荒れ果てた状態のままだ。

　掃除をしたらどうせまた汗をかいてしまうのだから……と、主張する娘に、証拠隠滅を急ぐコーネリアグレースは……。






「お前たち」

「？」






　はきっとした声でコーネリアグレースが呼ぶと、部屋の隅でテオティルを睨んでいた子猫たちがピッと三角の耳をそばだてて母を見る。






「さ、お前たちも一緒においで。エリノア様と一緒に湯に浸かりなさい」

「……へ……？」






　その言葉にぽかんとするエリノア。

　子猫たちは、はーいと声を揃え、ぽんぽんぽんと風呂場のほうへ駆けて行き──それを見たエリノアが、唖然と言葉を詰まらせる。






「え……？　そ、そんな……あ──あんな可愛い子たちと……一緒に……お風呂……!?」






　それはどんな天国だと、エリノアが大袈裟な衝撃を受けている。






「え？　え？　そ、そんな、ゆ、許されるんですかそれは!?」






　そんなことしたら私……マリーちゃんたちのちっちゃい可愛い肉球とかにも触っちゃうかも……いいんですか──!?

　……と、何故か恐れ慄くような顔で迫りくるエリノアに、婦人はほほほと淑やかに笑う。






「ええもちろんです。エリノア様、うちの子たちを洗うの……手伝ってくださいますわよね？」






　ニコーッと口の端を持ち上げるコーネリアグレースの顔は……いかにも企みに満ちていたが──……。

　もちろん、世話好き娘エリノアが、その提案に異議を唱えるはずがなかった。

　エリノアは張り切って風呂場へダッシュした。

















23　再び放たれた男












「…………」






　黒い猫が、民家の屋根の上に佇んでいた。

　少し顎を上げ、目線だけを下にさげ……見下すような表情はモンターク商店の外でうとうとと頭を上下させている老人──メイナードに向けられていた。

　程よく日の当たるその場所で、彼の母に頼みごとをされたはずの老将は──どうやらモンターク家の誰かに出してもらったらしい椅子に座り、こっくりこっくり舟をこいでいる。






　……グレンは思った。

　……見れば見るほどに、すやすやほのぼのと平和そのもの。

　……何をやっているんだあの爺さんは……。






　呆れるグレンがそんな老人から少し視線を横へずらすと、今度はそこに白い獣の背中。

　老将の隣で店の窓に前足をかけ、じっと店内に熱視線を送り続けているのは──ヴォルフガングだ。






　と、誰かが店から出てきた。──リードだ。






「メイナードさん大丈夫？　喉渇いてない？」






　リードはうつらうつらしていた老将に声をかけ、メイナードが顔を上げると、手にしていた茶と茶菓子を手渡した。それから前掛けのポケットに手を突っこむと、店内で働くブラッドリーを窓から覗きこんでいるヴォルフガングに声をかけた。






「ヴォルフ、ほら、おやつだぞ」






　ニコニコした青年が何かを差し出すと、白犬は振り返ってふさふさと豊かな尾を左右に揺らす。






「ワンッワ──……」






　と、嬉しそうに吠えたヴォルフガングは……同時に、はたと、遠くから自分を見ている同胞の視線に気がついた。

　黒猫のハーン？　と意地の悪い薄ら笑いを見て……白犬は──あからさまにしまったという顔をして──スサっと目をそらした。が……その開いた口の隙間に、リードが慣れた手つきでカポッと干し肉を差しこむと。白犬は、うっかりほわ……っと、幸せそうな顔をする。






　その顔を見て気が遠くなったのはグレンだった。






「……あれは……どういう趣向のおやつタイムなの……？　あいつらいったい何しにあそこに……母上がリードの様子見て来いとか……アレどうなったわけ？」






　と──……

　グレンが憮然とボヤいた時。

　干し肉の旨味にうっとりしている白犬の頭をよしよしと撫でていたリードが……屋根の上のグレンの姿に気がついた。






「!?」






　途端、リードの表情がギクリとこわばる。






「……ん？」






　少し距離はあったが、グレンにはリードのうろたえた様子がよく分かった。空色の瞳に、食い入るように凝視された黒猫が首を傾げる。






「？」






　なんだあいつジロジロ見てと、グレンが怪訝そうに見返すと、リードは動揺したように黒猫から目を逸らし、急いで店の中へ戻って行った。青年の普段とは違う様子に違和感を覚えたグレン。……だったのだが──……。






　その視界に、のんびりうとうとした老将と、陶酔しきった顔つきで干し肉を味わっている白犬の姿が目に入ると──呆れすぎてくらりとした瞬間に、グレンの疑問はどこかへすっぽ抜けてしまった。






「……あ、あいつら……いくらなんでも人間に慣れすぎだろ！」






　緊張感のない顔しやがって！　と、黒猫は、イライラと同胞たちを壮絶に睨んでいる。









　　　　　＊　＊　＊









　ところ変わって、王宮。

　品のあるしつらえの一室。その淑女は、茶器を手に長椅子にゆったりと腰を下ろしていた。美しい装いの彼女は、ゆっくりと目線を上げて、彼女の目の前に立っている青年に微笑みかけた。






「それで？」

「…………」






　言い訳があるのなら聞きますけど、と言いたげな彼女の微笑みには静かな圧がこめられていた。

　しかし、問われた青年は、口を一文字に結んで微動だにしない。その機械のような表情に、彼女は知的な眉の片方を持ち上げた。






「あなた……わたくしとの約束をお忘れだったのかしら。重大な契約違反ですよ、これは」






　淑女は笑みを濃くしたが、代わりに彼女の背後に立っている侍女の視線の温度は下がりきっていた。侍女は無言の青年を、ツララのような鋭い目線で刺している。どうやら彼女たちはとても怒っているようだ。

　彼女──ハリエットは言った。






「バークレム書記官……あなた昨日──エリノアさんに食べさせるからって、わたくしたちに菓子づくりを要求したのよね？」

「はい」

「なのに……それが……ほとんど手がつけられずにここにあるというのは、いったいどういうことなのかしら？」

「…………」






　ハリエットが手のひらで示す先──テーブルの上には、たくさんの紙の箱が。

　中には昨日のブレアとエリノアの茶会で提供され、残った焼き菓子が収められている。その製作者たるハリエットは、無念そうにそれらを見下ろしてため息をこぼした。






「エリノアさんが食べてくれるからと思って喜んで作ったのに……少しも数が減っていないじゃないの……どうして土産にも持たせてあげてくれなかったの？」






　と、真顔で立っていたソルがやっと口を開く。






「恐れながら、昨日の場合致し方なかったのです。エリノア嬢は終始緊張しておいでで茶菓子どころではないご様子でしたし……ブレア様に至っては眼中にも──」

「ちょっとバークレム書記官！」






　ソルのあまりに率直な言い草に、ハリエットの侍女クレアが憤慨している。






「せっかく王女がお作りになったのに眼中にないなんて、言葉が過ぎます！」

「申し訳ありません、しかし事実です。ブレア様はエリノア嬢しか見ておいでではありませんでした」






　淡々と返してくる青年に、クレアは文句をつけようと口を開くが……その口をハリエットがテーブルの上の茶菓子で塞いでしまう。






「！（ハリエット様!?）」

「ま、いいのよクレア。ブレア様はどっちでも（どうでも）いいの。初めからあの方がそう甘味を召し上がる方でないことは分かっているのだから。存分にエリノアさんに見惚れておいでになればいいじゃない。それよりも──エリノアさんでしょう!?」






　言いながら、ハリエットは可憐な顔でソルを睨む。






「ダメじゃないバークレム書記官……！　そこはあなたが素早くお菓子を包んで持たせてあげるとか……いろいろ方法はあったでしょう？」

「申し訳ありません」






　ソルは無表情でハリエットの叱責を聞いていたが、不意に苦悩するような顔でため息をつく。






「しかしハリエット様、昨日はビクトリア様の騒ぎもありましたし、騎士たちも押しかけてきて大変な騒ぎだったのです。トマス・ケルル殿は何故か紙ナプキンを大量にちぎり撒き（ケルル※紙ふぶきのつもり）、祝杯だなんだと歓喜しながら肩を組んで大声で軍歌を歌い出す始末で……とてもではないですが、そちらの収拾に手が掛かって土産を包んでいる場合ではなかったのです」






　──それは昨日。エリノアが、押しかけてきたビクトリアを帰らせた後のこと。騎士たちは、ブレアに敵対する側室妃の撤退がよほど嬉しかったのか、それともブレアが無事エリノアを茶会に招けたのが嬉しかったのか……彼らは相当な浮かれようだったのだ。

　見るからにそのような暑苦しいテンションが苦手そうな書記官は、一瞬忌々しげな顔をした。が、すぐに真顔に戻る。






「ですが、確かに──あの場で唯一冷静であっただろう私が責任を持つべきことではありました」






　分かりましたとソル。






「それでは昨日の責任を取り、今から私がエリノア嬢の家へ、これらを届けに行ってまいります。焼き菓子は十分日持ちがしますし、ぜひエリノア嬢に召し上がっていただきましょう」

「え……？　いえ、それだったら何もあなたが行かなくてもこちらで使いを……」






　出すと言いかけた王女を、生真面目な青年はピッと手のひらで制す。






「いえ。やはりここは私の責任ですので。それに──どうやらブレア様もエリノア嬢のことが気がかりでいらっしゃるようですし……」






　ここは私が、とソルが言うと、ハリエットが「あら」と微笑ましそうな顔をする。






「まあ、そうでいらっしゃったの……ふふふ、可愛らしいこと」






　顔をほころばせた王女に、ソルは「ええ」と、真顔で続ける。






「ブレア様は、減らない、と、仰せです」

「……え……減ら、ない……？」






　意味がつかめないという顔で侍女と顔を見合わせた王女に、ソルは淡々と答える。






「はい、減らないそうです。エリノア嬢への欲求が」

「「…………」」






　ソルの言葉に──押し黙った女性陣の顔には、はっきり「この男はいったい何を言い出すのだ」と、書いてある。

　が、そんなことを気にするソルではない。彼は熱弁する。






「そもそもあの茶会は、ブレア様のエリノア嬢に会いたい欲求を抑えるために企画したものだったのですが、結果、欲求は全然減らなかった、と」

「…………」

「〝帰っていく後ろ姿を見ただけで戻って欲しいと請いたくなったのだが、これは、欲求か？〟……と──今朝ほどブレア様が真剣な顔でおっしゃっておいでで。どうやら、昨日の騒動で疲れただろうからとエリノア嬢に休みをお与えになったことも悔やんでおいでのようで、私は、それは困りましたねと──」

「……ちょ──ちょっと待ちなさいバークレム書記官！」






　ハリエットは淡々と続けようとするソルを慌てて止めた。






「？　いかがなさいましたか王女」






　不可解そうなソルに、ハリエットは頭痛を覚えたが……額を押さえながら、なんとか口を開く。






「……あのね、バークレム書記官……エリノアさんのところに行くのはいいけれど、そういうことをあまり率直に彼女に伝えてはダメよ？」






　噛んで含めるように念を押すハリエットに、ソルは不思議そうな顔をした。






「はて？　どうしてでございますか？」






　心底分からないというふうの書記官に、ハリエットはため息をつき──それからキッとソルを睨みつける。






「それはね！　ブレア様が誠意を持って伝えるべき大切な気持ちを……あなたがそんな冷淡な顔で、エリノアさんに事務的に伝えてしまったら台無しだからよ！　そもそも欲求だなんて……そのようにあからさまに言っては女性におかしな誤解を与えかねません！　……いいわね？　絶対に、余計なことを言ってはダメですよ!?」

「…………はぁ……承知いたしました……」






　ハリエットの言葉に、ソルはやや不満げに了承を示す。






　かくして……。






　このド天然書記官が、再びエリノアに向けて放たれることとなった……。

















24　ソル、再び。ＶＳ　コーネリアグレース












「すごい……」






　エリノアは目を瞠って感嘆の声を漏らした。

　その視線の先──浴室にしゃがみこんだ彼女の手元の桶の中には、首から下に水をかけられて毛並みをペッシャリとしぼませた子猫マリーが無言で佇んでいる。






　──先刻、風呂場に来るなり、速攻でコーネリアグレースに風呂の中に放りこまれたエリノア。婦人の妙技で彼女の身体は既にピカピカで。裸の身体にバスタオルを巻いた娘は、今は小さめの桶の中で、ずぶ濡れの子猫を洗っている。

　しかしそんな格好にも関わらず、彼女が何故か手袋をしているのは、子猫たちが女神の印を嫌がるからだった。






「──濡れるとこんなふうになるの……か、可愛い……」






　子猫らは、毛が濡れるとまるで別の生き物のようにほっそりとして。そこに現れたか弱そうな生き物に、エリノアは、ただただ、保護欲を刺激されるばかり。──と、エリノアがハッとする。






「え？　ちょっと待って……こ、こんな仔鹿よりもか細い足で走り回っていたの!?　マリーちゃん、もう戸棚の上から飛び降りたりしちゃダメよ！」

「…………」






　エリノアは必死だが、注意されたところでマリーたちが素直に言うことを聞くわけがない。今も娘の背後では、洗い待ちのマダリンとマールが石鹸を蹴って駆け回っている。そんな二匹に気がついて、止めようと声を上げるエリノアに……不意に、水桶の中のマリーが問う。






「マダリンちゃんたち！」

「……ゆうしゃ、なんで？」

「え──？」






　エリノアがキョトンとして見下ろすと、マリーが小粒の青い双眸をじっと自分に向けている。






「？　どうしたの？」

「なんで……みわけられるの？」






　あたしたちそっくりなのに、と言うマリーに、エリノアは「ん？」と、首を傾げる。

　──子猫たちがこちらに来てから。マリーたちは一度もエリノアに見間違えられたことがなかった。

　兄姉たちにですら、〝末の妹たち〟と、一括りにされ、時折間違われることもあるマリーは、人間のエリノアが己たちをしっかり見分けているのが不思議でならなかった。

　と、エリノアが答える。






「えー……と…………毛、かな……」

「け？」






　怪訝そうなマリーに、エリノアは水桶の中から彼女をそおっと持ち上げて。濡れたマリーの身体をじっと眺める。






「ええと……今は濡れてるからよく見えないけれど……ふんわりしている時、マリーちゃんたちの黒い毛の表面に、少しだけ色が見える時があって……」






　日陰でよく見える気がする、とエリノアは言い、その毛色の違いで識別しているのだと答えた。






「……」






　両手で持ち上げられた子猫は、ふーんと目を細める。どうやらエリノアは、それを毛質の違いか何かだと思っているようだ。が、マリーは、娘が言っているのは、おそらく自分たちがまとう魔力のことなのだろうと察する。

　彼女たちは姉妹でも、母であるコーネリアグレースから受け継いだ魔力が濃い者と、父から受け継いだものが強い者とではそれぞれ魔力の質が違う。エリノアが見ているのは、おそらくその違いのことだろう。

　マリーたちの毛の色は漆黒で、色などはどこにもついていないのだから。

　しかし、それは──いや、魔力の違いどころか魔力そのものすらも、本来人間にはたやすく認識できるはずのないものだった。

　マリーは内心警戒しながらエリノアを見る。






（……やっぱり、これ、ゆうしゃではあるのね……）






「……こんなにまぬけなのに……」

「？」






　はあ、めんどう……と膨れる子猫のつぶやきに、エリノアは不思議そうな顔をしている。






　が──そんな時。不意にエリノアがあれ？　とマリーを洗っていた手を止める。

　耳を澄ませるような素振りを見せ、キョロ……っと辺りを見回して、つぶやく。






「？　ん？　……何か……声がしない？」

「こえ？」

「……誰か来たのかな？」









　……と──その声の元。トワイン家玄関。






「…………」

「…………」






　玄関ドアを開けた女豹婦人（人間態）は、無言でその訪問者と対峙していた。

　訪問して来たその男も、無言で婦人を見ている。お互い怪訝そうな顔をしており、二人の間にはただならぬ威圧感が漂っていた。

　と、男のほうが口を開いた。
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「──御婦人……これはどういうことか、ご説明いただけますか……？」






　言葉は丁寧だが、どこか詰問するような響きがある。男が低い声で問うと、コーネリアグレースが、好戦的な眼差しで嘲笑う。






「あらおほほ、なんなのこの殿方は。訪問早々面倒そうな匂いがぷんぷんするわ、しかしどうぞ？　ご質問がおありになるのならあたくしがお聞きしますわ。何を説明してほしいと……？」






　婦人はカケラも笑っていない目で、やや芝居がかった調子で男を促した。男はそんな婦人に目を細めてから、ジロリと彼女の背後、トワイン家内部を睨む。……マリーたちに散々荒らされて未だ片付けの済んでいないエリノア宅を。






「失礼ながら……拝見したところ、室内が随分荒らされておいでのようだ……まさか強盗にでも入られたのでしょうか？」






　その言葉にコーネリアグレースが高笑う。（※エリノア、この辺を聞いた）






「まーほほほ！　ご心配には及びません。これは、ただ、散らかっているだけですの」






　と、婦人の堂々たる答えに一瞬眉をぐいっと持ち上げた男──言わずと知れたソル・バークレムは、相変わらずの冷淡な表情で婦人に言う。






「散らかって……いらっしゃるだけ？　ほう……それにしてはなかなかに悲惨な状態に見えますが……なるほど。エリノア嬢はお片付けが苦手でいらっしゃる、と……」






　なるほどなるほどと一人で納得したらしい青年は、コーネリアグレースを見上げ、己の胸に手を添える。






「僭越ながら──私は片付けが得意です」






　生真面目にも唐突な宣言に……婦人が生暖かい顔で噴き出す。






「いやだわ……いったいなんの自慢なのお坊ちゃん？　……あたくしだって整頓能力には定評がありますのよ？」






　おーほほ！　と……何故か胸を張って張り合う婦人。が、それはソルの面倒臭い男ぶりを加速させる結果となる。

　コーネリアグレースの言葉を聞いたソルは、トワイン家内の荒れ果てた様子をもう一度一瞥し、異論がありそうにジロリと婦人を見る。






「おや……？　失礼ながらとてもそのようには見えませんが……やれやれ仕方ありませんね……」

「はあ……？」






　ため息をつくソルに婦人が眉を顰めた瞬間──青年は手に持っていたリボン付きの箱を婦人に押し付けて。彼女がなんなのという顔をしているうちに、彼はいそいそと腕まくりをする。






「失礼いたします」

「[image: 〓]」






　突然家に侵入して来た青年に、コーネリアグレースがアイメイクバッチリの瞳を剥いて。が、婦人はそれはならぬと彼の前に立ち塞がった。






「お──おまち！　何が仕方ないんですの!?　勝手に侵入しないでちょうだい！」






　しかし──ソルは、生真面目な顔で婦人に向かって、いえ大丈夫ですと手を持ち上げる。






「先ほども申し上げましたが、私は怪しい者ではありません。それよりも御婦人、ホウキと雑巾はどこですか？　モップがあるとなお良いのですが」

「!?」






　と、そこでソルは少し気遣うような表情を見せる。……威嚇しているコーネリアグレースを完全に無視して。






「調べが足りませんでした──きっと、エリノア嬢は……王宮での仕事がお忙しくてご自宅にまでは手が回らないのですね……そうでしたか……お気の毒に……しかしブレア様の意中のお方のご自宅を、このような状態にしておくわけには参りません。ここはわたくしめがブレア様の配下として──お役に立ちましょう」






　静かに、だが使命に燃えた目をした青年は、手はじめにと床の上に散乱している物を拾いはじめ──コーネリアグレースが鬼顔で牙を剥く。






「いや──ちょ、話を聞きなさい！　なんなのこの人間は……!?」






　と──そこへ──……

　コーネリアグレースの怒声を聞きつけたエリノアが、慌てて駆けつけて来た。






「コーネリアさん！　ど、うし──なんの騒ぎ──……!?」






　いつも飄々としている婦人のただならぬ様子に、またテオティルとでも揉めているのかと──走って来た娘は……

　そこまで言って、コーネリアグレースの巨体の向こうに──黙々と──玄関まわりの散乱物を拾う青年を見つけて壮絶にギョッとする。






「バッ──バークレム書記官!?」






　な、何故ここに……と、目を剥いた瞬間に、エリノアに気がついたソルが顔を上げて……。






「──む」






　途端、彼はグイッと眉間に深いしわを寄せた。






「……お嬢様──……っ！　な……んですかそのお姿は!?」

「ひ!?」






　相変わらず唐突な青年の叱咤にエリノアが身をすくめ、ソルは信じられないという顔つきでエリノアを睨んでいる。






　……慌てて駆けつけて来たエリノアは──裸にバスタオル一枚のままだった……。

















25　エリノアはソルをロボットか何かだと思っていた












　エリノアはしまったと思った。

　慌てて走って来たものの、格好が格好だ。裸にタオルは不味かった。






　──風呂場でマリーたちを洗っていたら。家の中でコーネリアグレースが誰かと揉めているような声がした。

　慌てて駆けつけてみると、何故か玄関でこの──ソル・バークレム氏が散らかったものを拾い集めていて。

　それが、女豹婦人の揉める相手としてはあまりにも意表をついた人選であったもので……エリノアの心臓は、一瞬幽霊でも見てしまったかのように縮み上がった……が……。

　そのソルに、遭遇しょっぱなから叱られたエリノアは、ちょっと待ってよと思ったわけだ。

　だって、だいたいなんでこの人いるのよと。ここは私の家ですけど、と。

　意味が分からないし、叱責だって納得がいかない。裸にタオルでムカムカしてきたエリノアは、ガラの悪い顔でソルを睨んだ。

『なんですかそのお姿は』と怒鳴られたが、おうなんだ、こちとら可愛い毛玉っ子たち（※魔物）とパラダイス風呂の途中でしたけどと腹が立って。

　そもそも、ここで可愛らしく『きゃー！』……などと赤面して叫べるほどエリノアはソルを男として意識してはいなかった。いつも表情が真っ平でどこか奇妙な行動をする書記官殿は、まるで機械のように思えて……。






　──結果……こうなった。






　エリノアはソルを睨み、ハブに遭遇したマングースの顔で拳を構える。






「ちょっと……バークレム書記官！　な、なんで私の家にいるんですか!?」






　そりゃあ自分も格好が格好だが……本来いるべきでない場所にいるのはそっちのほうじゃないかと。

　するとソルは、心底理解できないという顔で眉間にしわを寄せてエリノアを見る。






「お嬢様、どうしてそんな格好で拳をお構えになるのですか!?　それよりも早く服をお召しになってください！」

「!?　服、探さないでいいです！　そんなことしないでいいですから！」






　ソルは床に散乱したものの中から衣類を探し出そうとしている。

　だが……明らかに服が入っていそうもない菓子缶を開けたりしているところを見ると、一応彼も多少慌てているらしい。ソルがあまりに的外れなところを真剣に探している様がキテレツすぎて、大丈夫かこの人と目を剥いていたエリノアは、思わず言ってしまう。






「バ──バークレム書記官！　服は……タンスですよ!?」

「は──そうですね！」

「ぎゃ！　いやっ違う！　自分で取ってきますからちょっとぉ！」






　が──

　その時ドスンと音がした。






「はぁい死罪確定！」

「!?」






　力強い声がして。気がつくと、コーネリアグレースが愛用の金棒を手に立っている。






「コーネリアさ……え!?」






　一瞬婦人のほうを振り返りかけたエリノアは……引き留めようとしていたソルが、急にゴスッ……と音を立てて倒れたことにギョッとする。






「バークレム書記官!?　バークレ……コーネリアさん!?」






　慌てて倒れたソルを助け起こすも──ソルはぴったりとまぶたを閉じてピクリともしない。（※エリノアは能面のような顔が怖いと思った）

　いったい何をと女豹婦人を見上げると、婦人はやれやれと肩をすくめて金棒を消す。






「死罪って……ま、ま、まさか……」






　コーネリアグレースの冷淡な顔に、エリノアの顔から血の気が引く。

　恐怖した顔で問うと、コーネリアグレースは澄ました顔で「だって」と言った。






「エリノア様、本件が陛下の耳に入ったら、この男確実に死刑ですわ」

「コーネリアさんっ！」






　エリノアがソルを抱えたまま悲鳴のような声を上げる。






「確かにこの人、相当変な人だけど……こんなことで死んじゃうなんてあんまりです！」






　うっかりそのまま駆けつけた自分も悪かったのに……と、バスタオル一枚の膝にソルの頭を乗せ、ほとほと涙をこぼす娘に──無言のコーネリアグレースは、この光景もブラッドリーに見られたらこの男死ぬなと思った。






「まったく……」と、婦人。






「……冗談ですよ（三分の一くらいは）。そのアホは死んではおりません、仮死状態なだけですわ」

「へ……？」






　本当に？　と、顔をあげたエリノアに、コーネリアグレースは真顔を迫らせる。






「──エリノア様、ミッションです」

「え……？」






　ミ？　と、不可解そうな顔をするエリノアに、コーネリアグレースは人差し指を立てて言う。






「この男を生かしたかったら、男の記憶を消さねばなりません。布切れ一枚あったとはいえ、エリノア様のあられもない姿を目撃した者を陛下がお許しになるとは思えませんので」






　その言葉にエリノアが、はぁ？　と、眉間にしわを寄せる。






「あられもないって大袈裟な……だって私の過失もあったんですし、そんなことであの優しいブラッドが怒るわけ──」と、言いかけたエリノアに、コーネリアグレースがニッコリと微笑む。






「しばきますよエリノア様」

「…………」

「陛下がどれだけエリノア様に激甘かまだお分かりでない？　あなた様のうっかり過失なんて、陛下は華麗に目をつぶるに決まってるでしょう。そしてこの者がすべての責め苦を負うのです。ちなみに防げなかったあたくしも危ないです」






　キッパリと言う婦人に、エリノアはなんとも言えない複雑な表情をしている。






「……え、えっとそれで私がどうすればいいと……」






　ミッションとはなんぞやと見上げるエリノアに、婦人は、ええと頷く。






「幸い現在はメイナードが活動中です。エリノア様は今からモンターク商店まで行って、陛下に悟られぬようメイナードを連れ帰って来てください」

「わ、分かりました」






　つまり、コーネリアグレースは、ブラッドリーに気がつかれる前にソルの記憶を老将に消してもらおうと言っているらしい。女豹婦人はど迫力の顔を、エリノアの鼻にくっつきそうなほどに寄せて続ける。






「エリノア様！　これはこの男とあたくしの命の瀬戸際です！　全力でなんとかしないといけない案件です！　取り扱いを間違ったら犠牲が出ますよ！」

「え、あ……は、はい！」






　婦人の脅すような強烈な圧に、エリノアはもはや言いなりだった。






「さ！　あたくしは娘たちとテオ坊の口止めをしておきます。術が切れて男の意識が戻る前に！　ほら早く！」

「あ、わ……っ」






　コーネリアグレースに急かされたエリノアは、慌てて立ち上がって玄関を出ようと──して、婦人に止められる。






「エリノア様！　服！」

「！」






　──そのまま（裸バスタオル）で飛び出して行っては、おそらく町民たちに被害拡大の危機である。
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　ブレアはその時、王都城壁の上にいた。

　王都では数年前から老朽化した城壁及び城壁塔の補修工事が進められていて、この度ようやくその竣工検査が終わり、ブレアが視察するにいたった。

　高い城壁の上に設けられた歩廊の上から城下を眺め、そこで生活している人々を静かな眼差しで見ていた彼は、ふと、ある一角に目を止める。






「……行きたいんですか？」

「……気配を消して忍び寄るなオリバー」






　背後からの唐突な声にも動じることなく、ブレアが憮然とした調子で言う。

　それに軽く笑いながら、オリバーはブレアの横に並んで城下を眺めた。






「何言ってるんですか、どうせとっくにお気づきだったのでしょう？　……それよりどうなんです、せっかく城下に来たことですし……帰りにでも寄りますか？」






　どうします？　と、オリバーは城下の──トワイン家の方角を示すが……ブレアはいやと頭を振る。






「……昨日は随分迷惑をかけた。せっかく休日で羽を伸ばしているところに押しかけて気を使わせたくない」






　言ってブレアは息を吐いた。心の中で、会いたくはあるがと、静かに付け加える。

　そんな胸中を察しているらしい騎士は、こちら側でもため息を零す。






「はぁ、まあ確かに昨日のビクトリア様の件は厄介でしたけど──……ちょっと気になる話があるんですが……」

「……気になる話？」

「いや、気になるというよりも、大いに心配な話……ですかねぇ……」






　オリバーの遠回しな言葉にブレアが怪訝そうな顔で振り返る。と、騎士はいやに複雑そうな顔をしている。笑うような、呆れているような……意味ありげな生暖かい表情に、ブレアの片眉が持ち上がる。






「おい……なんなんだその顔は……」

「それが──ソルがですねぇ……」

「ソル？」






　それが思わぬ名前だったのか、ブレアが不思議そうな顔をする。

　生真面目同士で気の合っているソルは、ブレアにとっては優秀な書記官だった。その書記官の何が心配なのだろうかとブレアは首を傾げている。






「そういえば……今日は今朝見かけたきり宮廷でも姿を見なかったが……ソルがどうかしたのか？」






　その言葉に騎士は、ハハハ……と、空々しく笑う。






「あいつ、ハリエット王女に呼び出し喰らったそうです」

「……ハリエット王女？」

「ね？　嫌な予感のする組み合わせでしょう？　生真面目馬鹿と未来の王妃様……二人でいったいなんの話をしているやら……ちなみにその後ソルのやつも城下に外出しています。ブレア様のこの視察とは別件です」

「？　なんだ、王女に何か頼まれたのか？」

「それが……あいつ律儀に外出記録を書いてまして……行き先が──ブフッ」

「？」






　突然噴き出したオリバーにブレアが変な顔をする。






「……なんだ……どうかしたのか？」






　怪訝そうに目を細められたオリバーは、大きな身体を折って笑いを堪えている。






「殿下！　忙しいからって書記官の外出記録、ちゃんと見てなかったでしょう!?」

「それは……確かに今日は視察もあったゆえ……」






　外出記録？　と、眉間にしわを寄せるブレアに、オリバーはちゃんと見なきゃダメじゃないですか！　と笑う。






「？」

「ゲホッブフッ……それが……特にね、備考が笑えるんですよ……〝ハリエット王女のお使い及び──恋煩いでお寂しげな第二王子殿下の心の安定を保つための視察〟……なんですって！」






　言ってからオリバーは、もうたまらんとゲラゲラと腹を抱えて笑い出した。ブレアは──そんなオリバーをこわばった顔で凝視している。






「……な…………んだ、それは……」

「〝恋煩い〟とか〝お寂しげな第二王子……〟って、書記官の外出記録帳で初めて見ましたよ！〝お寂しげ〟……て！　なんスか？　殿下、今朝、ソルに何か〝お寂しげ〟に恋愛相談でもなさったんですか？」

「！」






　言われて何やらブレアがハッとする。

　それを見たオリバーは、……したんだなぁ……という顔でハハハと笑う。






「まあ一応、殿下の沽券こけんに関わるかと思って、〝第二〟ってところは消しておきました。無駄かもしれませんけど！」






　記録がブレアの管理下のもので、記録の主がソルである以上、〝第二〟が消されても、その王子がブレアであることは、誰が見ても明らかだろう。きっと……その記録を見た者は皆仰天するに違いなかった……。






「!?　!?」






　可哀想に……ブレアは真っ赤になっている。






「殿下……ソルの馬鹿真面目さを甘く見ましたね……あいつの辞書に恋愛の文字なんてあるわけないでしょう？　苦手分野すぎているのに、本人気がつかないままお役に立とうと必死になって迷走してます。……まったく……相談相手、絶対間違ってますって」






　なーんで俺にしとかなかったんですかぁ、と──ニヤニヤ言うオリバーに、ブレアは「お前がこういうやつだからだ！」と、心底思った。

　で？　と、笑いを湛えた目でオリバー。






「ソルの、い、行き先知りたいですか？」

「!?」






　知りたいですよねぇと聞いてくる騎士に、ギョッとしたブレアは、恐ろしい顔で言った。






「おい待て、まさか……」

「ははは、そーなんですよ！　つまり……ソルの視察先は──トワイン家」






　──その瞬間の──……固まったブレアの顔は見ものだった。






「──な……なんだと？」

「あなたの馬鹿真面目な書記官が向かった、寂しげな第二王子殿下の心の安定を保つための視察先が、トワイン家です」

「！」

「もう悪い予感しかしないでしょう？」






　ゲラゲラ笑うオリバー。

　それを、身を硬直させ、泣く子が尚更泣き叫びそうな顔をして見ていたブレア。彼は、一瞬絶句していたが──すぐに身を翻し、城壁塔を駆け下りていく。






「あっれぇ？　ブレア様いったいどこへ？」

「……」






　ブレアはニヤニヤ笑いの騎士を鬼のひと睨み。






「分かりきっているという顔で聞くな！」






　青年は足早に石の階段を下りて行き、オリバーは苦笑しながらその後を追って行った。
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「……思ったんだけど……」






　民家の壁に隠れてじっと通りのほうをうかがっていた娘が、ふと言った。






「ブラッドリーにバレないようにって……それ絶対無理じゃない……？」






　渋い顔で言いながら、モンターク商店を見ているエリノアは、今度はもちろんきちんと服を着ている。

　洗髪した髪も女豹婦人に魔法で乾かしてもらい、ふんわりと肩の上で波打っていて、その揺れる髪を……娘の背後から嬉しそうに指で弄んでいた銀の髪の青年は、娘の疑問にのほほんと答えた。






「当然です。魔王はエリノア様をすぐに感知しますよ。多分気配くらいはもうすでにさとられていると思います。私もセットで」






　テオティルは平和そのものという顔でそう言って。エリノアは頭痛を感じて頭を押さえた。

　それでどうやって、ブラッドリーにバレないように、メイナードを連れ出せというのだろう。

　悩んでいると、テオティルがニコニコ頭を撫でてくる。






「要はあの年老いた魔物を連れてくれば良いのでしょう？　なんでもいいのでは？　魔王はエリノア様には気を許しています」

「なんでもって……そうもいかないでしょう？　コーネリアさんとバークレム書記官の身の安全がかかっているのよ!?　ここは慎重にいかなきゃ……」

「……」






　壁にかじりつく主人の真剣な様子に……聖剣は珍しく難しい顔をして、腕を組みフムと考えこむ。

　主人の言う者たちのうち一人は魔物だ。それにもう一方の人間の男のことは、エリノアがかなり警戒しているように見えたのだが。






「うーん私はてっきり……あの男こそが主人様の真の敵かと思ったのですが……」






　主人様の敵の判別が難しいですねぇ……と、のんきな聖剣は独ひとり言ごつ。……危うくソルは、聖剣から勇者の真の敵認定されるところである。……それも魔王を差し置いて。









　さて、とにかく。こうしていても仕方がないということで。エリノアはとりあえずモンターク商店に乗りこむことを決断した。ひとまずは買い物でもしにいくふうを装って、先にブラッドリーの動向をそれとなく確認しておく作戦だ。

　客が途切れたタイミングを見計らって、エリノアは緊張を顔に張りつかせ……いつもと同じ調子で店の扉を元気に押した。






「こんにちはおじさん！　ブラッド調子はど──どうしたの!?」






　入店してすぐに、エリノアは愛する弟を見つけたが……途端、娘は目を剥いた。






「あ……姉さん……」






　棚の前で品物を補充していたブラッドリー。姉に気がつき振り返るが、その顔が──あからさまに暗い。瞳も沈んでいて覇気がない。まるで背中の後ろに暗雲でも立ちこめているような弟の様子に、エリノアはうろたえた。

　すると店の奥から、彼女の声に気がついた店主が顔を出して。店主は彼女に手を振ってくれるが、彼もまた暗い表情のブラッドリーを気遣うような視線を寄越す。






「よう、嬢ちゃんいらっしゃい……それが……なんだかさっきからブラッド坊ちゃんの元気がなくてねぇ」

「えっ、だ、大丈夫!?　気分でも悪いの？　びょ──病院に行く？」

「……ううん、大丈夫、ごめん……そうじゃないんだ……」






　エリノアが一目散に駆け寄り弟の額に手を押し当てると、彼は力なく笑って。それがどこか儚く危うげな表情に見えて。エリノアの不安は大いにかき立てられた。






「姉さん、僕、大丈夫だよ……？」

「や、とてもそんなふうには……ちょっと待ってブラッド、ちゃんと話そう？　ね？」






　そうして慌てたエリノアはリードの父の元へ飛んで行き──。

　……その頭からは……ソルやメイナードのことはすっかりコロリと抜け落ちてしまったのであった。









　少しだけ休憩をもらえるようにモンタークの店主に頼んで。エリノアはブラッドリーを店の倉庫に連れていった。

　暗い顔の少年を、置いてある椅子に腰掛けさせて、自分もその隣に腰掛けた。






「それで……いったい何があったのブラッド」

「…………」






　ブラッドリーは深く落胆した顔で床を見つめていたが、姉の問いかけに少しずつ口を開く。ポツリポツリと溢される話を聞いていると、どうやら彼が思い悩んでいるのは──リードのことのようだった。






「……リード？」






　喧嘩でもしたのかと問うと、違うと首を横に振る。しかしよほど消沈しているのか、彼の口はとても重かった。具体的な話はしてくれず、ただ、『グレンの正体がバレそうになり、誤魔化すために嘘をついた』と彼は告げ、それを聞いたエリノアはギョッとして驚いた。






「そ、そんなことがあったの？　ごめん、全然知らなかった……」






　与えられた情報が少なかったエリノアは、その話が、己を助けようとしたグレンが絡んだ一件なのだとは気がつかなかった。

　ブラッドリーはため息まじりにつぶやく。






「……ある程度は……仕方ないと思う。魔王だ、魔物だって、人間のリードになんでも正直に言えばいいってものでもないし……」

「……うん……」






　ブラッドリーの言葉にエリノアも物憂げな顔で頷く。

　姉弟はリードのことをとても信頼しているが、彼にはできるだけ自分たちの正体については明かさないと決めていた。

　何も知らない彼にすべてを打ち明けても、困惑させることは明らかだったし、何よりリードたち一家は、この地に根ざした商人である。その商売は、町民たちからの信頼で成り立ってきた。

　対してブラッドリーはといえば、民たちには恐怖される存在で。聖剣持ち逃げ犯であるエリノアもあまり胸を張れる立場でもない。

　ブラッドリーもエリノアも、できればこの先も何事もなく普通の人として暮らしていきたいと願ってはいるが……この先何があるとも分からなかった。

　万が一ブラッドリーの正体が世間に露見するようなことがあった時、自分たちと親しいリードたちがなんらかのとばっちりを受ける可能性は大いにある。それだけは、なんとしても防がなければならない。

　そのためにもエリノアたちは、リードたち一家には何も知らせないほうがいいと考えていた。

　知らなければ何かが起こった時にも、モンターク商店の面々は自分たちに『騙されていた』と、まだ言い訳が立つかもしれない。






　──だけど、とブラッドリーは苦悩の表情を見せる。






「……でも今回またリードに嘘をついてしまって、ふと……こんなに優しいリードに、僕はいつまで嘘を重ねるんだろうって思った」

「ブラッド……」

「かといって、本当のことを打ち明けたとしたら、リードがどんな顔をするかなって……リードは本当に善良だから……僕がこんな存在なのだと知られたら、きっと離れていくよね……」






　二進も三進も行かない。正体を欺くより他になく、欺くのをやめたらやめたで怖がらせてしまう。

　そう悲しくなった少年は暗い顔で口をつぐみ、心の中でつぶやく。






（それに……僕は、まだ姉さんにすら転生前の話をほとんど何も話してはいない）






　恐ろしくてとても話せなかった。

　永い永い魔王としての時代、魔物を束ねるものとして、時に無慈悲に振る舞った。そんな自分を知ればリードどころか、姉だって自分のことを恐れるのではないか。

　ブラッドリーは世界の何者をも恐れはしないが、それだけはとても怖いと思った。






（──二人を失ったら、邪悪な僕には……いったい何が残るんだろう……）






　もしかしたら人の世界とは決別するのかもしれない。

　それとも……全てを壊したくなるだろうか。






　……考えはじめると、暗澹あんたんとした思いに囚われて、ひたすら途方に暮れてしまう。と……。

　不意に、目の前でスッと姉の息を吸う音が聞こえた。






「──でも──……ブラッドは、ずっとリードが大好きでしょう？」

「え……？」
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　優しい問いかけに弾かれるように顔を上げると、姉が自分の手を取っている。

　エリノアは、ブラッドリーの手の甲を慰めるようにさすりながら言った。






「リードの反応は……正直私にも分からない。リードだから大丈夫……って言ってあげたいけど……やっぱりことがことだから……どんなに優しい人でもきっと驚くとは思うのよ……」

「……」






　そう言われると、ブラッドリーは再び俯きそうになる。が、その瞬間に、姉が力をこめて彼の手を握りしめた。

　エリノアは少し声音を低くして、改めてブラッドリーに向かい直った。少しだけ聞き辛そうな顔で、しかし何かを決意するような表情で問う。






「その……もしかしてブラッドは……以前の生で……魔王として生きていた時に、何か──リードが知ったら嫌われるような行いをしたの？」






　姉の切りこんだ問いに、ブラッドリーはグッと何かに耐えるような顔をした。それはまさに、彼が先ほどエリノアやリードに知られたくないと思っていた事柄そのものだった。

　怖がられたくないと思ったブラッドリーはとっさに言葉に詰まったが……しかし姉の顔は真剣で。少年は躊躇したあと、奥歯を噛んで──重く、頷いた。

　それを見たエリノアは、ほんの一瞬悲しそうな目をして、「そっか」とつぶやいた。口は真一文字に結ばれている。

　エリノアも、そうではないかとは思っていた。覚醒した当初から、ブラッドリーは時折冷酷な一面をのぞかせる。転生後の今でもそうならば、転生前の様子も少しは想像がつくというもの。

　しかし……そうは思っても、彼女はブラッドリーの手を離さなかった。

　エリノアは、苦しそうな顔で自分から目を逸らしている弟に言う。






「でもねブラッド。怖がられてもリードはリードだから」

「……ぇ」

「ブラッドリーがたとえ魔王でも、変わらず私の弟であるように、私たちを怖がっていても、リードは変わらず私たちに親切にしてくれたリードだわ」






　エリノアは、戸惑った顔のブラッドリーににっこりと笑って見せた。






「私たちリードのこと大好きだから、彼が私たちをどう見ても、私たちはリードを大切にしなきゃ」

「……うん」






　辛そうだが、ブラッドリーはエリノアの言葉に頷いた。

　人の感情は他者には変えようのないものだ。できることがあるとすれば、それは己の気持ちや行いを整えることだけだとエリノアは遠回しに諭している。






「大丈夫、私がずっと一緒にいるから。ね？」






　一緒に頑張ろうと姉に言われると、少し気が楽になったのかブラッドリーはちょっとだけ口角を上げる。そんな弟を見てほっとしたらしいエリノア。が、娘はふと何かを思い出したようにもう一度「でも……」と言った。

　天井のほうを見ながら少し首を傾けている姉に、ブラッドリーは不思議そうな顔をする。






「どうしたの？」

「えーっと……ちょっと思い出して……ブラッドはずっと病気だったから通えなかったけど……私毎週教会に行っていたでしょう？」






　エリノアがブラッドリーに向き直って言うと、少年は唐突な話に瞳を瞬く。






「町にある……女神教会のこと？」






　問うと、姉はそうと頷く。






「そこで私、人は死んだあと天界で裁きにかけられて、生きていた頃に罪があれば罰を受けるって教わったわ。魂は女神様によって皆公平に審判にかけられるそうよ」






　その言葉を聞いたブラッドリーはやや怪訝そうに、姉に小さく頷いて見せた。






「それは──確かに。女神たち天界の領域の話だね」






　我ら魔物とは、関係のない話だと思いながらブラッドリーは姉の顔を見た。すると、エリノアはじゃあと弟の顔を見つめる。






「それなら……ブラッドリーは一度魔王として死んだのだから、新しい今の命をもらう前に魂の国でもう罪を償って来たんじゃないの？」

「……え……？」






　姉の発言にブラッドリーはぽかんと口を開けた。






「だってブラッドリー、あなたが魔王として勇者に滅されたのはもう千年も前よ？　千年もあとに生まれて来たってことは……その間ずっと償っていたってことかもしれない」






　真剣な顔で言われ、ブラッドリーは返答に窮する。彼には女神に魂を囚われていた頃の記憶はない。そんな苦々しい時代のことなど深く考えたことはなかった。

　しかしエリノアは考えてみてよと言う。






「天界と魔物の魂は関係ないのかしら……うーんでも……確かにあなたが前に言っていたみたいに、人の世の負の感情を得て、あなたは魔王としての力を復活させたのかもしれないけれど──一度は勇者に滅されて、魂が女神様の支配下に入ったのだから……それを女神様が放っておくとは思えないのよね。やっぱり罪があったなら、他の死者の魂と同じように裁かれて罰を受けたと考えるのが自然じゃないかしら。そして償いが終わったから、千年後の今、再び生を与えられた……て、これ──楽観的な考えすぎる？」

「そ、れは……」






　エリノア自身が言う通り、かなり楽観的な考え方だとブラッドリーも思った。女神側からすれば、魔王は大罪人だろう。人の魂と同じようにはかることなどできるだろうか。

　だが……記憶もなく違うとも断言できず。少年は分からないと戸惑った返事を姉に返す。するとエリノアは、そんな弟の手をよしよしとさすった。






「ま、そうよね、本当のところは分からないわよね。天界での記憶は消されると言うし……でも私、そう思うことにする」

「ね、姉さん……？」






　キッパリ言い切るエリノアが意外すぎて、ブラッドリーは困惑の表情を見せた。が、エリノアは苦笑する。






「いいのいいの。だって、そもそも女神様がこの世で一番魔王ブラッドリーに激甘な私のところにあなたを送りこんだのよ？　少しくらいえこひいきな考え方しても女神様も怒らないと思う」

「…………」






　あっけらかんとした姉の主張に、ブラッドリーは唖然と言葉を失った。

　なんという開き直り。女神の意思すら己のいいように解釈し、微笑む姿は図太いというかなんというか……。

　しかし本人もそれは分かっているのだろう。エリノアはニンマリと子供のように笑って肩をすくめて見せる。






「ま、そういうことにしておきましょうよ。だからもう後ろめたいとか思わないで。人間毎日生きるだけでも大変なのに、生前の罪まで背負っていたらやってられないわ」

「……だ、だけど……」






　投げやりな言葉にブラッドリーは戸惑うが、エリノアは異議がありそうな弟の口を、にまーと笑うことで封じる。その朗らかでいて……少々したたかそうな顔を見て。ブラッドリーは、すっかり気がぬけてしまった。






　あ、とブラッドリーは己の胸を手で押さえる。






（……まただ……）






　……また、気がぬけたついでに、ブラッドリーの心の中に渦巻いていた毒気もきれいさっぱりぬけていっていた。

　恐れや憂鬱さで穴が開いたようだった胸は、いつの間にか安心感で満たされている。






「…………」






　ブラッドリーは思った。

　エリノアも、きっと魂の国での償いなどと本気で言っているわけではないかもしれない。ただ、暗い顔の弟を慰めるためにわざと軽く笑ってのんきな言い分を言い張っているのかもしれなかった。

　それでも。






「……」






　ブラッドリーの顔が薄く微笑む。

　姉が向けてくれる気持ちの何もかもが嬉しくてたまらなかった。痛感するのは、やはり自分には姉が絶対的に必要だという想いだ。






（……やっぱり僕、姉さんがいないとダメだな……）






　ブラッドリーは心からそう思い──姉を好きすぎる自分が少し恥ずかしくなった。気恥ずかしくて、うっすら赤くなった自分の顔を隠すように、うつむこうとした──時。






　突然、エリノアが、あ！　と、叫んだ。






「？」

「しぃ……まったぁっ！　そういえば……バークレム書記官のこと忘れてたわ!?　ブラッドにバレる前にメイナードさんを────ぁ……」

「………………」






　しんみりしていたブラッドリーは、「ぁ……」と漏らしながら、あからさまにしまったという顔で自分を見る姉の顔に──……にっこりと微笑みかけた。






「……姉さん？」

「あ、え、えー……とぉ……バレ、バレリーナが……？」






　珍妙なことを言いながら、スサッと目を逸らすエリノアに、ブラッドリーは目を細めてハハハと笑う。






「そんなに目を泳がせちゃって。まったく……姉さんったら可愛いったらないよ……ふふふ……で？」

「え？　えーっと……」






　魔王顔で迫りくる弟の顔に……エリノアの目は、すよすよと泳ぎ続ける。

















29　眠れる老将と弄ばれた白犬












　うっかり口をすべらせたくせに、エリノアは頑として口を割らなかった。






「こ、これ以上の失態は犯せない……姉さんには約束を守る義務が……！」

「…………」






　倉庫のすみに逃げこんで。追い詰められたネズミのような顔をしているエリノアを見て、ブラッドリーは「ちょっといじめすぎたかな」と思った。

　最初でこそ本気で聞き出そうとしていたブラッドリーだが、姉の反応がいちいち過剰なのが面白くて。それがあまりに可愛かったもので。途中からすっかり目的が変わってしまっていた。そして……ついついからかいすぎた。

　エリノアからすれば、邪悪な微笑みを浮かべた弟に問い詰められては、さぞたまらなかったことだろう。

　だがともあれ。この姉の半ギレ状態の頑なさを見る限り……彼女はまた何か変なことをやらかしたには違いないが、おそらく誰かを庇っているのだ。だてに姉を偏愛し続けてきていないブラッドリーにはそれが手に取るように分かった。

　ふーんとブラッドリー。冴え冴えとした緑色の瞳は何もかもを見通すような色をして、姉の顔を見下ろしている。






「誰かな……僕の姉さんに庇われている小憎らしいやつは……チビたちかな……？　それともコーネリアか……」






　目を細めてそうつぶやくと、後者の名を聞いた瞬間細い肩がビクッとこわばった。なんともまあ……分かりやすいことである。

　ブラッドリーは、本当に……頼もしいんだか間がぬけているのか……我が姉ながらよく分からないなと思った。

　だがまあしかし、その迂闊なところが姉の可愛げである。そして姉がこうなってしまうと、結局自分が折れてやらねばならないことをブラッドリーはよく分かっていた。

　……で？　と、ブラッドリー。






「僕に内緒で何をしたいの？　メイナードが何？　彼の魔法を頼りたいの？」

「そ、その……」






　倉庫のすみで縮こまったエリノアは、だらだらと汗をかき……戸惑いがちにうんと頷いた。

　それを見たブラッドリーは、やはり呆れたように目を細めていたが……

　分かったとあっさり了承の意を見せる。少年はズボンのポケットからハンカチを出し、姉の額の汗をぬぐいとる。






「メイナードなら店の裏で寝てるよ。勝手に連れていって」

「え……いいの？」






　意外そうに見つめられて、ブラッドリーはため息をつく。






「……姉さんの様子を見る限りでは、絶対にろくでもないことなんだろうとは思うけど」

「[image: 〓]……」

「……まあいいよ。今回は目をつぶる。その代わり、無茶はしないって約束して」

「え……う、うん！　わ、分かった！」






　ブラッドリーの少し拗ねたような目に、エリノアは慌ててうんうんと頭を何度も縦に振った。

　その子供のような顔を見たブラッドリーは、本当に大丈夫なのかとかなり疑わしく思ったが……はぁと諦めたようなため息をもう一つ。彼は、此度は姉を詮索しないことにした。

　──姉も、己の過去を深く詮索せずに自分を受け入れた。ならば自分も、姉の隠したいと思うことを暴くわけにはいかない。






（…………だけど、今回だけだ）






　ブラッドリーは、慌てて倉庫を出て行こうとしているエリノアの後ろ姿を面白くなさそうに見送った。見過ごそうとは思うものの、心配でイライラはしているらしい。少年の影からは不穏な煙が漏れ出ている。






（……あーもう……男関係じゃないだろうな……）






　……バッチリ男関係ではある。ただし、相手はソルだが。












　そんな弟に見送られたエリノアは、不思議そうな顔で首を傾げた。






「？　ブラッド……なんで急に許してくれたんだろ……」






　弟は途中までかなり威圧的な顔をしていて。これは絶対口を割らないと離してくれないのではと、かなりの長期戦を覚悟したのだが。






「うーん……まあ、いいか……」






　弟とはあとで家でも話をすることができる。エリノアはとりあえず、今はとっとと面倒臭い男ソルの件を片付けようと思い直した。それに、リードに変化を目撃されたというグレンの一件のことも気になった。

　倉庫を出たエリノアは、今日はまだまだ忙しいぞと、足早に店内へ戻り、そこから店の裏側へ出る扉を開けて──。






「メイナードさ──！　……うっわ！」






　そこにいるはずの老将の名を呼びかけたエリノアは、その光景を見て目をまるくする。






　……扉脇の程よい日向。ゆり椅子に乗せられて眠っているメイナード。が……。

　近所の子供たちに囲まれていた。

　子供たちはキャッキャッと楽しそうにメイナードの髭や長い眉毛を三つ編みにし、その先端に色とりどりのリボンを結んでいる。彼の膝の上で、しわがれた手に包まれた空の湯呑みには、そこらで摘まれたらしい草花がたくさんいけられている。

　……その光景には……どうにかこうにか彼をメルヘンに飾り立てようとした子供たちの心意気が垣間見えるのだが……可愛くされた老将の隣には……死んだ目をしたヴォルフガングが転がっている。

　魔将の耳と四肢としっぽにも、これまた可愛らしいピンク色のリボンが結ばれていて。それがあまりに屈辱だったのか、単に子供たちの相手に疲れただけなのか……魔将はピクリとも動かない。

　石畳にゴロンと転がりぐったりしている大型犬と、リボンや花の可愛らしさが相まって……。

　なんともシュールな絵面にエリノアは思わず無言になってしまう。

　さらに──そこにはいつの間に合流したのかのんきな顔のテオティルの姿もあって。

　彼は子供たちが魔物たちをリボンと花まみれにしていく様を興味津々にながめていた。






「ほう……魔物たちが大人しくなっていますね……その紐は封印具か何かですか？」

「はあ？　なに言ってんの兄ちゃん。ふういんぐってなに？」






　感心したふうのテオティルに……子供たちはキョトンと首を傾けていた。






「………………大丈夫なのアレ……」






　魔物として……とエリノア。

　あまりにものどかな老将たちの状態に唖然としてしまう。が、いや、アレこそが平和の象徴。理想の姿なのか……いやしかし……と、エリノアは人間と魔物の共存について深く考えさせられて──。

　いたのだが。

　そのエリノアの背に……不意にトンッと何かが当たる。






「あ」






　ふっと振り返って仰ぎ見ると──重ねられた大きな紙の箱が目に入った。その向こうから自分と同じように「あ」と漏らす声が聞こえて──誰かの顔がこちらをのぞく。






「すみませ──……っ、……ノア……？」

「あれリード？」






　配達か何かから戻って来たのだろうか。店の表側から回って来たらしい青年は、大きな箱を腕に抱えている。しかし、彼はエリノアを見て……一瞬ひどく驚いた顔をした。

















30　違和感












　エリノアは驚いた。






「……え？」






　リードはエリノアを見た瞬間、一瞬だけたじろぐような素振りを見せた。リードの足がジリっとほんの数センチだけ下がって。それを目撃したエリノアはその意味が分からず彼をぽかんと見上げる。

　リードの様子がおかしい。自分を凝視する空色の瞳には、明らかな動揺が見て取れた。






「リード……？」






　思わずエリノアの口から上擦った声が出る。

　ぶつかりそうになって驚いた……というだけにしては、青年の表情が固い。

　リードはいつでも姉弟たちにあたたかな視線を向けてくれていて。この気のいい幼なじみの青年に、彼女はこれまでこんな表情を向けられたことはなかった。

　無茶をしがちなエリノアを心配してリードが叱るようなことはあっても、彼とはあまり喧嘩もしたことがない。

　戸惑ったエリノアは、オロオロした顔で幼なじみを見る。何か自分は彼を困らせるようなことをしてしまったのかと記憶を探るが、心当たりがない。が、ふと弟の言葉を思い出した。






（……え……まさかグレンが変化を見られた件で何か……）






　そうハッとした瞬間……見上げる青年も、ハッと夢から覚めたような顔をした。

　彼は自分がエリノアを戸惑わせていることに気がつくと、慌てて何かを振り払うようにいつも通りのにこやかな表情を作って見せた。

　まずはすぐに箱の当たったエリノアの背を案じて、それからエリノアにどうしたのかと聞いた。

　問われたエリノアは、まだ戸惑ってはいたが、おずおずとメイナードを迎えに来た旨を告げる。と、彼は心得た様子で出入り口付近に箱を置き、メイナードを起こしに行ってくれた。

　老将を優しく揺り動かし、目覚めを促すリードの表情は朗らかだ。──が、エリノアは、その表情を見て困惑を深める。

　エリノアはリードとは長い付き合いだ。そんなエリノアには、彼が珍しく、とても緊張していることが分かった。

　リードの顔に貼り付いた笑顔は、本心を隠そうとするようにどこかよそよそしい。違和感を覚えたエリノアは、どうしたのかとリードに聞きたかった。しかし……リードの笑顔はそれを拒んでいるかのようでもあった。









「……」






　メイナードを連れて家に戻る道すがら、エリノアはふと足を止めて後ろを振り返った。

　視線の先にはモンターク商店。外から店の中を覗く白い犬の背が小さく見える。

　そこに──リードの姿はもうない。

　別れ際、足早に立ち去ろうとするリードにエリノアは思い切って聞いてみた。何かあったのかと。しかし青年は、一見いつも通りの顔で、何もないと笑って首を振るだけだった。






（……本当に？）






　立ち止まったままのエリノアはモヤモヤした気持ちを持て余す。

　リードは自分たちに嘘をついたことはない。その言葉を信じたいが、先ほどのリードの表情がどうしても引っかかっていた。

　ついつい重いものを喉から押し出すようにため息を零すと、それを聞いたメイナードが寝起きの顔で不思議そうにエリノアを覗きこむ。

　老将は立ち止まったままのエリノアにモゴモゴと小声でどうしたのかと問うてきた。優しい色の髭を蓄えた老将の顔を見ると、所在なさげだったエリノアの顔が少しだけほぐれる。






「あ……いえ、その……リードが私の目を見なかったから……」






　それがちょっと気になってと小さく答える娘は、とても不安そうだ。

　こんなことは今まで一度もなかった。

　いつだって、怒っている時も、悲しんでいる時でも。リードは真っ直ぐに自分の目を見ていたのに。……そう思うと、エリノアは心にぽっかり穴が空いたような気分になる。なんにせよ……理由もなく人はあんな顔をしない。

　何故だろうか、とても嫌な予感がした。






　沈んだ気持ちで自宅の扉を開けると、その瞬間「あらおかえりなさいませ」と、艶のある女豹婦人の声がする。

　婦人はホウキを持って立っていて、メイナードの顔を見るとホッと胸を撫で下ろす。






「ああ無事に戻ったのねメイナード。よかったわ、危うくわけの分からない掃除男（ソル）と心中する羽目になるところよ」

「あ……コーネリアさん掃除終わらせてくださったんですか……？」






　どうやら婦人は掃除をすませてくれたようで、家の中はきれいに片付いていた。

　リードの反応が気にかかり、ぼんやりしていたエリノアは、それに遅れて気づいて礼を言う。と、女豹婦人は、いえいえこれも証拠隠滅の一環ですからと飄々と言い──そして彼女はスッと目を細めて廊下の隅へと視線を放る。






「それに目が覚めた時にまだ散らかっていたら、また掃除ができないなどとレッテルを貼られるでしょう？　まったく、このあたくしに向かってですよ？　どういうことよ、失敬な。この整理整頓の魔術師に向かって青二才が……」

「え……？」






　ブツブツこぼすコーネリアグレースは何かをホウキでゴスゴス叩いている……その物体を見て……。

　エリノアが「う……っ!?」と喉に息をつまらせて跳び上がった。






「ひ、ひぇっ！」






　コーネリアグレースがホウキで小突いているのは……玄関脇の隅に押しやられ、転がされたままのソルだった。

















31　ソルの爆弾投下












　腹立たしげに青年をホウキで小突く婦人をなんとか止めて……。

　エリノアは眠れるソル・バークレム書記官を、寝起きの老将メイナードに託した。









「…………おや…………？」






　さわやかな黄色いリボンのついた菓子箱を手に、トワイン家玄関扉の内側で目覚めたソルは、ハラハラしながら自分を見上げているエリノアに気がついて、そう言いながら片眉を持ち上げた。






「……？　私はいつの間にお宅にお邪魔させていただいたのでしょうか……？」






　何か違和感を感じているのか、怪訝そうな青年は眉をひそめている。そんな彼に慌てたエリノアは、考える暇いとまを与えてはならないと、焦った様子で声を上げた。






「こ、こんにちはバークレム書記官！　きょ、きょ、今日はどうなさったんですか？」






　愛想笑いを盛大に貼り付けた顔で、精一杯何事もなかったかのようにソルを迎えるエリノア。だが、いかんせん演技がわざとらしすぎる……。

　エリノアの後ろでは、人間に化けたコーネリアグレースが「下手ねぇ」と失笑をこぼしていて。そしてこの面倒な書記官ナンバーワンのソルも、エリノアのそんな有様をやはりスルーしてはくれない。

　ソルは疑わしそうな目でエリノアを見る。






「……どうなさったのですかお嬢様、挙動不審ですよ」

「!?　なんですか!?　家はきれいですよ!?　ふ、ふ、服だってちゃんと着てるし！」

「服？　服は着ていて当たり前です」

「わ、分かってますったら！　そ、それよりバークレム書記官、身体は大丈夫ですか？　い、痛いところとかは……」






　メイナードを信用していないわけではないが（※魔王配下）、魔物の術にかけられて、何か副作用のようなものでもあったら大変と。エリノアはソルの顔色をハラハラと見上げている。

　しかしそんなエリノアの気苦労も知らず、ソルはエリノアを「出迎え早々におかしなことを聞くお方だなぁ」という目で見て……「ふむ」と、顎に指をかけて考える素振りを見せた。






「そうですね……しいて言うならば、何故か身体の側面が痛いですね。打撲のような痛みがございます」

「……」






　それを聞いたエリノアは、背後の婦人へ引きつった鬼顔を向ける。

　ソルのその痛みは、もちろんコーネリアグレースにホウキで散々小突かれたものである。

　しかし当然、当人はケロリとした顔で、ほほほと笑うだけだった。









「──それで……今日はいったいどのようなご用件で……？」






　打撲傷を与えた負い目もあってか、エリノアは丁寧にソルを居間に通した。

　椅子を勧め、お茶を出してから、自分も彼の前の椅子に着席しながらそう問うた。色々あって息切れ気味のエリノアの顔はすっかり疲れ切っている。しかしソルは無事に、裸にバスタオル一枚で出てきたエリノアに遭遇した記憶を忘れているようだった。

　密かにホッとする彼女の問いを受け、ソルは「はい」と一度頷いて。それから持参した箱を丁寧な仕草でエリノアの前に置いた。






「？　これは……？」






　キョトンとするエリノアに、ソルは、自分がハリエット王女の使いで来たということを説明する。






「え……ハリエット様？　ハリエット様のお菓子!?」






　その名を聞いた途端、素直なエリノアの顔がパッと輝く。

　事情を聞いた娘は嬉しそうに「開けていいんですか？」とそわそわした調子でソルに聞き、彼から了承を得ると、箱を開け、そこにずらりと並ぶ焼き菓子に相好を崩した。






「す、すごいっ、いい匂い……」






　昨日は緊張してお茶菓子どころではなかったエリノアは、蓋を開けた途端ふんわりと香ってきたバターの香りに感動しているようだ。

　色々心配事もあって。張り詰めていた心にハリエット王女の心遣いが染み渡るかのようだった。ちょっぴり涙ぐんだエリノアは、天井を仰ぎ「ハリエットさま～♡」と、王女の名を称えるように呼んでいる。






「…………」






　そんなエリノアを……無言で眺めているソル。

　彼は密かに、菓子を前にまる顔をふくふくさせた娘の分析を試みていた。

　メイナードに記憶を改ざんされてしまったソルだが……彼は、もう一つの目的を忘れてはいなかった。ソルは心の中で首を捻る。






（…………この感情の読みやすそうなお嬢様のいったい何が、ブレア様を悩ませているのだろうか。………………）






　ふむ、と、ソル。






「…………お嬢様」

「え？」






　書記官に重い声で呼ばれたエリノアが顔を上げる。彼女は、真っ直ぐに自分を見ている書記官の真面目な瞳に気がつくと、キョトンと目をまるくして「なんですか？」と返事をした。ソルはかしこまった顔で背筋を伸ばし、抑揚のない声で彼女に聞いた。






「──お嬢様は、ブレア様のことがお好きですか」






　…………唐突にも、どストレート……。






　途端──居間の中がシンッ……と、静まり返る。

　食い入るようにエリノアの返事を待つソル。

　ぽかぁぁぁん……とするエリノア。（の、後ろで生暖かい顔のコーネリアグレース）






　キッパリスッパリ端的に問われた娘は、その言葉があまりにも直球すぎたのか……一瞬、質問の意味が脳に届かないという表情をした。






「……ぇ……オジョウサマハ、ブレアサマノコトガオスキデスカ……？」

「はい、ご回答願います」






　と……けろりと真面目に頷く青年は、エリノアに余計なことを言うなというハリエットの忠告をすっかり忘れている。






「………………」






　問われたほうのエリノアは。

　彼女はたっぷり一分ほどの時間を思考が止まった状態で過ごしていたが……。

　脳内で反響していた片言の「オジョウサマハ、ブレアサマノコトガ……」というソルのセリフが徐々に正常変換されていき……その意味がじわじわと理解でき……た、瞬間──……。






　ゴトっと音がして。忽然と、エリノアがテーブルから消えた。






「？　お嬢様？」






　正面に座っていたエリノアが消えたのを見て、ソルが驚いた顔でテーブルの下を覗く。

　するとその床の上には、真っ赤になった顔を両手で覆ったエリノアが。

　ブルブル身を震わせて転がっているエリノアを見たソルは、足早にエリノアの傍に駆け寄った。






「お嬢様何故床に!?　めまいですか!?」

「…………ぅう……」






　羞恥に呻くだけのエリノア。そんな娘の顔色が異常に赤いことに気がついたソルは、怪訝な顔でまさかとエリノアの額に軽く触れて。その熱さにハッと目を瞠る。






「あ、熱い！　こんなに熱があるのに何故医者にかからないのです!?」






　誰もが「いやあんたのせいだから」と思う中、ソルは、これはいけませんと迷うことなくエリノアを抱え上げた。






「医者に行かねば！」

「……う……ち、ちが……」






　羞恥で死ぬほど恥ずかしそうな娘を抱え、毅然とした様子で外へ出て行こうとする男……。

　問答無用で医者に連行されそうなエリノアは必死で異議を唱えているが、如何せん……ソルに与えられた精神ダメージのせいで声が弱々しすぎた。

　エリノアは、おびただしい汗をかきながら……ソル・バークレムに抱き抱えられて家から連れ出されて行った……。






　……それらの光景を……。

　すべてエリノアの背後から見ていたコーネリアグレース。婦人は思わずボソリと一言。






「…………喜劇王なの……？」






　彼らの出て行った扉に向かってつぶやいた婦人はあまりのコントっぷりに呆れ果てていて。止めるべきか笑うべきかを本気で悩んでいる。







終
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